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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】送信装置では、複数の変調信号を多重して送信
し、受信装置では、送信された多重変調信号を分離、復
調することで、データの伝送速度を向上させる。
【解決手段】同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信
号を複数のアンテナから送信する送信方法において、あ
るチャネルに復調のためのシンボル１０１を挿入した時
刻の他のチャネルのシンボル１０９では、同相－直交平
面における同相および直交信号はゼロの信号とする送信
方法であり、これにより、複数の変調信号を多重して送
信し、受信装置では、送信された多重変調信号を分離、
復調することで、データの伝送速度を向上させることが
可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の時刻において、第１サブキャリアが、復調のためのシンボルであり、第２サブキ
ャリアが、前記同相－直交平面における同相および直交信号がゼロの信号である第１送信
信号を生成し、
　前記第１の時刻において、前記第１サブキャリアが、前記同相－直交平面における同相
および直交信号がゼロの信号であり、前記第２サブキャリアが、前記復調のためのシンボ
ルである第２送信信号を生成し、
　生成した前記第１送信信号を第１ＯＦＤＭ変調信号に変換し、
　生成した前記第２送信信号を第２ＯＦＤＭ変調信号に変換し、
　前記第１ＯＦＤＭ変調信号を第１アンテナから送信し、
　前記第２ＯＦＤＭ変調信号を第２アンテナから、前記第１ＯＦＤＭ変調信号を送信した
周波数帯域と同じ周波数帯域で送信する、
　送信方法。
【請求項２】
　前記第１送信信号は、前記第１の時刻において、第３サブキャリアが、前記復調のため
のシンボルであり、第４サブキャリアが、前記同相－直交平面における同相および直交信
号がゼロの信号であり、
　前記第２送信信号は、前記第１の時刻において、前記第３サブキャリアが、前記同相－
直交平面における同相および直交信号がゼロの信号であり、前記第４サブキャリアが、前
記復調のためのシンボルである、
　請求項１記載の送信方法。
【請求項３】
　前記復調のためのシンボルは、パイロットシンボルシンボル、又は、プリアンブルであ
る、
　請求項１記載の送信方法。
【請求項４】
　前記復調のためのシンボルは、伝送路変動を推定するためのシンボル、又は、周波数オ
フセットを推定するためのシンボルである、
　請求項１記載の送信方法。
【請求項５】
　前記復調のためのシンボルは、前記同相－直交平面に一定の振幅をもつシンボルである
、
　請求項１記載の送信方法。
【請求項６】
　第１の時刻において、第１サブキャリアが、復調のためのシンボルであり、第２サブキ
ャリアが、同相－直交平面における同相および直交信号がゼロの信号である第１送信信号
を生成し、前記第１の時刻において、前記第１サブキャリアが、前記同相－直交平面にお
ける同相および直交信号がゼロの信号であり、前記第２サブキャリアが、前記復調のため
のシンボルである第２送信信号を生成する信号生成部と、
　前記第１送信信号を第１ＯＦＤＭ変調信号に変換し、前記第２送信信号を第２ＯＦＤＭ
変調信号に変換するＯＦＤＭ変換部と、
　前記第１ＯＦＤＭ変調信号を送信する第１アンテナと、
　前記第２ＯＦＤＭ変調信号を、前記第１ＯＦＤＭ変調信号を送信した周波数帯域と同じ
周波数帯域で送信する第２アンテナと、
　を含む送信装置。
【請求項７】
　前記第１送信信号は、前記第１の時刻において、第３サブキャリアが、前記復調のため
のシンボルであり、第４サブキャリアが、前記同相－直交平面における同相および直交信
号がゼロの信号であり、
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　前記第２送信信号は、前記第３サブキャリアが、前記同相－直交平面における同相およ
び直交信号がゼロの信号であり、前記第４サブキャリアが、前記復調のためのシンボルで
ある、
　請求項６記載の送信装置。
【請求項８】
　前記復調のためのシンボルは、パイロットシンボルシンボル、又は、プリアンブルであ
る、
　請求項６記載の送信装置。
【請求項９】
　前記復調のためのシンボルは、伝送路変動を推定するためのシンボル、又は、周波数オ
フセットを推定するためのシンボルである、
　請求項６記載の送信装置。
【請求項１０】
　前記復調のためのシンボルは、前記同相－直交平面に一定の振幅をもつシンボルである
、
　請求項６記載の送信装置。
【請求項１１】
　第１の時刻において、第１サブキャリアが、復調のためのシンボルであり、第２サブキ
ャリアが、同相－直交平面における同相および直交信号がゼロの信号である第１送信信号
を生成し、前記第１の時刻において、前記第１サブキャリアが、前記同相－直交平面にお
ける同相および直交信号がゼロの信号であり、前記第２サブキャリアが、前記復調のため
のシンボルである第２送信信号を生成する信号生成部と、
　前記第１送信信号を第１ＯＦＤＭ変調信号に変換し、前記第２送信信号を第２ＯＦＤＭ
変調信号に変換するＯＦＤＭ変換部と、
　を含むＯＦＤＭ信号生成装置。
【請求項１２】
　前記第１送信信号は、前記第１の時刻において、第３サブキャリアが、前記復調のため
のシンボルであり、第４サブキャリアが、前記同相－直交平面における同相および直交信
号がゼロの信号であり、
　前記第２送信信号は、前記第３サブキャリアが、前記同相－直交平面における同相およ
び直交信号がゼロの信号であり、前記第４サブキャリアが、前記復調のためのシンボルで
ある、
　請求項１１記載のＯＦＤＭ信号生成装置。
【請求項１３】
　前記第１ＯＦＤＭ変調信号と前記第２ＯＦＤＭ変調信号とは、同じ周波数帯域で送信さ
れる信号である、
　請求項１１記載のＯＦＤＭ信号生成装置。
【請求項１４】
　前記復調のためのシンボルは、パイロットシンボルシンボル、又は、プリアンブルであ
る、
　請求項１１記載のＯＦＤＭ信号生成装置。
【請求項１５】
　前記復調のためのシンボルは、伝送路変動を推定するためのシンボル、又は、周波数オ
フセットを推定するためのシンボルである、
　請求項１１記載のＯＦＤＭ信号生成装置。
【請求項１６】
　前記復調のためのシンボルは、前記同相－直交平面に一定の振幅をもつシンボルである
、
　請求項１１記載のＯＦＤＭ信号生成装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信方法、送信装置および受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、この送信方法および受信方法としては、例えば、特許文献１に記載されてい
るようなものがあった。図８７は、前記特許文献１に記載された送信方法および受信方法
を示すものである。
【０００３】
　図８７において、アンテナは、および複数の受信アンテナＲＡ１（８７０１）乃至ＲＡ
Ｐ（８７０３）、第１のデータブロックｂ１［ｎ，ｋ］（８７０４）を受信する第１の空
間－時間符号化器ＳＴＥ１（８７０５）と、第２のデータブロックｂ２［ｎ，ｋ］（８７
０６）を受信する第２の空間－時間符号化器ＳＴＥ２（８７０７）とを通して、それぞれ
符号化された２つの信号が、逆高速フーリエ変換ＩＦＦＴ（８７０８乃至８７１１）で変
調された後、４本の送信アンテナＴＡ１（８７１２）乃至ＴＡ４（８７１５）がＯＦＤＭ
信号を送信する。
【０００４】
　アンテナＴＡ１（８７１２）乃至ＴＡ４（８７１５）によって送信された信号は、受信
アンテナＲＡ１（８７０１）乃至ＲＡＰ（８７０３）によって受信される。受信された信
号ｒ１［ｎ，ｋ］（８７１６）乃至ｒｐ［ｎ，ｋ］（８７１８）はそれぞれ高速フーリエ
変換（ＦＦＴ）サブシステムＦＦＴ１（８７１９）乃至ＦＦＴｐ（８７２１）によって変
換され、空間－時間プロセッサＳＴＰ（８７２２）に供給される。プロセッサＳＴＰ（８
７２２）は検出された信号情報を、第１および第２の各空間－時間復号化器ＳＴＤ１（８
７２３）およびＳＴＤ２（８７２４）に供給する。チャネルパラメータ推定器ＣＰＥ（８
７２５）は、その変換された信号を受信し、その変換された信号からチャネルパラメータ
情報が判定され、その後、信号を復号化する際に用いるために空間－時間プロセッサＳＴ
Ｐ（８７２２）に供給される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－４４０５１号公報（第３－５頁、第１０－１１頁、第４図
）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来の構成では、同一周波数帯域の複数チャネル間の同期、周波数
オフセットという問題を考慮していないので、多重された信号を分離するのに最も重要な
チャネル推定の精度を確保することが困難であるという課題を有していた。
【０００７】
　本発明は、上記従来の課題を解決するためになされ、その目的とするところは多重変調
信号からチャネル推定を精度良く、かつ簡単に行うことを可能とした送信方法および受信
方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、同一周波数帯域に少なくとも１つの変調信号を少なくとも１つのアンテナで
送信する送信方法であって、第１の時刻において、少なくとも１つのアンテナから少なく
とも１つの変調信号を送信し、第２の時刻において、前記送信される変調信号数は、前記
第１の時刻での変調信号数より多い送信方法である。
【発明の効果】
【０００９】
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　以上のように本発明によれば、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重すること
で、データの伝送速度が向上すると同時に、受信装置において、受信した多重変調信号を
容易に分離することができるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施の形態におけるチャネルＡおよびチャネルＢのフレーム構成
を示す図
【図２】本発明の第１の実施の形態における送信装置の構成を示す図
【図３】本発明の第１の実施の形態における変調信号生成部の構成を示す図
【図４】本発明の第１の実施の形態における同相－直交平面における信号点配置を示す図
【図５】本発明の第１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６】本発明の第１の実施の形態におけるシンボル、伝送路歪み及び受信直交ベースバ
ンド信号の関係を示す図
【図７】本発明の第１の実施の形態におけるチャネルＡおよびチャネルＢのフレーム構成
を示す図
【図８】本発明の第２の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図９】本発明の第２の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図１０】本発明の第２の実施の形態における伝送路歪み推定信号を示す図
【図１１】本発明の第３の実施の形態における信号のフレーム構成を示す図
【図１２】本発明の第３の実施の形態における送信装置の構成を示す図
【図１３】本発明の第３の実施の形態における変調信号生成部の構成を示す図
【図１４】本発明の第３の実施の形態におけるパイロットシンボルと乗算する符号の関係
を示す図
【図１５】本発明の第３の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図１６】本発明の第３の実施の形態における伝送路歪み推定部の構成を示す図
【図１７】本発明の第３の実施の形態における時間軸における伝送路歪み量を示す図
【図１８】本発明の第４の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図１９】本発明の第４の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図２０】本発明の第５の実施の形態における信号のフレーム構成を示す図
【図２１】本発明の第５の実施の形態における同相Ｉ－直交Ｑ平面における信号点配置を
示す図
【図２２】本発明の第５の実施の形態における変調信号生成部の構成を示す図
【図２３】本発明の第５の実施の形態における伝送路歪み推定部の構成を示す図
【図２４】本発明の第６の実施の形態におけるチャネルＡおよびチャネルＢのフレーム構
成を示す図
【図２５】本発明の第６の実施の形態における送信装置の構成を示す図
【図２６】本発明の第６の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図２７】本発明の第６の実施の形態における伝送路歪みを示す図
【図２８】本発明の第６の実施の形態における伝送路歪み推定部及び信号処理部の構成を
示す図
【図２９】本発明の第７の実施の形態における信号のフレーム構成を示す図
【図３０】本発明の第７の実施の形態における信号のフレーム構成を示す図
【図３１】本発明の第７の実施の形態における基地局の送信装置を示す図
【図３２】本発明の第７の実施の形態における端末の受信装置の構成を示す図
【図３３】本発明の第８の実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示す
図
【図３４】本発明の第８の実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示す
図
【図３５】本発明の第８の実施の形態における変調信号生成部の構成を示す図
【図３６】本発明の第８の実施の形態における変調信号生成部の構成を示す図
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【図３７】本発明の第８の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図３８】本発明の第８の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図３９】本発明の第８の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図４０】本発明の第８の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図４１】本発明の第８の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図４２】本発明の第８の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図４３】本発明の第９の実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示す
図
【図４４】本発明の第９の実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示す
図
【図４５】本発明の第９の実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示す
図
【図４６】本発明の第９の実施の形態における変調信号生成部の構成を示す図
【図４７】本発明の第９の実施の形態における変調信号生成部の構成を示す図
【図４８】本発明の第９の実施の形態における変調信号生成部の構成を示す図
【図４９】本発明の第９の実施の形態における変調信号生成部の構成を示す図
【図５０】本発明の第１０の実施の形態における時間、周波数軸におけるフレーム構成の
一例を示す図
【図５１】本発明の第１０の実施の形態における時間、周波数軸におけるフレーム構成の
一例を示す図
【図５２】本発明の第１０の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図５３】本発明の第１０の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図５４】本発明の第１０の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図５５】本発明の第１０の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図５６】本発明の第１０の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図５７】本発明の第１０の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図５８】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図５９】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６０】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６１】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６２】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６３】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６４】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６５】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６６】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６７】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６８】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図６９】本発明の第１１の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図７０】本発明の第１２の実施の形態におけるフレーム構成を示す図
【図７１】本発明の第１２の実施の形態における情報シンボルの構成を示す図
【図７２】本発明の第１２の実施の形態における情報シンボルの構成を示す図
【図７３】本発明の第１２の実施の形態における情報シンボルの構成を示す図
【図７４】本発明の第１２の実施の形態における送信装置の構成を示す図
【図７５】本発明の第１２の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図７６】本発明の第１２の実施の形態における送信装置の構成を示す図
【図７７】本発明の第１２の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図７８】本発明の第１２の実施の形態における送信装置の構成を示す図
【図７９】本発明の第１３の実施の形態におけるフレーム構成を示す図
【図８０】本発明の第１３の実施の形態における送信装置の構成を示す図
【図８１】本発明の第１３の実施の形態における制御シンボルの構成を示す図
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【図８２】本発明の第１３の実施の形態における受信装置の構成を示す図
【図８３】本発明の第１３の実施の形態におけるフレーム構成を示す図
【図８４】本発明の第１２の実施の形態におけるフレーム構成を示す図
【図８５】本発明の第１３の実施の形態における制御シンボルの構成を示す図
【図８６】本発明の第１３の実施の形態における制御シンボルの構成を示す図
【図８７】従来のＭＩＭＯーＯＦＤＭシステムの一部を示すブロック図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の送信方法は、同一周波数帯域に少なくとも１つの変調信号を少なくとも１つの
アンテナで送信する送信方法であって、第１の時刻において、少なくとも１つのアンテナ
から少なくとも１つの変調信号を送信し、第２の時刻において、前記送信される変調信号
数は、前記第１の時刻での変調信号数より多い送信方法である。
【００１２】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、受信装置において、受信した多重変調信号を容易に分離するこ
とができる。
【００１３】
　また、本発明の送信方法は、前記第１の時刻は、前記変調信号の送信開始時である。
【００１４】
　また、本発明の送信方法は、前記第１の時刻で送信される変調信号は、周波数オフセッ
トを補償するためのシンボル、または、時間同期のためのシンボルである。
【００１５】
　また、本発明の送信方法は、前記第１の時刻で送信される変調信号は、送信方法に関す
る情報を送信するためのシンボルである。
【００１６】
　また、本発明の送信方法は、前記第２の時刻で送信される変調信号は、データを伝送す
るシンボルである。
【００１７】
　また、本発明の送信方法は、同一周波数帯域に少なくとも１つの変調信号を少なくとも
１つのアンテナで送信する送信方法であって、少なくとも１つのアンテナを有する通信相
手の各アンテナに対応する電波伝搬環境に関する情報に基づいて、少なくとも１つのアン
テナから少なくとも１つの変調信号を送信する第１の送信方法と、前記送信される変調信
号数は、前記第１の送信方法での変調信号数より多い第２の送信方法と、のいずれかを選
択するものである。
【００１８】
　また、本発明の送信方法は、前記変調信号は、前記少なくとも１つのアンテナを有する
送信装置により送信されるものである。
【００１９】
　また、本発明の送信装置は、少なくとも１つのアンテナから送信する少なくとも１つの
変調信号のフレーム構成を示す第１のフレーム構成信号と、前記送信される変調信号数は
、前記第１のフレーム構成信号での変調信号数より多いフレーム構成を示す第２のフレー
ム構成信号と、のいずれかを生成するフレーム構成信号生成部と、前記フレーム構成信号
に応じて、送信データから変調信号を生成する変調信号生成部と、前記少なくとも１つの
変調信号を同一周波数帯に送信する少なくとも１つのアンテナと、を含む構成である。
【００２０】
　また、本発明の送信装置は、前記第１のフレーム構成信号は、前記変調信号の送信開始
時に用いる構成である。
【００２１】
　また、本発明の送信装置は、前記第１のフレーム構成信号で生成される変調信号は、周
波数オフセットを補償するためのシンボル、または、時間同期のためのシンボルである。



(8) JP 2009-284494 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

【００２２】
　また、本発明の送信装置は、前記第１のフレーム構成信号で生成される変調信号は、送
信方法に関する情報を送信するためのシンボルである。
【００２３】
　また、本発明の送信装置は、前記フレーム構成信号生成部は、少なくとも１つのアンテ
ナを有する通信相手の各アンテナに対応する電波伝搬環境に関する情報に基づいて、生成
するフレーム構成信号を決定する構成である。
【００２４】
　また、本発明の送信方法は、同一周波数帯域にある複数のチャネルの変調信号を複数の
アンテナから送信する送信方法であって、所定のチャネルに復調のためのシンボルを挿入
し、この復調のためのシンボルを挿入した時刻における他のチャネルのシンボルは、同相
－直交平面における同相および直交信号が共にゼロの信号である。
【００２５】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、復調のためのシンボルは時間多重していないため、受信装置で
容易に復調シンボルを分離できるため、チャネル推定が容易に行うことができる。
【００２６】
　また、本発明の送信方法は、フレームに挿入する前記復調のためのシンボルを連続に複
数挿入する。
【００２７】
　これにより、復調のためのシンボルは、雑音に対する耐性をもたせることで、受信装置
におけるチャネル推定精度が向上し、データの伝送品質が向上する。
【００２８】
　また、本発明の送信方法は、復調のためのシンボルを、各チャンネルの同一時刻に配置
し、かつ前記各チャンネルの前記復調のためのシンボルが互いに直交している。
【００２９】
　これにより、互いに直交した復調のためのシンボルとしているため、受信装置で、容易
に復調のためのシンボルを分離でき、チャネル推定を行うことができる。
【００３０】
　また、本発明の送信方法は、同一周波数帯域にある複数のチャネルの変調信号を、複数
のアンテナから送信する送信方法であって、ＯＦＤＭ方式のフレーム構成における所定の
チャネルに復調のためのシンボルを挿入し、前記復調のためのシンボルを挿入した時刻に
おけるサブキャリアの他のチャネルのシンボルは、同相－直交平面における同相および直
交信号が共にゼロの信号である。
【００３１】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、時間的に独立して復調のためのシンボルを送信しているため、
受信装置では、容易にチャネル推定を行うことができ、多重信号を分離することができる
。
【００３２】
　また、本発明の送信方法は、フレームに挿入する前記復調のためのシンボルの同相－直
交平面における信号点振幅が、変調方式の信号点振幅より大きい。
【００３３】
　これにより、復調のためのシンボルは、雑音に対する耐性をもたせることで、受信装置
におけるチャネル推定精度が向上し、データの伝送品質が向上する。
【００３４】
　また、本発明の送信方法は、複数の送信アンテナの各送信アンテナから送信される各送
信信号のフレーム構成内に、伝送路変動を推定するシンボルが同一時刻に配置される如く
挿入され、このシンボルの各々が、互いに直交している符号により乗算されている。
【００３５】
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　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、直交している符号を用いることにより、受信装置で、伝送路変
動を推定するシンボルを容易に分離できるため、チャネル推定が容易に行うことができる
。
【００３６】
　また、本発明の送信方法は、伝送路変動を推定するシンボルの送信パワーが、他のシン
ボルの送信パワーより大きい。
【００３７】
　これにより、復調のためのシンボルは、雑音に対する耐性をもたせることで、受信装置
におけるチャネル推定精度が向上し、データの伝送品質が向上する。
【００３８】
　また、本発明の送信方法は、同一周波数帯域にある複数のチャネルの変調信号を複数の
アンテナから送信する送信方法であって、所定の一つのアンテナから送信する送信信号に
のみ制御のためのシンボルが含まれている。
【００３９】
　また、本発明の送信方法は、更に、前記制御のためのシンボルが送信されている時刻で
は、他のアンテナから送信される信号の同相－直交平面における同相および直交信号はゼ
ロの信号とする。
【００４０】
　また、本発明の送信方法は、この制御のためのシンボルを時間同期のためのシンボルと
する。
【００４１】
　また、本発明の送信方法は、この制御のためのシンボルを周波数オフセットを推定する
ためのシンボルとする。
【００４２】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、受信装置は、送信装置から１チャネルで送信された時間同期
を推定するためのシンボル、周波数オフセットを推定するのためのシンボルを受信するこ
とで、複数のチャネルの信号に対しの周波数オフセットを推定することができるため、受
信装置における周波数オフセット推定部を簡素化することができる。
【００４３】
　また、本発明の送信方法は、本発明の送信方式がスペクトル拡散通信方式およびＯＦＤ
Ｍ方式のいずれか一方を用いている。
【００４４】
　また、本発明の送信方法は、同一周波数帯域にある複数のチャネルのスペクトル拡散通
信方式の変調信号を、複数のアンテナから送信する送信方法において、いずれかのアンテ
ナから送信する変調信号には、制御チャネルの信号が多重されており、かつ制御チャネル
の信号のみ送信される時間が存在することを特徴とする。
【００４５】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、受信装置は、送信装置から１チャネルで送信された時間同期
を推定するためのシンボルを受信することで、複数のチャネルの信号に対しの時間同期を
獲得することができるため、受信装置における時間同期部を一つのアンテナ部にのみ配置
することで、時間同期を獲得することができ、回路を簡素化することができる。
【００４６】
　また、本発明の送信方法は、同一周波数帯域にある複数のチャネルのスペクトル拡散通
信方式の変調信号を、複数のアンテナから送信する送信方法において、一つのアンテナか
らのみ制御チャネルの変調信号を送信する。
【００４７】
　また、本発明の送信方法は、一つのアンテナのみから送信信号を送信する時間が複数の
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時間で存在する。
【００４８】
　また、本発明の送信方法は、複数の時間が通信開始時に存在する。
【００４９】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、周波数オフセットの推定、同期、通信方法の決定などの無線
制御の手続きを、一つのアンテナから送信された信号で行うことで、正確に行うことがで
き、これにより、データの品質、伝送速度の最適化を行うことができる。
【００５０】
　本発明の送信装置は、同一周波数帯域にある複数のチャネルの変調信号を複数のアンテ
ナから送信する送信装置であって、所定のチャネルに復調のためのシンボルを挿入するフ
レーム構成生成部と、このフレーム構成生成部からの信号にしたがった変調を行う変調信
号生成部とを有する。
【００５１】
　また、本発明の送信装置は、各アンテナへ無線信号を出力する無線部の周波数源が同一
である。
【００５２】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、周波数源を共通とすることで、受信装置において、各アンテ
ナで受信したそれぞれの受信信号の周波数オフセット量は共通であるため、一つの受信信
号により周波数オフセットを推定することで、すべての受信信号の周波数オフセットを推
定したことになり、周波数オフセット推定回路が簡素化することができる。
【００５３】
　本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信された受信信号の各チャネルのフレ
ームに挿入されている前記復調のためのシンボルから、前記チャネルの伝送路変動を推定
する伝送路変動推定部と、各チャネルの前記伝送路変動推定信号および前記受信信号を入
力とし、各チャネルの受信信号へと分離し、出力する信号処理部とを具備する。
【００５４】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、復調のためのシンボルは、受信装置で容易に分離できる、ある
いは、雑音に対する耐性をもたせることで、受信装置におけるチャネル推定を容易にする
、あるいは、チャネル推定精度が向上し、データの伝送品質が向上する。
【００５５】
　また、本発明の受信装置は、各アンテナからの無線信号を入力する無線部の周波数源が
同一である。
【００５６】
　これにより、周波数源を共通とすることで、受信装置において、各アンテナで受信した
それぞれの受信信号の周波数オフセット量は共通であるため、一つの受信信号により周波
数オフセットを推定することで、すべての受信信号の周波数オフセットを推定したことに
なり、周波数オフセット推定回路が簡素化することができる。
【００５７】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信されたの受信信号を受信する
受信アンテナと、この受信信号のフレームに挿入されている伝送路変動を推定するシンボ
ルから、伝送路変動を推定する伝送路変動推定部と、各受信アンテナに対応する前記伝送
路変動推定部からの伝送路変動推定信号および前記受信信号を前記各送信アンテナごとの
受信信号へと分離して出力する信号処理部とを具備する。
【００５８】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、位相差、電界強度をパラメータとし、復調に用いるアンテナを
選択することで、最も状態のよいアンテナが選択できるため、データの伝送品質が向上し
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、また、伝搬路推定が容易に行うことができる。
【００５９】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信された信号を受信して受信信
号として出力する手段と、この受信信号に含まれるチャネルのフレームに挿入されている
復調のためのシンボルから、前記チャネルの伝送路変動を推定する伝送路変動推定部と、
各チャネルのこの伝送路変動推定信号および前記受信信号を各チャネルの受信信号へと分
離して出力する信号処理部とを具備する。
【００６０】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、互いに直交した復調のためのシンボルとしているため、受信装
置で、容易に復調のためのシンボルを分離でき、チャネル推定をおこなうことができる。
【００６１】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信された信号を受信して受信信
号として出力する手段と、この受信信号におけるチャネルのフレームに挿入されている復
調のためのシンボルから、チャネルの伝送路変動を各サブキャリアごとに推定する伝送路
変動推定部と、各サブキャリアごとに、各チャネルの伝送路変動推定信号および受信信号
を入力とし、各チャネルの受信信号へと分離して出力する信号処理部とを具備する。
【００６２】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、時間的に独立して復調のためのシンボルを送信しているため、
受信装置では、容易にチャネル推定を行うことができ、多重信号を分離することができる
。
【００６３】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信装置から送信された変調信号
を受信する受信装置であって、複数のアンテナと、これら複数のアンテナのうちの一つの
アンテナにおいて、受信信号から送信装置との時間同期を行う同期部を具備する。
【００６４】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、受信装置は、送信装置から１チャネルで送信された時間同期を
推定するためのシンボルを受信することで、複数のチャネルの信号に対しの時間同期を獲
得することができるため、受信装置における時間同期部を一つのアンテナ部にのみ配置す
ることで、時間同期を獲得することができ、回路を簡素化することができる。
【００６５】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信装置から送信された変調信号
を受信する受信装置であって、複数のアンテナを具備し、複数のアンテナに対応して、受
信信号から送信装置との時間同期を行う同期部をそれぞれに有する。
【００６６】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、受信装置は、送信装置から１チャネルで送信された時間同期を
推定するためのシンボルを受信することで、複数のチャネルの信号に対しの時間同期を獲
得することができ、各アンテナ部から得られた時間同期タイミング信号を平均化してタイ
ミングを得ることで、推定精度が向上する。
【００６７】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信装置から送信された変調信号
を受信する受信装置であって、複数のアンテナと、これら複数のアンテナのうちの一つの
アンテナにおいて、受信信号から前記送信装置との周波数オフセットを推定する周波数オ
フセット推定部を具備する。
【００６８】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、受信装置は、送信装置から１チャネルで送信された周波数オ
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フセットを推定するためのシンボルを受信することで、複数のチャネルの信号に対しの周
波数オフセットを推定することができるため、受信装置における周波数オフセット推定部
を一つのアンテナ部にのみ配置することで、周波数オフセットを推定することができ、回
路を簡素化することができる。
【００６９】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信装置から送信された変調信号
を受信する受信装置であって、複数のアンテナを具備し、これら複数のアンテナに対応し
て、受信信号から前記送信装置との周波数オフセットを推定する周波数オフセット推定部
をそれぞれに有する。
【００７０】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、受信装置は、送信装置から１チャネルで送信された周波数オフ
セットを推定するためのシンボルを受信することで、複数のチャネルの信号に対しの周波
数オフセットを推定することができるため、受信装置における周波数オフセット推定部を
それぞれのアンテナ部に配置することで、周波数オフセット推定信号を平均化することで
、精度良く周波数オフセットを推定することができる。
【００７１】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法における制御チャネルの信号のみ送信さ
れているシンボルを検出することで送信装置との時間同期をとることを特徴とする。
【００７２】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、受信装置は、送信装置から１チャネルで送信された時間同期
を推定するためのシンボルを受信することで、複数のチャネルの信号に対しの時間同期を
獲得することができるため、受信装置における時間同期部を一つのアンテナ部にのみ配置
することで、時間同期を獲得することができ、回路を簡素化することができる。
【００７３】
　また、本発明の受信装置は、周波数オフセット推定部が、本発明の送信方法における制
御チャネルの信号のみ送信されているシンボルから周波数オフセットを推定する。
【００７４】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、制御チャネルにより周波数オフセットを推定することで、特
別に周波数オフセット推定のためのシンボルを挿入する必要がないため、伝送速度が低下
しない。
【００７５】
　本発明の送信方法は、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナか
ら送信する場合と、１つのチャネルの変調信号をアンテナから送信する場合を切り替える
送信方法。
【００７６】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、電波伝搬環境が悪いときは１チャネルとし、電波伝搬環境が良
いときは複数のチャネルの変調信号を送信することで、電波伝搬環境により送信方法を切
り替えることで、データの伝送品質と伝送効率の両立をはかることができる。
【００７７】
　また、本発明の送信方法は、通信開始時は、一つのチャネルの変調信号を一つのアンテ
ナから変調信号を送信する送信方法を選択する。
【００７８】
　これにより、一つのアンテナから送信する場合と、複数のアンテナから送信する場合を
切り替えることで、データの伝送品質と伝送速度の両立をはかることができる。
【００７９】
　本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信された信号を受信し、同一周波数帯
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域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信された信号を受信する場合と、
１つのチャネルの変調信号をアンテナから送信された信号を受信する場合とを選択する機
能を有する。
【００８０】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、電波伝搬環境が悪いときは１チャネルとし、電波伝搬環境が良
いときは複数のチャネルの変調信号を送信することで、電波伝搬環境により送信方法を切
り替えることで、データの伝送品質と伝送効率の両立をはかることができる。
【００８１】
　また、本発明の受信装置は、同一周波数帯域にある複数のチャネルの変調信号を受信す
る複数のアンテナと、これら複数のアンテナの各々で受信した受信信号の受信電界強度を
推定し、各受信信号の受信電界強度推定信号を出力する電界強度推定部と、各受信信号の
各チャネルの伝送路変動を推定して伝送路変動推定信号として出力する伝送路変動推定部
と、各アンテナの所定のチャネルの伝送路変動推定信号を入力とし、所定のチャネルの伝
送路変動推定信号の位相差を求めて位相差信号として出力する位相差推定部と、各アンテ
ナの受信直交ベースバンド信号、各アンテナにおける各チャネルの伝送路変動推定信号、
受信信号の受信電界強度推定信号及び位相差信号を入力とし、受信信号から各チャネルの
信号を分離するための受信直交ベースバンド信号及び各チャネルの伝送路変動推定信号を
選択して出力する信号選択部とを具備する。
【００８２】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、位相差、電界強度をパラメータとし、復調に用いるアンテナを
選択することで、最も状態のよいアンテナが選択できるため、データの伝送品質が向上す
る。
【００８３】
　また、本発明の受信装置は、複数のスペクトル拡散通信方式の変調信号を同一周波数帯
域に送信された複数の信号を受信する複数の受信アンテナと、この受信アンテナの各々で
受信した受信信号の受信電界強度を推定して前記受信信号毎の受信電界強度推定信号とし
て出力する電界強度推定部と、各受信信号の各スペクトル拡散通信方式の変調信号の伝送
路変動を推定して伝送路変動推定信号として出力する伝送路変動推定部と、所定のこの伝
送路変動推定信号を入力とし、所定の伝送路変動推定信号の位相差を求めて位相差信号と
して出力する位相差推定部と、各受信信号の受信直交ベースバンド信号、伝送路変動推定
信号、受信電界強度推定信号及び位相差信号を入力とし、受信信号から各スペクトル拡散
通信方式の信号を分離するため受信直交ベースバンド信号及び伝送路変動推定信号を選択
して出力する信号選択部とを具備する。
【００８４】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、位相差、電界強度をパラメータとし、復調に用いるアンテナ
を選択することで、最も状態のよいアンテナが選択できるため、データの伝送品質が向上
し、また、伝搬路推定が容易に行うことができる。
【００８５】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信装置から送信された変調信号
を受信する複数のアンテナを具備し、複数のアンテナに対応して、受信信号から前記送信
装置との時間同期を行う同期部および前記受信信号から電波伝搬環境を推定する電波伝搬
環境推定部をそれぞれに有し、電波伝搬環境が最もよいと推定されたアンテナに対応した
同期部から出力される信号を送信装置との時間同期信号とする。
【００８６】
　これにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送
速度が向上すると同時に、受信装置は、送信装置から１チャネルで送信された時間同期を
推定するためのシンボルを受信することで、複数のチャネルの信号に対しの時間同期を獲
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得することができ、各アンテナ部から得られた時間同期タイミング信号の最も信頼性の高
い信号をとりだすことで、推定精度が向上する。
【００８７】
　また、本発明の受信装置は、本発明の送信方法により送信装置から送信された変調信号
を受信する複数のアンテナを具備し、複数のアンテナに対応して、受信信号から送信装置
との周波数オフセットを推定する周波数オフセット推定部、および受信信号から電波伝搬
環境を推定する電波伝搬環境推定部をそれぞれに有し、この電波伝搬環境が最もよいと推
定されたアンテナに対応した周波数オフセット推定部から出力される信号をもちいて周波
数オフセットを除去する。
【００８８】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、受信装置は、送信装置から１チャネルで送信された周波数オ
フセットを推定するためのシンボルを受信することで、複数のチャネルの信号に対しの周
波数オフセットを推定することができるため、受信装置における周波数オフセット推定部
をそれぞれのアンテナ部に配置し、最も受信電界強度のよいアンテナで得られた周波数オ
フセット推定信号により周波数オフセットを除去することで、精度良く周波数オフセット
を除去することができる。
【００８９】
　また、本発明の無線通信装置は、複数のアンテナを具備し、通信相手が送信した変調信
号を受信し、各アンテナにおける電波伝搬環境を推定し、推定した電波伝搬環境の情報を
通信相手に送信する。
【００９０】
　また、本発明の無線通信装置の受信した変調信号は、通信相手が複数のアンテナのうち
、一つのアンテナのみから送信信号を複数の時間で送信したものである。
【００９１】
　また、本発明の無線通信装置は、同一周波数帯域にある複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信された変調信号を受信する複数のアンテナと、変調信号を各アンテ
ナに対応して電波伝搬環境を推定する電界強度推定部とを有し、推定した前記電波伝搬環
境の情報を通信相手に送信する。
【００９２】
　また、本発明の無線通信装置は、通信開始時に変調信号を受信し、推定した電波伝搬環
境の情報を通信相手に送信する。
【００９３】
　また、本発明の無線通信装置は、同一周波数帯域にある複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送受信する無線通信装置において、通信相手の各アンテナに対応する電
波伝搬環境の情報に基づいて、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアン
テナから送信する送信方法と、一つのチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信方法
とのいずれかを選択する送信方法決定部を有する。
【００９４】
　また、本発明の無線通信装置の電波伝搬情報は、通信開始時に送信した変調信号から推
定されたものである。
【００９５】
　また、本発明の無線通信装置は、同一周波数帯域にある複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信された変調信号を受信する複数のアンテナと、変調信号を各アンテ
ナに対応して電波伝搬環境を推定する電界強度推定部と、電波伝搬環境の情報に基づいて
通信相手が送信する送信方法を決定する送信方法決定部を有し、送信方法の情報を通信相
手に送信する。
【００９６】
　また、本発明の無線通信装置の受信した変調信号は、通信相手が複数のアンテナのうち
一つのアンテナのみから送信信号を複数の時間で送信したものである。
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【００９７】
　また、本発明の無線通信装置は、同一周波数帯域にある複数のチャネルのスペクトル拡
散通信方式の変調信号を、送受信する複数のアンテナと、変調信号から各アンテナに対応
して電波伝搬環境を制御チャネルの成分により推定する電界強度推定部とを有し、推定し
た電波伝搬環境の情報を通信相手に送信する。
【００９８】
　また、本発明の無線通信装置は、通信開始時に前記変調信号を受信し、推定した電波伝
搬環境の情報を通信相手に送信する。
【００９９】
　また、本発明の無線通信装置は、同一周波数帯域にある複数のチャネルのスペクトル拡
散通信方式の変調信号を、複数のアンテナから送受信する無線通信装置において、通信相
手の各アンテナに対応する電波伝搬環境の情報に基づいて、同一周波数帯域に複数のスペ
クトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法
と、一つのスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送
信する送信方法とのいずれかを選択する送信方法決定部を有する。
【０１００】
　また、本発明の無線通信装置の電波伝搬情報は、通信開始時に送信した変調信号から推
定されたものである。
【０１０１】
　本発明の通信方法は、同一周波数帯域にある複数のチャネルの変調信号を複数のアンテ
ナから送受信する通信方法において、変調信号を送信するステップと、通信相手が変調信
号を受信し、受信した変調信号から各アンテナに対応する電波伝搬環境を推定し、推定し
た電波伝搬環境情報を送信するステップと、電波伝搬環境の情報に基づいて、同一周波数
帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法と、一つのチャ
ネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法とのいずれかを選択するステップ
とを有する。
【０１０２】
　また、本発明の通信方法は、変調信号の送信が通信開始時に行われる。
【０１０３】
　また、本発明の通信方法は、同一周波数帯域にある複数のチャネルのスペクトル拡散通
信方式の変調信号を、複数のアンテナから送受信する通信方法において、変調信号を送信
するステップと、通信相手が変調信号を受信し、受信した変調信号から各アンテナに対応
する電波伝搬環境を推定し、推定した電波伝搬環境情報を送信するステップと、その通信
相手が送信した電波伝搬環境情報に基づいて、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通
信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法と、一つのス
ペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方
法とのいずれかを選択するステップとを有する。
【０１０４】
　また、本発明の通信方法は、変調信号の送信が通信開始時に行われる。
【０１０５】
　また、本発明の通信方法は、同一周波数帯域にある複数のチャネルのスペクトル拡散通
信方式の変調信号を、複数のアンテナから送受信する通信方法において、変調信号を送信
するステップと、通信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナにおける電波伝搬環境を
制御チャネルの受信信号から推定し、推定した電波伝搬環境の情報から、同一周波数帯域
に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信
する送信方法と、一つのスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を一つのア
ンテナから送信する送信方法とのいずれかの送信方法を要求する情報を送信するステップ
と、その通信相手が送信した要求情報に基づいて、いずれかの送信方法を選択するステッ
プとを有する。
【０１０６】
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　また、本発明の通信方法は、変調信号の送信が通信開始時に行われる。
【０１０７】
　これらにより、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝
送速度が向上すると同時に、電波伝搬環境により、一つのアンテナから送信する場合と、
複数のアンテナから送信する場合を切り替えることで、データの伝送品質と伝送速度の両
立をはかることができる。また、その手続きを最初に行うことで、最初から最適な通信方
法を選択できる。
【０１０８】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
【０１０９】
　なお、以下のアンテナとは、１本のアンテナである必要はなく、複数のアンテナで構成
されたアンテナ部とすることも可能である。
【０１１０】
　（実施の形態１）
　実施の形態１では、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多重する送信方法に
おいて、あるチャネルに復調のためのシンボルを挿入した時刻の他のチャネルのシンボル
では、同相－直交平面における同相および直交信号はゼロの信号とする送信方法、その送
信方法における送信装置および受信装置について説明する。
【０１１１】
　図１は、本実施の形態における時間軸におけるチャネルＡおよびチャネルＢのフレーム
構成の一例を示しており、１０１、１０４、１０７はチャネルＡにおけるパイロットシン
ボル、１０２、１０５、１０８はチャネルＡにおけるガードシンボル、１０３、１０６は
チャネルＡにおけるデータシンボルを示しており、データシンボルは、例えば、ＱＰＳＫ
変調で変調されているシンボルとする。１０９、１１２、１１５はチャネルＢにおけるガ
ードシンボル、１１０、１１３、１１６はチャネルＢにおけるパイロットシンボル、１１
１、１１４はチャネルＢにおけるデータシンボルを示しており、データシンボルは、例え
ば、ＱＰＳＫ変調されているものとする。
【０１１２】
　そして、チャネルＡのパイロットシンボル１０１とチャネルＢのガードシンボル１０９
が同時刻におけるシンボルとなる。同様に、チャネルＡのガードシンボル１０２とチャネ
ルＢのパイロットシンボル１１０、チャネルＡのデータシンボル１０３とチャネルＢのデ
ータシンボル１１１、チャネルＡのパイロットシンボル１０４とチャネルＢのガードシン
ボル１１２、チャネルＡのガードシンボル１０５とチャネルＢのパイロットシンボル１１
３、データシンボル１０６とチャネルＢのデータシンボル１１４、チャネルＡのパイロッ
トシンボル１０７とチャネルＢのガードシンボル１１５、チャネルＡのガードシンボル１
０８とチャネルＢのパイロットシンボル１１６が同時刻におけるシンボルとなる。
【０１１３】
　図２は、本実施の形態における送信装置の構成の一例を示しており、チャネルＡの変調
信号生成部２０２は、フレーム構成信号２１０、チャネルＡの送信ディジタル信号２０１
を入力とし、フレーム構成にしたがったチャネルＡの変調信号２０３を出力する。
【０１１４】
　チャネルＡの無線部２０４は、チャネルＡの変調信号２０３を入力とし、チャネルＡの
送信信号２０５を出力する。
【０１１５】
　チャネルＡの電力増幅部２０６は、チャネルＡの送信信号２０５を入力とし、増幅し、
増幅されたチャネルＡの送信信号２０７を出力し、電波としてチャネルＡのアンテナ２０
８から出力される。
【０１１６】
　フレーム構成生成部２０９は、フレーム構成信号２１０を出力する。
【０１１７】
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　チャネルＢの変調信号生成部２１２は、フレーム構成信号２１０、チャネルＢの送信デ
ィジタル信号２１１を入力とし、フレーム構成にしたがったチャネルＢの変調信号２１３
を出力する。
【０１１８】
　チャネルＢの無線部２１４は、チャネルＢの変調信号２１３を入力とし、チャネルＢの
送信信号２１５を出力する。
【０１１９】
　チャネルＢの電力増幅部２１６は、チャネルＢの送信信号２１５を入力とし、増幅し、
増幅されたチャネルＢの送信信号２１７を出力し、電波としてチャネルＢのアンテナ２１
８から出力される。
【０１２０】
　図３は、図２の変調信号生成部２０２、２１２の詳細の構成の一例を示しており、デー
タシンボル変調信号生成部３０２は、送信ディジタル信号３０１およびフレーム構成信号
３１１を入力、フレーム構成信号３１１がデータシンボルであることを示していた場合、
ＱＰＳＫ変調し、データシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０３および直
交成分３０４を出力する。
【０１２１】
　パイロットシンボル変調信号生成部３０５は、フレーム構成信号３１１を入力とし、フ
レーム構成信号がパイロットシンボルであることを示していた場合、パイロットシンボル
の送信直交ベースバンド信号の同相成分３０６および直交成分３０７を出力する。
【０１２２】
　ガードシンボル変調信号生成部３０８は、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレー
ム構成信号がガードシンボルであることを示していた場合、ガードシンボルの送信直交ベ
ースバンド信号の同相成分３０９および直交成分３１０を出力する。
【０１２３】
　同相成分切り替え部３１２は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の同相成分３
０３、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０６、ガードシンボ
ルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０９、フレーム構成信号３１１を入力とし、
フレーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベースバンド信号の同相
成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１３として出力する。
【０１２４】
　直交成分切り替え部３１４は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の直交成分３
０４、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の直交成分３０７、ガードシンボ
ルの送信直交ベースバンド信号の直交成分３１０、フレーム構成信号３１１を入力とし、
フレーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベースバンド信号の直交
成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１５として出力する。
【０１２５】
　直交変調器３１６は、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１３および選
択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１５を入力とし、直交変調し、変調信号
３１７を出力する。
【０１２６】
　図４は、同相－直交平面におけるＱＰＳＫ（データシンボル）、パイロットシンボル、
ガードシンボルの信号点配置を示しており、４０１はＱＰＳＫの信号点、４０２はパイロ
ットシンボルの信号点、４０３はガードシンボルの信号点を示している。
【０１２７】
　図５は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、無線部５０３は、
アンテナ５０１で受信した受信信号５０２を入力とし、受信直交ベースバンド信号の同相
成分５０４および直交成分５０５を出力する。
【０１２８】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部５０６は、受信直交ベースバンド信号５０４および５０
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５を入力とし、チャネルＡの伝送路歪みを推定し、チャネルＡの伝送路歪み推定信号５０
７を出力する。
【０１２９】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部５０８は、受信直交ベースバンド信号５０４および５０
５を入力とし、チャネルＢの伝送路歪みを推定し、チャネルＢの伝送路歪み推定信号５０
９を出力する。
【０１３０】
　遅延部５１０は、受信直交ベースバンド信号の同相成分５０４および直交成分５０５を
入力とし、チャネルＡおよびチャネルＢの伝送路歪み推定信号５０７、５０９をもとめる
のに要する時間、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分５１１および直交成分５
１２を出力する。
【０１３１】
　無線部５１５は、アンテナ５１３で受信した受信信号５１４を入力とし、受信直交ベー
スバンド信号の同相成分５１６および直交成分５１７を出力する。
【０１３２】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部５１８は、受信直交ベースバンド信号５１６および５１
７を入力とし、チャネルＡの伝送路歪みを推定し、チャネルＡの伝送路歪み推定信号５１
９を出力する。
【０１３３】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部５２０は、受信直交ベースバンド信号５１６および５１
７を入力とし、チャネルＢの伝送路歪みを推定し、チャネルＢの伝送路歪み推定信号５２
１を出力する。
【０１３４】
　遅延部５２２は、受信直交ベースバンド信号の同相成分５１６および直交成分５１７を
入力とし、チャネルＡおよびチャネルＢの伝送路歪み推定信号５１９、５２１をもとめる
のに要する時間、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分５２３および直交成分５
２４を出力する。
【０１３５】
　信号処理部５２５は、チャネルＡの伝送路歪み推定信号５０７、チャネルＢの伝送路歪
み推定信号５０９、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分５１１および直交成分
５１２、チャネルＡの伝送路歪み推定信号５１９、チャネルＢの伝送路歪み推定信号５２
１、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分５２３および直交成分５２４を入力と
し、チャネルＡの受信直交ベースバンド信号の同相成分５２６および直交成分５２７、チ
ャネルＢの受信直交ベースバンド信号の同相成分５３０および直交成分５３１を出力する
。
【０１３６】
　復調部５２８は、チャネルＡの受信直交ベースバンド信号の同相成分５２６および直交
成分５２７を入力とし、復調し、チャネルＡの受信ディジタル信号５２９を出力する。
【０１３７】
　復調部５３２は、チャネルＢの受信直交ベースバンド信号の同相成分５３０および直交
成分５３１を入力とし、復調し、チャネルＢの受信ディジタル信号５３３を出力する。
【０１３８】
　図６は、ある時刻におけるシンボル、チャネルＡの伝送路歪み、チャネルＢの伝送路歪
み、受信直交ベースバンド信号の関係を示しており、６０１、６０７はチャネルＡのパイ
ロットシンボル、６０２、６０８はチャネルＡのガードシンボル、６０３、６０４、６０
５、６０６はチャネルＡのデータシンボルである。６０９、６１５はチャネルＢのガード
シンボル、６１０、６１６はチャネルＢのパイロットシンボル、６１１、６１２、６１３
、６１４はチャネルＢのデータシンボルである。
【０１３９】
　そして、チャネルＡのパイロットシンボル６０１とチャネルＢのガードシンボル６０９



(19) JP 2009-284494 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

が時刻０におけるシンボルとなる。同様に、チャネルＡのガードシンボル６０２とチャネ
ルＢのパイロットシンボル６１０、チャネルＡのデータシンボル６０３とチャネルＢのデ
ータシンボル６１１、チャネルＡのデータシンボル６０４とチャネルＢのデータシンボル
６１２、チャネルＡのデータシンボル６０５とチャネルＢのデータシンボル６１３、チャ
ネルＡのデータシンボル６０６とチャネルＢのデータシンボル６１４、チャネルＡのパイ
ロットシンボル６０７とチャネルＢのガードシンボル６１５、チャネルＡのガードシンボ
ル６０８とチャネルＢのパイロットシンボル６１６がそれぞれ、時刻１、時刻２、時刻３
、時刻４、時刻５、時刻６、時刻７におけるシンボルとなる。
【０１４０】
　図７は、本実施の形態における時間軸におけるチャネルＡおよびチャネルＢのフレーム
構成の一例を示しており、７０１、７０２、７０６、７０７はチャネルＡのパイロットシ
ンボル、７０３、７０４、７０８、７０９はチャネルＡのガードシンボル、７０５はチャ
ネルＡのデータシンボル、７１０、７１１、７１５、７１６はチャネルＢのガードシンボ
ル、７１２、７１３、７１７、７１８はチャネルＢのパイロットシンボル、７１４はチャ
ネルＢのデータシンボルとし、チャネルＡのデータシンボル７０５およびチャネルＢのデ
ータシンボル７１４はＱＰＳＫ変調されているものとする。
【０１４１】
　そして、チャネルＡのパイロットシンボル７０１とチャネルＢのガードシンボル７１０
が同時刻におけるシンボルとなる。同様に、チャネルＡのパイロットシンボル７０２とチ
ャネルＢのガードシンボル７１１、チャネルＡのガードシンボル７０３とチャネルＢのパ
イロットシンボル７１２、チャネルＡのガードシンボル７０４とチャネルＢのパイロット
シンボル７１３、チャネルＡのデータシンボル７０５とチャネルＢのデータシンボル７１
４、チャネルＡのパイロットシンボル７０６とチャネルＢのガードシンボル７１５、チャ
ネルＡのパイロットシンボル７０７とチャネルＢのガードシンボル７１６、チャネルＡの
ガードシンボル７０８チャネルＢのパイロットシンボル７１７、チャネルＡのガードシン
ボル７０９とチャネルＢのパイロットシンボル７１８が同時刻におけるシンボルとなる。
【０１４２】
　そして、図１、図２、図３、図４を用いて、送信装置の動作について説明する。
【０１４３】
　図２において、フレーム構成信号生成部２０９は、図１に示したフレーム構成の情報を
フレーム構成信号２１０として出力する。チャネルＡの変調信号生成部２０２は、フレー
ム構成信号２１０、チャネルＡの送信ディジタル信号２０１を入力とし、フレーム構成に
したがったチャネルＡの変調信号２０３を出力する。そして、チャネルＢの変調信号生成
部２１２は、フレーム構成信号２１０、チャネルＢの送信ディジタル信号２１１を入力と
し、フレーム構成にしたがったチャネルＢの変調信号２１３を出力する。
【０１４４】
　このときの変調信号生成部２０２および変調信号生成部２１２の動作を図３を用いて、
チャネルＡの送信部を例に説明する。
【０１４５】
　データシンボル変調信号生成部３０２は、送信ディジタル信号３０１つまり図２のチャ
ネルＡの送信ディジタル信号２０１およびフレーム構成信号３１１つまり図２のフレーム
構成信号２１０を入力とし、フレーム構成信号３１１がデータシンボルであることを示し
ていた場合、ＱＰＳＫ変調し、データシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３
０３および直交成分３０４を出力する。
【０１４６】
　パイロットシンボル変調信号生成部３０５は、フレーム構成信号３１１を入力とし、フ
レーム構成信号がパイロットシンボルであることを示していた場合、パイロットシンボル
の送信直交ベースバンド信号の同相成分３０６および直交成分３０７を出力する。
【０１４７】
　ガードシンボル変調信号生成部３０８は、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレー



(20) JP 2009-284494 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

ム構成信号がガードシンボルであることを示していた場合、ガードシンボルの送信直交ベ
ースバンド信号の同相成分３０９および直交成分３１０を出力する。
【０１４８】
　このときの同相－直交平面における各シンボルの信号点配置を図４のとおりである。デ
ータシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０３および直交成分３０４の信号
点配置は、図４の４０１のとおりである。そして、パイロットシンボルの送信直交ベース
バンド信号の同相成分３０６および直交成分３０７の信号点配置は、図４の４０２のとお
りである。また、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０９および直
交成分３１０の信号点配置は、図４の４０３のとおりである。
【０１４９】
　同相成分切り替え部３１２は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の同相成分３
０３、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０６、ガードシンボ
ルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０９、フレーム構成信号３１１を入力とし、
フレーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベースバンド信号の同相
成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１３として出力する。
【０１５０】
　直交成分切り替え部３１４は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の直交成分３
０４、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の直交成分３０７、ガードシンボ
ルの送信直交ベースバンド信号の直交成分３１０、フレーム構成信号３１１を入力とし、
フレーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベースバンド信号の直交
成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１５として出力する。
【０１５１】
　直交変調器３１６は、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１３および選
択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１５を入力とし、直交変調し、変調信号
３１７つまり図２の２０３を出力する。
【０１５２】
　次に、図５、図６を用いて、受信装置の動作、特に、チャネルＡの伝送路歪み推定部５
０６、チャネルＢの伝送路歪み推定部５０８、信号処理部５２５について説明する。
【０１５３】
　図５におけるアンテナ５０１で受信した受信信号の受信直交ベースバンド信号の同相成
分５０４および直交成分５０５を例に図６について説明する。
【０１５４】
　図６において、時刻０では、チャネルＡのパイロットシンボル６０１とチャネルＢのガ
ードシンボル６０９が多重されており、このときの受信直交ベースバンド信号の同相成分
５０４および直交成分５０５をそれぞれＩ０，Ｑ０とする。そして、チャネルＡ伝送路歪
みを（Ｉａ０，Ｑａ０）、チャネルＢ伝送路歪みを（Ｉｂ０，Ｑｂ０）とすると、送信装
置において、チャネルＢのガードシンボルではゼロを送信しているため、受信直交ベース
バンド信号の同相成分５０４および直交成分５０５のＩ０，Ｑ０はチャネルＡのパイロッ
トシンボル６０１の成分から構成されていることになる。よって、受信直交ベースバンド
信号の同相成分５０４および直交成分５０５のＩ０，Ｑ０より、チャネルＡの伝送路歪み
（Ｉａ０，Ｑａ０）＝（Ｉ’０，Ｑ’０）と推定可能である。
【０１５５】
　ただし、チャネルＡの伝送路歪み（Ｉａ０，Ｑａ０）の推定は上記に限ったものではな
く、他の時刻のチャネルＡのパイロットシンボルを用いて、時刻０のチャネルＡの伝送路
歪み（Ｉａ０，Ｑａ０）をもとめてもよい。
【０１５６】
　同様に、時刻１では、チャネルＡのガードシンボル６０２とチャネルＢのパイロットシ
ンボル６１０が多重されており、このときの受信直交ベースバンド信号の同相成分５０４
および直交成分５０５をそれぞれＩ１，Ｑ１とする。そして、チャネルＡ伝送路歪みを（
Ｉａ１，Ｑａ１）、チャネルＢ伝送路歪みを（Ｉｂ１，Ｑｂ１）とすると、送信装置にお
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いて、チャネルＡのガードシンボルではゼロを送信しているため、受信直交ベースバンド
信号の同相成分５０４および直交成分５０５のＩ１，Ｑ１はチャネルＢのパイロットシン
ボル６１０の成分から構成されていることになる。よって、受信直交ベースバンド信号の
同相成分５０４および直交成分５０５のＩ１，Ｑ１より、チャネルＢの伝送路歪み（Ｉｂ
１，Ｑｂ１）＝（Ｉ’１，Ｑ’１）と推定可能である。ただし、チャネルＢの伝送路歪み
（Ｉｂ１，Ｑｂ１）の推定は上記に限ったものではなく、他の時刻のチャネルＢのパイロ
ットシンボルを用いて、時刻１のチャネルＢの伝送路歪み（Ｉｂ１，Ｑｂ１）をもとめて
もよい。
【０１５７】
　同様に、時刻６では、チャネルＡのパイロットシンボル６０７とチャネルＢのガードシ
ンボル６１５が多重されており、このときの受信直交ベースバンド信号の同相成分５０４
および直交成分５０５をそれぞれＩ６，Ｑ６とする。そして、チャネルＡ伝送路歪みを（
Ｉａ６，Ｑａ６）、チャネルＢ伝送路歪みを（Ｉｂ６，Ｑｂ６）とすると、送信装置にお
いて、チャネルＢのガードシンボルではゼロを送信しているため、受信直交ベースバンド
信号の同相成分５０４および直交成分５０５のＩ６，Ｑ６はチャネルＡのパイロットシン
ボル６０７の成分から構成されていることになる。
【０１５８】
　よって、受信直交ベースバンド信号の同相成分５０４および直交成分５０５のＩ６，Ｑ
６より、チャネルＡの伝送路歪み（Ｉａ６，Ｑａ６）＝（Ｉ’６，Ｑ’６）と推定可能で
ある。ただし、チャネルＡの伝送路歪み（Ｉａ６，Ｑａ６）の推定は上記に限ったもので
はなく、他の時刻のチャネルＡのパイロットシンボルを用いて、時刻６のチャネルＡの伝
送路歪み（Ｉａ６，Ｑａ６）をもとめてもよい。
【０１５９】
　同様に、時刻７では、チャネルＡのガードシンボル６０８とチャネルＢのパイロットシ
ンボル６１６が多重されており、このときの受信直交ベースバンド信号の同相成分５０４
および直交成分５０５をそれぞれＩ７，Ｑ７とする。そして、チャネルＡ伝送路歪みを（
Ｉａ７，Ｑａ７）、チャネルＢ伝送路歪みを（Ｉｂ７，Ｑｂ７）とすると、送信装置にお
いて、チャネルＡのガードシンボルではゼロを送信しているため、受信直交ベースバンド
信号の同相成分５０４および直交成分５０５のＩ７，Ｑ７はチャネルＢのパイロットシン
ボル６１０の成分から構成されていることになる。
【０１６０】
　よって、受信直交ベースバンド信号の同相成分５０４および直交成分５０５のＩ７，Ｑ
７より、チャネルＢの伝送路歪み（Ｉｂ７，Ｑｂ７）＝（Ｉ’７，Ｑ’７）と推定可能で
ある。ただし、チャネルＢの伝送路歪み（Ｉｂ７，Ｑｂ７）の推定は上記に限ったもので
はなく、他の時刻のチャネルＢのパイロットシンボルを用いて、時刻７のチャネルＢの伝
送路歪み（Ｉｂ７，Ｑｂ７）をもとめてもよい。
【０１６１】
　時刻２，３，４，５におけるチャネルＡの伝送路歪みをそれぞれ（Ｉａ２，Ｑａ２），
（Ｉａ３，Ｑａ３），（Ｉａ４，Ｑａ４），（Ｉａ５，Ｑａ５）とする。これらは、例え
ば、前記時刻０のチャネルＡの伝送路歪み（Ｉａ０，Ｑａ０）＝（Ｉ’０，Ｑ’０）およ
び前記時刻６のチャネルＡの伝送路歪み（Ｉａ６，Ｑａ６）＝（Ｉ’６，Ｑ’６）を用い
て、たとえば、補間することで求める。ただし、（Ｉａ２，Ｑａ２），（Ｉａ３，Ｑａ３
），（Ｉａ４，Ｑａ４），（Ｉａ５，Ｑａ５）をもとめるのに、（Ｉａ０，Ｑａ０），（
Ｉａ６，Ｑａ６）以外に、他の時刻のチャネルＡのパイロットシンボルを用いてもとめて
もよい。
【０１６２】
　同様に、時刻２，３，４，５におけるチャネルＢの伝送路歪みをそれぞれ（Ｉｂ２，Ｑ
ｂ２），（Ｉｂ３，Ｑｂ３），（Ｉｂ４，Ｑｂ４），（Ｉｂ５，Ｑｂ５）とする。これら
は、例えば、前記時刻１のチャネルＢの伝送路歪み（Ｉｂ１，Ｑｂ１）＝（Ｉ’１，Ｑ’
１）および前記時刻７のチャネルＢの伝送路歪み（Ｉｂ７，Ｑｂ７）＝（Ｉ’７，Ｑ’７
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）を用いて、たとえば、補間することで求める。ただし、（Ｉｂ２，Ｑｂ２），（Ｉｂ３
，Ｑｂ３），（Ｉｂ４，Ｑｂ４），（Ｉｂ５，Ｑｂ５）をもとめるのに、（Ｉｂ１，Ｑｂ
１），（Ｉｂ７，Ｑｂ７）以外に、他の時刻のチャネルＢのパイロットシンボルを用いて
もとめてもよい。
【０１６３】
　これにより、チャネルＡの伝送路歪み推定部５０６は、たとえば、上記（Ｉａ０，Ｑａ
０），（Ｉａ１，Ｑａ１），（Ｉａ２，Ｑａ２），（Ｉａ３，Ｑａ３），（Ｉａ４，Ｑａ
４），（Ｉａ５，Ｑａ５），（Ｉａ６，Ｑａ６），（Ｉａ７，Ｑａ７）をのチャネルＡの
伝送路歪み推定信号５０７として出力する。
【０１６４】
　同様に、チャネルＢの伝送路歪み推定部５０８は、たとえば、上記（Ｉｂ０，Ｑｂ０）
，（Ｉｂ１，Ｑｂ１），（Ｉｂ２，Ｑｂ２），（Ｉｂ３，Ｑｂ３），（Ｉｂ４，Ｑｂ４）
，（Ｉｂ５，Ｑｂ５），（Ｉｂ６，Ｑｂ６），（Ｉｂ７，Ｑｂ７）をのチャネルＡの伝送
路歪み推定信号５０７として出力する。
【０１６５】
　以上の説明で、（Ｉ，Ｑ）の表現で伝送路歪みを表現しているが、パワーおよび位相に
よる表現でもよく、パワーおよび位相による表現をチャネルＡの伝送路歪み推定信号５０
７およびチャネルＢの伝送路歪み推定信号５０９としてもよい。
【０１６６】
　以上と同様にして、図５におけるアンテナ５１３で受信した受信信号の受信直交ベース
バンド信号の同相成分５１６および直交成分５１７から、チャネルＡの伝送路歪み推定部
５１９においてチャネルＡの伝送路歪み推定信号５１９が、チャネルＢの伝送路歪み推定
部５２０においてチャネルＢの伝送路歪み推定信号５２０が出力される。
【０１６７】
　信号処理部部５２５は、チャネルＡの伝送路歪み推定信号５０７、チャネルＢの伝送路
歪み推定信号５０９、チャネルＡの伝送路歪み推定信号５１９、チャネルＢの伝送路歪み
推定信号５２１、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分５１１および直交成分５
１２、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分５３０および直交成分５３１を入力
とし、これら既知の信号から行列演算を行うことで、未知の信号であるチャネルＡの受信
直交ベースバンド信号およびチャネルＢの受信直交ベースバンド信号をもとめることがで
き、それらをチャネルＡの受信直交ベースバンド信号の同相成分５２６および直交成分５
２７、チャネルＢの受信直交ベースバンド信号の同相成分５３０および直交成分５３１と
して出力する。これにより、チャネルＡとチャネルＢの変調信号の分離が可能となり、復
調が可能となる。
【０１６８】
　本実施の形態において、受信装置におけるチャネルＡとチャネルＢの変調信号の分離の
精度は、パイロットシンボルの受信品質に依存する。このことから、パイロットシンボル
の対雑音耐性に強くすると、チャネルＡとチャネルＢの変調信号の分離の精度が向上し、
受信データの品質が向上することになる。その手段について以下で説明する。
【０１６９】
　図４において、パイロットシンボルの原点からの振幅をＡｐ、ＱＰＳＫの原点からの最
大信号点振幅をＡｑとする。このとき、Ａｐ＞Ａｑとすることでパイロットシンボルの対
雑音耐性が向上し、チャネルＡとチャネルＢの変調信号の分離の精度が向上し、受信デー
タの品質が向上することになる。
【０１７０】
　また、図７に示すように、チャネルＡのフレーム構成におけるチャネルＡのパイロット
シンボル７０１、７０２および７０６、７０７、チャネルＢのフレーム構成における７１
２、７１３および７１７、７１８のように時間軸で連続してパイロットシンボルを配置す
ることで、パイロットシンボルの対雑音耐性が向上し、チャネルＡとチャネルＢの変調信
号の分離の精度が向上し、受信データの品質が向上することになる。ただし、図７に示す
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ような２シンボル連続に限ったものではない。
【０１７１】
　ただし、本実施の形態において、多重するチャネル数を２として説明したが、これに限
ったものではない。また、フレーム構成は、図１、図６、図７に限ったものではない。そ
して、パイロットシンボルを例に説明したが、チャネルを分離するためのシンボルはパイ
ロットシンボルに限ったものではなく、復調のためのシンボルであれば、同様に、実施が
可能である。このとき、復調のためのシンボルとは、例えば、パイロットシンボル、ユニ
ークワード、同期シンボル、プリアンブルシンボル、制御シンボル、テイルシンボル、コ
ントロールシンボル、既知ＰＳＫ変調シンボル、データを付加したＰＳＫ変調シンボルを
意味している。
【０１７２】
　そして、データシンボルの変調方式は、ＱＰＳＫ変調に限ったものではなく、それぞれ
のチャネルの変調方式が違っていてもよい。そして、すべてのチャネルがスペクトル拡散
通信方式をもちいてもよい。また、スペクトル拡散通信方式とスペクトル拡散通信方式を
もちいていない方式が混在していてもよい。
【０１７３】
　また、本実施の形態における送信装置の構成は、図２、図３に限ったものではなく、チ
ャネル数が増えた場合、それに応じて、図２の２０１から２０８で構成する部分が増える
ことになる。
【０１７４】
　また、本実施の形態における受信装置の構成は、図５に限ったものではなく、チャネル
数が増えた場合、チャネル推定部の数が増えることになる。
【０１７５】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０１７６】
　また、本実施の形態においては各チャネルの伝送路歪み推定部で、伝送路歪みを推定し
たが、これの代わりに、伝送路の変動を推定しても同様の効果が得られる。この場合は、
伝送路歪みを推定する伝送路歪み推定部の代わりに、伝送路の変動を推定する伝送路変動
推定部を用いる。この場合の出力信号は、伝送路の変動推定信号となる。
【０１７７】
　以上のように本実施の形態によれば、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多
重する送信方法において、あるチャネルに復調のためのシンボルを挿入した時刻の他のチ
ャネルのシンボルでは、同相－直交平面における同相および直交信号はゼロの信号とする
送信方法、その送信方法における送信装置および受信装置とすることで、同一周波数に複
数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送速度が向上すると同時に、受信
装置において、受信した多重変調信号を容易に分離することができる。
【０１７８】
　（実施の形態２）
　実施の形態２では、各アンテナで受信した受信信号の受信電界強度を推定し、各受信信
号の受信電界強度推定信号を出力する電界強度推定部を具備し、各アンテナのあるチャネ
ルの伝送路歪み推定信号を入力とし、前記各アンテナのあるチャネルの伝送路歪み推定信
号の位相差をもとめ、位相差信号を出力する位相差推定部を具備し、各アンテナの受信直
交ベースバンド信号、各アンテナにおける各チャネルの伝送路歪み推定信号、前記受信信
号の受信電界強度推定信号、前記位相差信号を入力とし、受信信号から各チャネルの信号
を分離するのための、受信直交ベースバンド信号、各チャネルの伝送路歪み推定信号を選
択し、出力する、信号選択部を具備する受信装置について説明する。ただし、本実施の形
態における説明は、実施の形態１で説明した、図１のフレーム構成の変調信号を図２の送
信装置で送信したときを例に説明する。
【０１７９】
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　図８は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、無線部８０３は、
アンテナ８０１で受信した受信信号８０２を入力とし、受信直交ベースバンド信号の同相
成分８０４および直交成分８０５を出力する。
【０１８０】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部８０６は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４
および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態１における図５におけるチャネル
Ａの伝送路歪み推定部５０６の説明と同様な動作をし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号
８０７を出力する。
【０１８１】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部８０８は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４
および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態１における図５におけるチャネル
Ａの伝送路歪み推定部５０６の説明と同様な動作をし、チャネルＢの伝送路歪み推定信号
８０９を出力する。
【０１８２】
　遅延部８１０は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４および直交成分８０５を
入力とし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８０７およびチャネルＢの伝送路歪み推定信
号８０９をもとめるのに要した時間遅延した、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相
成分８１１および直交成分８１２を出力する。
【０１８３】
　無線部８１５は、アンテナ８１３で受信した受信信号８１４を入力とし、受信直交ベー
スバンド信号の同相成分８１６および直交成分８１７を出力する。
【０１８４】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部８１８は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８１６
および直交成分８１７を入力とし、例えば、実施の形態１における図５におけるチャネル
Ａの伝送路歪み推定部５０６の説明と同様な動作をし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号
８１９を出力する。
【０１８５】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部８２０は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８１６
および直交成分８１７を入力とし、例えば、実施の形態１における図５におけるチャネル
Ａの伝送路歪み推定部５０６の説明と同様な動作をし、チャネルＢの伝送路歪み推定信号
８２１を出力する。
【０１８６】
　遅延部８２２は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８１６および直交成分８１７を
入力とし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８１９およびチャネルＢの伝送路歪み推定信
号８２１をもとめるのに要した時間遅延した、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相
成分８２３および直交成分８２４を出力する。
【０１８７】
　無線部８２７は、アンテナ８２５で受信した受信信号８２６を入力とし、受信直交ベー
スバンド信号の同相成分８２８および直交成分８２９を出力する。
【０１８８】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部８３０は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８２８
および直交成分８２９を入力とし、例えば、実施の形態１における図５におけるチャネル
Ａの伝送路歪み推定部５０６の説明と同様な動作をし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号
８３１を出力する。
【０１８９】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部８３２は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８２８
および直交成分８２９を入力とし、例えば、実施の形態１における図５におけるチャネル
Ａの伝送路歪み推定部５０６の説明と同様な動作をし、チャネルＢの伝送路歪み推定信号
８３３を出力する。
【０１９０】
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　遅延部８３４は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８２８および直交成分８２９を
入力とし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８３１およびチャネルＢの伝送路歪み推定信
号８３３をもとめるのに要した時間遅延した、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相
成分８３５および直交成分８３６を出力する。
【０１９１】
　無線部８３９は、アンテナ８３７で受信した受信信号８３８を入力とし、受信直交ベー
スバンド信号の同相成分８４０および直交成分８４１を出力する。
【０１９２】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部８４２は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８４０
および直交成分８４１を入力とし、例えば、実施の形態１における図５におけるチャネル
Ａの伝送路歪み推定部５０６の説明と同様な動作をし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号
８４３を出力する。
【０１９３】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部８４４は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８４０
および直交成分８４１を入力とし、例えば、実施の形態１における図５におけるチャネル
Ａの伝送路歪み推定部５０６の説明と同様な動作をし、チャネルＢの伝送路歪み推定信号
８４５を出力する。
【０１９４】
　遅延部８４６は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８４０および直交成分８４１を
入力とし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８４３およびチャネルＢの伝送路歪み推定信
号８４５をもとめるのに要した時間遅延した、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相
成分８４７および直交成分８４８を出力する。
【０１９５】
　電界強度推定部８４９は、受信信号８０２、受信信号８１４、受信信号８２６受信信号
８３８を入力とし、受信信号８０２の受信電界強度、受信信号８１４の受信電界強度、受
信信号８２６の電界強度、受信信号８３８の電界強度を推定し、推定した値を、受信電界
強度推定信号８５０として出力する。
【０１９６】
　位相差推定部８５１は、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８０７、チャネルＡの伝送路
歪み推定信号８１９、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８３１、チャネルＡの伝送路歪み
推定信号８４３を入力とし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８０７とチャネルＡの伝送
路歪み推定信号８１９の同相－直交平面における位相差を例とする、それぞれの位相差を
もとめ、チャネルＡの位相差推定信号８５２として出力する。
【０１９７】
　同様に、位相差推定部８５３は、チャネルＢの伝送路歪み推定信号８０９、チャネルＢ
の伝送路歪み推定信号８２１、チャネルＢの伝送路歪み推定信号８３３、チャネルＢの伝
送路歪み推定信号８４５入力とし、チャネルＢの伝送路歪み推定信号８０９とチャネルＢ
の伝送路歪み推定信号８２１の同相－直交平面における位相差を例とする、それぞれの位
相差をもとめ、チャネルＢの位相差推定信号８５４として出力する。
【０１９８】
　信号選択部８５５は、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８０７、チャネルＢの伝送路歪
み推定信号８０９、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分８１１および直交成分
８１２、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８１９、チャネルＢの伝送路歪み推定信号８２
１、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分８２３および直交成分８２４、チャネ
ルＡの伝送路歪み推定信号８３１、チャネルＢの伝送路歪み推定信号８３３、遅延した受
信直交ベースバンド信号の同相成分８３５および直交成分８３６、チャネルＡの伝送路歪
み推定信号８４３、チャネルＢの伝送路歪み推定信号８４５、遅延した受信直交ベースバ
ンド信号の同相成分８４７および直交成分８４８、電界強度推定信号８５０、チャネルＡ
の位相差推定信号８５２、チャネルＢの位相差推定信号８５４を入力とし、電界強度推定
信号８５０、チャネルＡの位相差推定信号８５２、チャネルＢの位相差推定信号８５４を
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入力から、最も精度良くチャネルＡとチャネルＢの信号を分離するためのアンテナからの
信号群を選択し、信号群８５６および８５７を出力する。
【０１９９】
　ただし、信号群とは、たとえば、アンテナ８０１で受信した受信信号によるチャネルＡ
の伝送路歪み推定信号８０７、チャネルＢの伝送路歪み推定信号８０９、遅延した受信直
交ベースバンド信号の同相成分８１１および直交成分８１２を意味する。
【０２００】
　信号処理部８５８は、信号群８５６および８５７を入力とし、実施の形態１における図
５の信号処理部５２５と同様の動作をし、チャネルＡの受信直交ベースバンド信号の同相
成分８５９および直交成分８６０、チャネルＢの受信直交ベースバンド信号の同相成分８
６１および直交成分８６２を出力する。
【０２０１】
　復調部８６３は、チャネルＡの受信直交ベースバンド信号の同相成分８５９および直交
成分８６０を入力とし、チャネルＡの受信ディジタル信号８６４を出力する。
【０２０２】
　復調部８６５は、チャネルＢの受信直交ベースバンド信号の同相成分８６１および直交
成分８６２を入力とし、チャネルＢの受信ディジタル信号８６６を出力する。
【０２０３】
　図９は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図８と同様に動作
する部分については同一符号を付した。
【０２０４】
　電界強度推定部９０１は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４および直交成分
８０５、受信直交ベースバンド信号の同相成分８１６および直交成分８１７、受信直交ベ
ースバンド信号の同相成分８２８および直交成分８２９、受信直交ベースバンド信号の同
相成分８４０および直交成分８４１を入力とし、受信直交ベースバンド信号の同相成分８
０４および直交成分８０５の受信電界強度、受信直交ベースバンド信号の同相成分８１６
および直交成分８１７の受信電界強度、受信直交ベースバンド信号の同相成分８２８およ
び直交成分８２９の受信電界強度、受信直交ベースバンド信号の同相成分８４０および直
交成分８４１の受信電界強度を推定し、受信電界強度推定信号８５０として出力する。
【０２０５】
　図１０は、本実施の形態におけるあるチャネルの伝送路歪み推定信号を示しており、１
００１はアンテナ８０１で受信した受信信号のあるチャネルの伝送路歪み推定信号であり
、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）であらわすものとする。
【０２０６】
　１００２はアンテナ８１３で受信した受信信号のあるチャネルの伝送路歪み推定信号で
あり、（Ｉ８１３，Ｑ８１３）であらわすものとする。
【０２０７】
　１００３はアンテナ８２５で受信した受信信号のあるチャネルの伝送路歪み推定信号で
あり、（Ｉ８２５，Ｑ８２５）であらわすものとする。
【０２０８】
　１００４はアンテナ８３７で受信した受信信号のあるチャネルの伝送路歪み推定信号で
あり、（Ｉ８３７，Ｑ８３７）であらわすものとする。
【０２０９】
　次に、図８、図１０を用いて、受信装置の動作、特に、位相差推定部８５１、８５３お
よび信号選択部８５５について説明する。
【０２１０】
　位相差推定部８５１において、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８０７として図１０の
１００１が、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８１９として図１０の１００２が、チャネ
ルＡの伝送路歪み推定信号８３１として図１０の１００３が、チャネルＡの伝送路歪み推
定信号８４３として図１０の１００４が入力されるものとする。このとき、Ｉ－Ｑ平面に
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おける（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８１３，Ｑ８１３）の位相差、（Ｉ８０１，Ｑ８０
１）と（Ｉ８２５，Ｑ８２５）の位相差、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８３７，Ｑ８３
７）の位相差、（Ｉ８１３，Ｑ８１３）と（Ｉ８２５，Ｑ８２５）の位相差、（Ｉ８１３
，Ｑ８１３）と（Ｉ８３７，Ｑ８３７）の位相差、（Ｉ８２５，Ｑ８２５）と（Ｉ８３７
，Ｑ８３７）の位相差を求め、チャネルＡの位相差推定信号８５２として出力する。
【０２１１】
　同様に、位相差推定部８５３において、チャネルＢの位相差推定信号８５４を出力する
。
【０２１２】
　次に、信号選択部８５５の動作について説明する。
【０２１３】
　チャネルＡの位相差推定信号８５２つまり（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８１３，Ｑ８
１３）の位相差、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８２５，Ｑ８２５）の位相差、（Ｉ８０
１，Ｑ８０１）と（Ｉ８３７，Ｑ８３７）の位相差、（Ｉ８１３，Ｑ８１３）と（Ｉ８２
５，Ｑ８２５）の位相差、（Ｉ８１３，Ｑ８１３）と（Ｉ８３７，Ｑ８３７）の位相差、
（Ｉ８２５，Ｑ８２５）と（Ｉ８３７，Ｑ８３７）の位相差として、それぞれ０からπの
値をとるようにする。たとえば、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８１３，Ｑ８１３）の位
相差をθとしたとき、θの絶対値をもとめる。そして、他の位相差についてに絶対値をも
とめる。
【０２１４】
　また、チャネルＢの位相推定信号８５４についても同様に相関があるかを判断する。
【０２１５】
　信号選択部８５５は、入力されたチャネルＡの位相差推定信号８５２、チャネルＢの位
相推定信号８５４から、選択する最適なアンテナ２系統を選ぶ。その方法の一例を説明す
る。
【０２１６】
　例えば、アンテナ８０１およびアンテナ８１３で受信した信号のチャネルＡの位相差が
０で、チャネルＢの位相差が０と得られたとする。このときは、アンテナ８０１、８１３
で受信して得られた信号を信号群８５６、８５７としては選択しないようにする。また、
アンテナ８０１およびアンテナ８１３で受信した信号のチャネルＡの位相差が０で、チャ
ネルＢの位相差がπと得られたとする。このときは、アンテナ８０１、８１３で受信して
得られた信号を信号群８５６、８５７としては選択するようにする。
【０２１７】
　また、電界強度推定信号８５０から、アンテナ８０１からの受信信号、アンテナ８１３
からの受信信号、アンテナ８２５からの受信信号８２５からの受信信号、アンテナ８３７
からの受信信号８３８の受信電界強度の強さをの順位づけし、受信電界強度の強い信号を
、信号群８５６、８５７として選択するようにする。
【０２１８】
　以上のように、位相差および受信電界強度強度から、最適な信号群を優先的に選択し、
信号群８５６、８５７として出力する。例えば、アンテナ８０１のチャネルＡの伝送路歪
みとアンテナ８１３のチャネルＡの伝送路歪みの位相差とアンテナ８０１のチャネルＢの
伝送路歪みとアンテナ８１３のチャネルＢの伝送路歪みの位相差に相関がなく、アンテナ
８０１の受信電界強度とアンテナ８１３の受信電界強度が他のアンテナの受信強度が強い
場合、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８０７、チャネルＢの伝送路歪み推定信号８０９
、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分８１１および直交成分８１２を信号群８
５６として、チャネルＡの伝送路歪み推定信号８１９、チャネルＢの伝送路歪み推定信号
８２１、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分８２３および直交成分８２４を信
号群８５７として出力する。
【０２１９】
　図９において、図８と比較し、電界強度推定部の構成が異なる。図９において、受信電
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界強度推定部９０１は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４および直交成分８０
５、受信直交ベースバンド信号の同相成分８１６および直交成分８１７、受信直交ベース
バンド信号の同相成分８２８および直交成分８２９、受信直交ベースバンド信号の同相成
分８４０および直交成分８４１からそれぞれの受信電界強度を求めている点が、図８とは
異なる点である。
【０２２０】
　以上の説明において、図１のフレーム構成の送信信号を例に説明したが、それに限った
ものではない。また、チャネル数を２チャネルで説明したが、それに限ったものではなく
、チャネル数が増えた場合、伝送路歪み推定部の数が増えることになる。それぞれのチャ
ネルの変調方式が違っていてもよい。そして、すべてのチャネルがスペクトル拡散通信方
式をもちいてもよい。また、スペクトル拡散通信方式とスペクトル拡散通信方式をもちい
ていない方式が混在していてもよい。
【０２２１】
　また、受信装置においてアンテナが４本以上存在すると、受信感度がよい。
【０２２２】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０２２３】
　以上のように本実施の形態によれば、各アンテナで受信した受信信号の受信電界強度を
推定し、各受信信号の受信電界強度推定信号を出力する電界強度推定部を具備し、各アン
テナのあるチャネルの伝送路歪み推定信号を入力とし、前記各アンテナのあるチャネルの
伝送路歪み推定信号の位相差をもとめ、位相差信号を出力する位相差推定部を具備し、各
アンテナの受信直交ベースバンド信号、各アンテナにおける各チャネルの伝送路歪み推定
信号、前記受信信号の受信電界強度推定信号、前記位相差信号を入力とし、受信信号から
各チャネルの信号を分離するのための、受信直交ベースバンド信号、各チャネルの伝送路
歪み推定信号を選択し、出力する、信号選択部を具備する受信装置とすることで、精度良
く多重信号を分離することができる。
【０２２４】
　（実施の形態３）
　実施の形態３では、各アンテナから送信する送信信号のフレーム構成において、伝送路
歪みを推定するシンボルが挿入されており、前記伝送路歪みを推定するシンボルは符号が
乗算され、各アンテナにおける前記伝送路歪みを推定するシンボルは同一時刻に配置され
、各アンテナにおける前記符号は互いに直交していることを特徴とする送信方法、その送
信方法における送信装置および受信装置について説明する。
【０２２５】
　図１１は、本実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示しており、１
１０１、１１０３、１１０５はスペクトル拡散通信Ａのパイロットシンボルを示しており
、符号が乗算されている。１１０２、１１０４はスペクトル拡散通信方式Ａのデータシン
ボルを示しており、符号が乗算されている。
【０２２６】
　１１０６、１１０８、１１１０はスペクトル拡散通信方式Ｂのパイロットシンボルを示
しており、符号が乗算されている。１１０７、１１０９はスペクトル拡散通信方式Ｂのデ
ータシンボルを示しており、符号が乗算されている。
【０２２７】
　そして、スペクトル拡散通信方式Ａのパイロットシンボル１１０１、スペクトル拡散通
信方式Ｂのパイロットシンボル１１０６が同時刻におけるシンボルとなる。スペクトル拡
散通信方式Ａのデータシンボル１１０２、スペクトル拡散通信方式Ｂのデータシンボル１
１０７が同時刻におけるシンボルとなる。スペクトル拡散通信方式Ａのパイロットシンボ
ル１１０３、スペクトル拡散通信方式Ｂのパイロットシンボル１１０８が同時刻における
シンボルとなる。
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【０２２８】
　スペクトル拡散通信方式Ａのデータシンボル１１０４、スペクトル拡散通信方式Ｂのデ
ータシンボル１１０９が同時刻におけるシンボルとなる。スペクトル拡散通信方式Ａのパ
イロットシンボル１１０５、スペクトル拡散通信方式Ｂのパイロットシンボル１１１０が
同時刻におけるシンボルとなる。
【０２２９】
　図１２は、本実施の形態における送信装置の構成の一例を示しており、フレーム構成信
号１２１７は、図１１のフレーム構成をフレーム構成信号１２１８として出力する。
【０２３０】
　スペクトル拡散通信方式Ａの変調信号生成部１２０２は、スペクトル拡散通信方式Ａの
送信ディジタル信号１２０１、フレーム構成信号１２１８を入力とし、フレーム構成にし
たがったスペクトル拡散通信方式Ａの変調信号１２０３を出力する。
【０２３１】
　スペクトル拡散通信方式Ａの無線部１２０４は、スペクトル拡散通信方式Ａの変調信号
１２０３を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの送信信号１２０５を出力する。
【０２３２】
　スペクトル拡散通信方式Ａの電力増幅部１２０６は、スペクトル拡散通信方式Ａの送信
信号１２０５を入力とし、増幅し、増幅されたスペクトル拡散通信方式Ａの送信信号１２
０７を出力し、電波としてスペクトル拡散通信方式Ａのアンテナ１２０８から出力される
。
【０２３３】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号生成部１２１０は、スペクトル拡散通信方式Ｂの
送信ディジタル信号１２０９、フレーム構成信号１２１８を入力とし、フレーム構成にし
たがったスペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号１２１１を出力する。
【０２３４】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの無線部１２１２は、スペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号
１２１１を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ｂの送信信号１２１３を出力する。
【０２３５】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの電力増幅部１２１４は、スペクトル拡散通信方式Ｂの送信
信号１２１３を入力とし、増幅し、増幅されたスペクトル拡散通信方式Ｂの送信信号１２
１５を出力し、電波としてスペクトル拡散通信方式Ｂのアンテナ１２１６から出力される
。
【０２３６】
　図１３は、本実施の形態における図１２の変調信号生成部１２０２、１２１０の構成の
一例を示している。パイロットシンボル変調信号生成部１３０１は、パイロットシンボル
のための符号Ｃｐａ（ｔ）１３０２を入力とし、パイロットシンボルとパイロットシンボ
ルのための符号Ｃｐａ（ｔ）１３０２を乗算し、パイロットシンボルの送信直交ベースバ
ンド信号の同相成分１３０３および直交成分１３０４を出力する。
【０２３７】
　一次変調部１３０６は、送信ディジタル信号１３０５を入力とし、チャネル０の一次変
調後の直交ベースバンド信号の同相成分１３０７および直交成分１３０８を出力する。
【０２３８】
　拡散部１３０９は、チャネル０の一次変調後の直交ベースバンド信号の同相成分１３０
７および直交成分１３０８、チャネル０のための符号Ｃ０ａ（ｔ）１３１０、フレーム構
成信号１３２０を入力とし、フレーム構成信号１３２０のフレーム構成の情報に基づいて
チャネル０の一次変調後の直交ベースバンド信号の同相成分１３０７および直交成分１３
０８とチャネル０のための符号Ｃ０ａ（ｔ）１３１０を乗算し、チャネル０の送信直交ベ
ースバンド信号の同相成分１３１１および直交成分１３１２を出力する。
【０２３９】
　一次変調部１３１３は、送信ディジタル信号１３０５を入力とし、チャネル１の一次変
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調後の直交ベースバンド信号の同相成分１３１４および直交成分１３１５を出力する。
【０２４０】
　拡散部１３１６は、チャネル１の一次変調後の直交ベースバンド信号の同相成分１３１
４および直交成分１３１５、チャネル１のための符号Ｃ１ａ（ｔ）１３１７、フレーム構
成信号１３２０を入力とし、フレーム構成１３２０のフレーム構成の情報に基づいてチャ
ネル１の一次変調後の直交ベースバンド信号の同相成分１３１４および直交成分１３１５
とチャネル１のための符号Ｃ１ａ（ｔ）１３１７を乗算し、チャネル１の送信直交ベース
バンド信号の同相成分１３１８および直交成分１３１９を出力する。
【０２４１】
　加算部１３２１は、チャネル０の送信直交ベースバンド信号の同相成分１３１１および
チャネル１の送信直交ベースバンド信号の同相成分１３１８を入力とし、加算し、加算さ
れた送信直交ベースバンド信号の同相成分１３２２を出力する。
【０２４２】
　加算部１３２３は、チャネル０の送信直交ベースバンド信号の直交成分１３１２および
チャネル１の送信直交ベースバンド信号の同相成分１３１９を入力とし、加算し、加算さ
れた送信直交ベースバンド信号の直交成分１３２４を出力する。
【０２４３】
　同相成分切り替え部１３２５は、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同
相成分１３０３、加算された送信直交ベースバンド信号の同相成分１３２２、フレーム構
成信号１３２０を入力とし、フレーム構成信号１３２０のフレーム構成の情報に基づいて
、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分１３０３、加算された送信
直交ベースバンド信号の同相成分１３２２を選択し、選択された送信直交ベースバンド信
号の同相成分１３２６を出力する。
【０２４４】
　直交成分切り替え部１３２７は、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の直
交成分１３０４、加算された送信直交ベースバンド信号の直交成分１３２４、フレーム構
成信号１３２０を入力とし、フレーム構成信号１３２０のフレーム構成の情報に基づいて
、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の直交成分１３０４、加算された送信
直交ベースバンド信号の直交成分１３２４を選択し、選択された送信直交ベースバンド信
号の直交成分１３２８を出力する。
【０２４５】
　直交変調器１３２９は、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分１３２６およ
び直交成分１３２８を入力とし、直交変調し、変調信号１３３０を出力する。
【０２４６】
　図１４は、本実施の形態における時間軸におけるパイロットシンボルと乗算する符号の
関係を示している。１４０１は時間０のスペクトル拡散通信方式Ａの拡散符号を示してお
り、Ｃｐａ（０）であらわされるものとする。１４０２は時刻１のスペクトル拡散通信方
式Ａの拡散符号を示しており、Ｃｐａ（１）であらわされるものとする。１４０３は時刻
２のスペクトル拡散通信方式Ａの拡散符号を示しており、Ｃｐａ（２）であらわされるも
のとする。１４０４は時刻３のスペクトル拡散通信方式Ａの拡散符号を示しており、Ｃｐ
ａ（３）であらわされるものとする。
【０２４７】
　１４０５は時刻４のスペクトル拡散通信方式Ａの拡散符号を示しており、Ｃｐａ（４）
であらわされるものとする。１４０６は時刻５のスペクトル拡散通信方式Ａの拡散符号を
示しており、Ｃｐａ（５）であらわされるものとする。１４０７は時刻６のスペクトル拡
散通信方式Ａの拡散符号を示しており、Ｃｐａ（６）であらわされるものとする。１４０
８は時刻７のスペクトル拡散通信方式Ａの拡散符号を示しており、Ｃｐａ（７）であらわ
されるものとする。そして、拡散符号Ｃｐａは時刻０から時刻７で一周期を構成している
ものとする。
【０２４８】
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　１４０９は時間０のスペクトル拡散通信方式Ｂの拡散符号を示しており、Ｃｐｂ（０）
であらわされるものとする。１４１０は時刻１のスペクトル拡散通信方式Ｂの拡散符号を
示しており、Ｃｐｂ（１）であらわされるものとする。１４１１は時刻２のスペクトル拡
散通信方式Ｂの拡散符号を示しており、Ｃｐｂ（２）であらわされるものとする。１４１
２は時刻３のスペクトル拡散通信方式Ｂの拡散符号を示しており、Ｃｐｂ（３）であらわ
されるものとする。１４１３は時刻４のスペクトル拡散通信方式Ｂの拡散符号を示してお
り、Ｃｐｂ（４）であらわされるものとする。
【０２４９】
　１４１４は時刻５のスペクトル拡散通信方式Ｂの拡散符号を示しており、Ｃｐｂ（５）
であらわされるものとする。１４１５は時刻６のスペクトル拡散通信方式Ｂの拡散符号を
示しており、Ｃｐｂ（６）であらわされるものとする。１４１６は時刻７のスペクトル拡
散通信方式Ｂの拡散符号を示しており、Ｃｐｂ（７）であらわされるものとする。そして
、拡散符号Ｃｐｂは時刻０から時刻７で一周期を構成しているものとする。
【０２５０】
　図１５は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示している。図５と同様に動
作する部分については同一符号を付した。
【０２５１】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分５０４および直交成分５０５を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路
歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１５０２を出力する。
【０２５２】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部１５０３は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分５０４および直交成分５０５を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路
歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１５０４を出力する。
【０２５３】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０５は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分５１６および直交成分５１７を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路
歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１５０６を出力する。
【０２５４】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部１５０７は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分５１６および直交成分５１７を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路
歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１５０８を出力する。
【０２５５】
　信号処理部１５０９は、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１５０２、ス
ペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１５０４、遅延した受信直交ベースバンド
信号の同相成分５１１および直交成分５１２、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推
定信号１５０６、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１５０８遅延した受信
直交ベースバンド信号の同相成分５２３および直交成分５２４を入力とし、スペクトル拡
散通信方式Ａの受信直交ベースバンド信号の同相成分１５１０および直交成分１５１１、
スペクトル拡散通信方式Ｂの受信直交ベースバンド信号の同相成分１５１２および直交成
分１５１３を出力する。
【０２５６】
　スペクトル拡散通信方式Ａ復調部１５１４は、スペクトル拡散通信方式Ａの受信直交ベ
ースバンド信号の同相成分１５１０および直交成分１５１１を入力とし、スペクトル拡散
通信方式Ａの受信ディジタル信号群１５１５を出力する。
【０２５７】
　スペクトル拡散通信方式Ｂ復調部１５１６は、スペクトル拡散通信方式Ｂの受信直交ベ
ースバンド信号の同相成分１５１２および直交成分１５１３を入力とし、スペクトル拡散
通信方式Ｂの受信ディジタル信号群１５１７を出力する。
【０２５８】
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　図１６は、本実施の形態における図１５のスペクトル拡散方式Ａの伝送路歪み推定部１
５０１、１５０５、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部１５０３、１５０７の
構成の一例を示している。
【０２５９】
　パイロットシンボル逆拡散部１６０３は、受信直交ベースバンド信号の同相成分１６０
１および直交成分１６０２、拡散符号１６０４を入力とし、逆拡散後のパイロットシンボ
ルの受信直交ベースバンド信号の同相成分１６０５および直交成分１６０６を出力する。
【０２６０】
　伝送路歪み推定部１６０７は、逆拡散後のパイロットシンボルの受信直交ベースバンド
信号の同相成分１６０５および直交成分１６０６を入力とし、伝送路歪み推定信号１６０
８を出力する。
【０２６１】
　図１７は、時間軸における伝送路歪み量を示しており、１７０１は時刻０におけるパイ
ロットシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ０，Ｑ０）とする。１７０２は時刻１に
おけるデータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ１，Ｑ１）とする。１７０３は時
刻２におけるデータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ２，Ｑ２）とする。１７０
４は時刻３におけるデータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ３，Ｑ３）とする。
１７０５は時刻４におけるデータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ４，Ｑ４）と
する。１７０６は時刻５におけるデータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ５，Ｑ
５）とする。１７０７は時刻６におけるパイロットシンボルを示しており、伝送路歪みを
（Ｉ６，Ｑ６）とする。
【０２６２】
　図１１、図１２、図１３、図１４を用いて送信装置の動作について説明する。
【０２６３】
　図１１の同時刻パイロットシンボルである、スペクトル拡散通信方式Ａのパイロットシ
ンボル１１０１とスペクトル拡散通信方式Ｂのパイロットシンボル１１０６の構成につい
て、図１４を用いて説明する。
【０２６４】
　図１４は、パイロットシンボル１シンボルの構成を示している。図１１のスペクトル拡
散通信方式Ａのパイロットシンボル１１０１は、符号Ｃｐａが乗算され、例えば、１４０
１、１４０２、１４０３、１４０４、１４０５、１４０６、１４０７、１４０８の拡散符
号で構成されているものとする。同様に、図１１のスペクトル拡散通信方式Ｂのパイロッ
トシンボル１１０６は、符号Ｃｐｂが乗算され、例えば、１４０９、１４１０、１４１１
、１４１２、１４１３、１４１４、１４１５、１４１６の拡散符号で構成されているもの
とする。そして、スペクトル拡散通信方式Ａのパイロットシンボルに乗算される拡散符号
Ｃｐａとスペクトル拡散通信方式Ｂのパイロットシンボルに乗算される拡散符号Ｃｐｂと
は直交しているものとする。
【０２６５】
　次に、送信装置の動作について説明する。
【０２６６】
　図１２において、フレーム構成生成部１２１７は、図１１に示したフレーム構成の情報
をフレーム構成信号１２１８として出力する。スペクトル拡散通信方式Ａの変調信号生成
部１２０２は、フレーム構成信号１２１８、スペクトル拡散通信方式Ａの送信ディジタル
信号１２０１を入力とし、フレーム構成にしたがったスペクトル拡散通信方式Ａの変調信
号１２０３を出力する。そして、スペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号生成部１２１０は
、フレーム構成信号１２１８、スペクトル拡散通信方式Ｂの送信ディジタル信号１２０９
を入力とし、フレーム構成にしたがったスペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号１２１１を
出力する。
【０２６７】
　このときの変調方式生成部１２０２および１２１０の動作を図１３を用いて説明する。
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【０２６８】
　スペクトル拡散通信方式Ａの送信部において、図１３のパイロットシンボル変調信号生
成部１３０１は、パイロットシンボルのための符号１３０２、フレーム構成信号１３２０
を入力とし、例えば、図１４のスペクトル拡散通信方式Ａパイロットシンボル構成にした
がったパイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分１３０３および直交成
分１３０４を出力する。
【０２６９】
　同様に、スペクトル拡散通信方式Ｂの送信部において、図１３のパイロットシンボル変
調信号生成部１３０１は、パイロットシンボルのための符号１３０２、フレーム構成信号
１３２０を入力とし、例えば、図１４のスペクトル拡散通信方式Ｂパイロットシンボル構
成にしたがったパイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分１３０３およ
び直交成分１３０４を出力する。
【０２７０】
　このように、スペクトル拡散通信方式Ａのパイロットシンボルとスペクトル拡散通信方
式Ｂのパイロットシンボルの拡散符号を直交させることを特徴としている。
【０２７１】
　次に、受信装置の動作について図１５、図１６、図１７を用いて説明する。
【０２７２】
　図１５のアンテナ５０１では、スペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散通信方式Ｂ
が混在した受信信号５０２し、無線部５０３は、スペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル
拡散通信方式Ｂが混在した受信直交ベースバンド信号の同相成分５０４および直交成分５
０５を出力する。
【０２７３】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１およびスペクトル拡散通信方式
Ｂの伝送路歪み推定部１５０３の動作を図１６を用いて説明する。
【０２７４】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１について説明する。図１６にお
けるパイロットシンボル逆拡散部１６０３は、スペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル拡
散通信方式Ｂが混在した受信直交ベースバンド信号の同相成分１６０１および直交成分１
６０２、スペクトル拡散通信方式Ａのパイロットシンボルのための拡散符号１６０４を入
力とし、スペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散通信方式Ｂが混在した受信直交ベー
スバンド信号の同相成分１６０１および直交成分１６０２におけるパイロットシンボルを
検出し、スペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散通信方式Ｂが混在した受信直交ベー
スバンド信号の同相成分１６０１および直交成分１６０２におけるパイロットシンボル部
分をスペクトル拡散通信方式Ａのパイロットシンボルのための拡散符号１６０４とで逆拡
散を施し、逆拡散後のパイロットシンボルの受信直交ベースバンド信号の同相成分１６０
５および直交成分１６０６を出力する。
【０２７５】
　このとき、受信直交ベースバンド信号の同相成分１６０１および直交成分１６０２にお
けるパイロット部分のスペクトル拡散通信方式Ｂの成分は、スペクトル拡散通信方式Ａの
符号とスペクトル拡散通信方式Ｂの符号が直交しているため、逆拡散をすることで、除去
できる。
【０２７６】
　伝送路歪み推定部１６０７について図１７を用いて説明する。入力される逆拡散後のパ
イロットシンボルの受信直交ベースバンド信号の同相成分１６０５および直交成分１６０
６から、図１７におけるパイロットシンボルの伝送路歪み（Ｉ０，Ｑ０）および（Ｉ６，
Ｑ６）が求まることになる。そして、イロットシンボルの伝送路歪み（Ｉ０，Ｑ０）およ
び（Ｉ６，Ｑ６）からデータシンボルの伝送路歪み（Ｉ１，Ｑ１）、（Ｉ２，Ｑ２）、（
Ｉ３，Ｑ３）、（Ｉ４，Ｑ４）、（Ｉ５，Ｑ５）を求め、これらを伝送路歪み推定信号１
６０８として出力する。
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【０２７７】
　同様に、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部１５０３は、スペクトル拡散通
信方式Ａとスペクトル拡散通信方式Ｂが混在した受信信号５０２におけるスペクトル拡散
通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１５０４を出力する。そして、スペクトル拡散通信方式
Ａの伝送路歪み推定部１５０５およびスペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部１５
０７は、スペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散通信方式Ｂが混在した受信信号５１
４から、それぞれスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１５０６およびスペク
トル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１５０８を出力する。
【０２７８】
　以上の説明で、（Ｉ，Ｑ）の表現で伝送路歪みを表現しているが、パワーおよび位相に
よる表現でもよく、パワーおよび位相による表現をスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪
み推定信号１５０２、１５０６、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１５０
６、１５０８としてもよい。
【０２７９】
　これにより、スペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号の分離
が可能となり、復調が可能となる。
【０２８０】
　本実施の形態において、受信装置におけるスペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散
通信方式Ｂの変調信号の分離の精度は、パイロットシンボルの受信品質に依存する。この
ことから、パイロットシンボルの対雑音耐性に強くすると、スペクトル拡散通信方式Ａと
スペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号の分離の精度が向上し、受信データの品質が向上す
ることになる。よって、パイロットシンボルのみ送信電力パワーを、データシンボルの送
信電力パワーより大きくすることで、パイロットシンボルの対雑音耐性が向上し、スペク
トル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号の分離の精度が向上し、受信
データの品質が向上することになる。
【０２８１】
　ただし、本実施の形態において、多重するスペクトル拡散通信方式数を２として説明し
たが、これに限ったものではない。また、フレーム構成は、図１１、図１４、図１６に限
ったものではない。そして、パイロットシンボルを例に説明し伝送路歪みが推定可能であ
れば、同様に、実施が可能である。また、スペクトル拡散通信方式Ａ、Ｂともに多重数を
２チャネルとしているが、これに限ったものではない。
【０２８２】
　本実施の形態における送信装置の構成は、図１２、図１３に限ったものではなく、スペ
クトル拡散通信方式数が増えた場合、それに応じて、図１２の１２０１から１２０８で構
成する部分が増えることになる。また、チャネル数が増えた場合、それに応じて、図１３
の１３０６、１３０９で構成する部分が増えることになる。
【０２８３】
　本実施の形態における受信装置の構成は、図１５に限ったものではなく、スペクトル拡
散通信方式数が増えた場合、スペクトル拡散通信方式の伝送路歪み推定部の数が増えるこ
とになる。
【０２８４】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０２８５】
　以上のように本実施の形態によれば、各アンテナから送信する送信信号のフレーム構成
において、伝送路歪みを推定するシンボルが挿入されており、前記伝送路歪みを推定する
シンボルは符号が乗算され、各アンテナにおける前記伝送路歪みを推定するシンボルは同
一時刻に配置され、各アンテナにおける前記符号は互いに直交していることを特徴とする
送信方法、その送信方法における送信装置および受信装置とすることで、同一周波数に複
数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送速度が向上すると同時に、受信
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装置において、受信した多重変調信号を容易に分離することができる。
【０２８６】
　（実施の形態４）
　実施の形態４では、各送信アンテナからスペクトル拡散通信方式の変調信号を同一周波
数帯域に送信した信号を受信し、各アンテナで受信した受信信号の受信電界強度を推定し
、各受信信号の受信電界強度推定信号を出力する電界強度推定部を具備し、各アンテナの
あるスペクトル拡散通信方式の伝送路歪み推定信号を入力とし、前記各アンテナのあるス
ペクトル拡散通信方式の伝送路歪み推定信号の位相差をもとめ、位相差信号を出力する位
相差推定部を具備し、各アンテナの受信直交ベースバンド信号、各アンテナにおける各ス
ペクトル拡散通信方式の伝送路歪み推定信号、前記受信信号の受信電界強度推定信号、前
記位相差信号を入力とし、受信信号から各スペクトル拡散通信方式の信号を分離するのた
めの、受信直交ベースバンド信号、各スペクトル拡散通信方式の伝送路歪み推定信号を選
択し、出力する、信号選択部を具備する受信装置について説明する。
【０２８７】
　ただし、本実施の形態における説明は、実施の形態３で説明した、図１１のフレーム構
成の変調信号を図１２の送信装置で送信したときを例に説明する。
【０２８８】
　図１８は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しいる。図８と同様に動作
する部分については同一符号を付した。
【０２８９】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１８０１は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分８０４および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態３における図１
５におけるスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１の説明と同様な動作を
し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０２を出力する。
【０２９０】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部１８０３は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分８０４および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態３における図１
５におけるスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１の説明と同様な動作を
し、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８０４を出力する。
【０２９１】
　遅延部１８０５は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４および直交成分８０５
を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０２およびスペクトル
拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８０４をもとめるのに要した時間遅延した、遅延
した受信直交ベースバンド信号の同相成分１８０６および直交成分１８０７を出力する。
【０２９２】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１８０８は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分８０４および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態３における図１
５におけるスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１の説明と同様な動作を
し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０９を出力する。
【０２９３】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部１８１０は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分８０４および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態３における図１
５におけるスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１の説明と同様な動作を
し、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８１１を出力する。
【０２９４】
　遅延部１８１２は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４および直交成分８０５
を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０９およびスペクトル
拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８１１をもとめるのに要した時間遅延した、遅延
した受信直交ベースバンド信号の同相成分１８１３および直交成分１８１４を出力する。
【０２９５】
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　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１８１５は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分８０４および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態３における図１
５におけるスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１の説明と同様な動作を
し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８１６を出力する。
【０２９６】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部１８１７は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分８０４および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態３における図１
５におけるスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１の説明と同様な動作を
し、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８１８を出力する。
【０２９７】
　遅延部１８１９は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４および直交成分８０５
を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８１６およびスペクトル
拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８１８をもとめるのに要した時間遅延した、遅延
した受信直交ベースバンド信号の同相成分１８２０および直交成分１８２１を出力する。
【０２９８】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１８２２は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分８０４および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態３における図１
５におけるスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１の説明と同様な動作を
し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８２３を出力する。
【０２９９】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部１８２４は、受信直交ベースバンド信号
の同相成分８０４および直交成分８０５を入力とし、例えば、実施の形態３における図１
５におけるスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部１５０１の説明と同様な動作を
し、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８２５を出力する。
【０３００】
　遅延部１８２６は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４および直交成分８０５
を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８２３およびスペクトル
拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８２５をもとめるのに要した時間遅延した、遅延
した受信直交ベースバンド信号の同相成分１８２７および直交成分１８２８を出力する。
【０３０１】
　位相差推定部１８２９は、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０２、
スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０９、スペクトル拡散通信方式Ａの
伝送路歪み推定信号１８１６、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８２３
を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０２とスペクトル拡散
通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０９の同相－直交平面における位相差を例とする、
それぞれの位相差をもとめ、スペクトル拡散通信方式Ａの位相差推定信号１８３０として
出力する。
【０３０２】
　同様に、位相差推定部１８３１は、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１
８０４、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８１１、チャネルＢの伝送路
歪み推定信号１８１８、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８２５入力と
し、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８０４とスペクトル拡散通信方式
Ｂの伝送路歪み推定信号１８１１の同相－直交平面における位相差を例とする、それぞれ
の位相差をもとめ、スペクトル拡散通信方式Ｂの位相差推定信号１８３２として出力する
。
【０３０３】
　信号選択部１８３３は、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０２、ス
ペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８０４、遅延した受信直交ベースバンド
信号の同相成分１８０６および直交成分１８０７、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪
み推定信号１８０９、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８１１、遅延し
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た受信直交ベースバンド信号の同相成分１８１３および直交成分１８１４、スペクトル拡
散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８１６、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推
定信号１８１８、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分１８２０および直交成分
１８２１、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８２３、スペクトル拡散通
信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８２５、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分
１８２７および直交成分１８２８、電界強度推定信号８５０、スペクトル拡散通信方式Ａ
の位相差推定信号１８３０、スペクトル拡散通信方式Ｂの位相差推定信号１８３２を入力
とし、電界強度推定信号８５０、スペクトル拡散通信方式Ａの位相差推定信号１８３０、
スペクトル拡散通信方式Ｂの位相差推定信号１８３２を入力から、最も精度良くスペクト
ル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散通信方式Ｂの信号を分離するためのアンテナからの信
号群を選択し、信号群１８３４および１８３５を出力する。
【０３０４】
　ただし、信号群とは、たとえば、アンテナ８０１で受信した受信信号によるスペクトル
拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０２、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み
推定信号１８０４、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分１８０６および直交成
分１８０７を意味する。
【０３０５】
　信号処理部１８３６は、信号群１８３４および１８３５を入力とし、実施の形態３にお
ける図１５の信号処理部１５０９と同様の動作をし、スペクトル拡散通信方式Ａの受信直
交ベースバンド信号の同相成分１８３７および直交成分１８３８、スペクトル拡散通信方
式Ｂの受信直交ベースバンド信号の同相成分１８３９および直交成分１８４０を出力する
。
【０３０６】
　スペクトル拡散通信方式Ａの復調部１８４１は、スペクトル拡散通信方式Ａの受信直交
ベースバンド信号の同相成分１８３７および直交成分１８３８を入力とし、スペクトル拡
散通信方式Ａの受信ディジタル信号１８４２を出力する。
【０３０７】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの復調部１８４３は、スペクトル拡散通信方式Ｂの受信直交
ベースバンド信号の同相成分１８３９および直交成分１８４０を入力とし、スペクトル拡
散通信方式Ｂの受信ディジタル信号１８４４を出力する。
【０３０８】
　図１９は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図８と図１８と
同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０３０９】
　図１０は、本実施の形態におけるあるスペクトル拡散通信方式の伝送路歪み推定信号を
示しており、１００１はアンテナ８０１で受信した受信信号のあるスペクトル拡散通信方
式の伝送路歪み推定信号であり、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）であらわすものとする。
【０３１０】
　１００２はアンテナ８１３で受信した受信信号のあるスペクトル拡散通信方式の伝送路
歪み推定信号であり、（Ｉ８１３，Ｑ８１３）であらわすものとする。
【０３１１】
　１００３はアンテナ８２５で受信した受信信号のあるスペクトル拡散通信方式の伝送路
歪み推定信号であり、（Ｉ８２５，Ｑ８２５）であらわすものとする。
【０３１２】
　１００４はアンテナ８３７で受信した受信信号のあるスペクトル拡散通信方式の伝送路
歪み推定信号であり、（Ｉ８３７，Ｑ８３７）であらわすものとする。
【０３１３】
　次に、図１０、図１８を用いて、受信装置の動作、特に、位相差推定部１８２９、１８
３１について説明する。
【０３１４】
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　位相差推定部１８２９において、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８
０２として図１０の１００１が、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０
９として図１０の１００２が、スペクトル核酸通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８１６
として図１０の１００３が、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８２３と
して図１０の１００４が入力されるものとする。このとき、Ｉ－Ｑ平面における（Ｉ８０
１，Ｑ８０１）と（Ｉ８１３，Ｑ８１３）の位相差、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８２
５，Ｑ８２５）の位相差、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８３７，Ｑ８３７）の位相差、
（Ｉ８１３，Ｑ８１３）と（Ｉ８２５，Ｑ８２５）の位相差、（Ｉ８１３，Ｑ８１３）と
（Ｉ８３７，Ｑ８３７）の位相差、（Ｉ８２５，Ｑ８２５）と（Ｉ８３７，Ｑ８３７）の
位相差を求め、スペクトル拡散通信方式Ａの位相差推定信号８５２として出力する。
【０３１５】
　同様に、位相差推定部１８３１において、スペクトル拡散通信方式Ｂの位相差推定信号
１８３２を出力する。
【０３１６】
　次に、信号選択部１８３３の動作について説明する。
【０３１７】
　スペクトル拡散通信方式Ａの位相差推定信号１８３０つまり（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と
（Ｉ８１３，Ｑ８１３）の位相差、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８２５，Ｑ８２５）の
位相差、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８３７，Ｑ８３７）の位相差、（Ｉ８１３，Ｑ８
１３）と（Ｉ８２５，Ｑ８２５）の位相差、（Ｉ８１３，Ｑ８１３）と（Ｉ８３７，Ｑ８
３７）の位相差、（Ｉ８２５，Ｑ８２５）と（Ｉ８３７，Ｑ８３７）の位相差として、そ
れぞれ０からπの値をとることになる。たとえば、（Ｉ８０１，Ｑ８０１）と（Ｉ８１３
，Ｑ８１３）の位相差をθとしたとき、θの絶対値をもとめる。そして、他の位相差につ
いてに絶対値をもとめる。
【０３１８】
　また、スペクトル拡散通信方式Ｂの位相推定信号１８３２についても同様に相関がある
かを判断する。
【０３１９】
　信号選択部１８３３は、入力されたスペクトル拡散通信方式Ａの位相差推定信号１８３
０、スペクトル拡散通信方式Ｂの位相推定信号１８３２から、選択する最適なアンテナ２
系統を選ぶ。その方法の一例を説明する。
【０３２０】
　例えば、アンテナ８０１およびアンテナ８１３で受信した信号のスペクトル拡散通信方
式Ａの位相差が０で、スペクトル拡散通信方式Ｂの位相差が０と得られたとする。このと
きは、アンテナ８０１、８１３で受信して得られた信号を信号群８５６、８５７としては
選択しないようにする。また、アンテナ８０１およびアンテナ８１３で受信した信号のチ
ャネルＡの位相差が０で、チャネルＢの位相差がπと得られたとする。このときは、アン
テナ８０１、８１３で受信して得られた信号を信号群１８３４、１８３５としては選択す
るようにする。
【０３２１】
　また、電界強度推定信号８５０から、アンテナ８０１からの受信信号、アンテナ８１３
からの受信信号、アンテナ８２５からの受信信号８２５からの受信信号、アンテナ８３７
からの受信信号８３８の受信電界強度の強さをの順位づけし、受信電界強度の強い信号を
、信号群１８３４、１８３５として選択するようにする。
【０３２２】
　以上のように、位相差および受信電界強度強度から、最適な信号群を優先的に選択し、
信号群１８３４、１８３５として出力する。例えば、アンテナ８０１のスペクトル拡散通
信方式Ａの伝送路歪みとアンテナ８１３のスペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪みの位相
差とアンテナ８０１のスペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪みとアンテナ８１３のスペク
トル拡散通信方式Ｂの伝送路歪みの位相差に相関がなく、アンテナ８０１の受信電界強度
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とアンテナ８１３の受信電界強度が他のアンテナの受信強度が強い場合、スペクトル拡散
通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０２、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定
信号１８０４、遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分１８０６および直交成分１
８０７を信号群１８３４として、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号１８０
９、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号１８１１、遅延した受信直交ベース
バンド信号の同相成分１８１３および直交成分１８１４を信号群１８３５として出力する
。
【０３２３】
　図１９において、図１８と比較し、電界強度推定部の構成が異なる。図１９において、
受信電界強度推定部９０１は、受信直交ベースバンド信号の同相成分８０４および直交成
分８０５、受信直交ベースバンド信号の同相成分８１６および直交成分８１７、受信直交
ベースバンド信号の同相成分８２８および直交成分８２９、受信直交ベースバンド信号の
同相成分８４０および直交成分８４１からそれぞれの受信電界強度を求めている点が、図
１８とは異なる点である。
【０３２４】
　以上の説明において、図１１のフレーム構成の送信信号を例に説明したが、それに限っ
たものではない。また、スペクトル拡散通信方式数を２で説明したが、それに限ったもの
ではなく、スペクトル拡散通信方式数が増えた場合、伝送路歪み推定部の数が増えること
になる。また、スペクトル拡散通信方式Ａ、Ｂともに多重数を２チャネルとしているが、
これに限ったものではない。
【０３２５】
　また、受信装置においてアンテナが４本以上存在すると、受信感度がよい。
【０３２６】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０３２７】
　以上のように本実施の形態によれば、各送信アンテナからスペクトル拡散通信方式の変
調信号を同一周波数帯域に送信した信号を受信し、各アンテナで受信した受信信号の受信
電界強度を推定し、各受信信号の受信電界強度推定信号を出力する電界強度推定部を具備
し、各アンテナのあるスペクトル拡散通信方式の伝送路歪み推定信号を入力とし、前記各
アンテナのあるスペクトル拡散通信方式の伝送路歪み推定信号の位相差をもとめ、位相差
信号を出力する位相差推定部を具備し、各アンテナの受信直交ベースバンド信号、各アン
テナにおける各スペクトル拡散通信方式の伝送路歪み推定信号、前記受信信号の受信電界
強度推定信号、前記位相差信号を入力とし、受信信号から各スペクトル拡散通信方式の信
号を分離するのための、受信直交ベースバンド信号、各スペクトル拡散通信方式の伝送路
歪み推定信号を選択し、出力する、信号選択部を具備する受信装置とすることで、精度良
く多重信号を分離することができる。
【０３２８】
　（実施の形態５）
　実施の形態５では、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから
送信する送信方法において、あるチャネルに挿入する復調のためのシンボルは連続した複
数シンボルで構成され、各チャネルの復調のためのシンボルは同一時刻に配置され、互い
に直交していることを特徴とした送信方法、その送信方法における送信装置および受信装
置について説明する。
【０３２９】
　図２０は、本実施の形態における時間軸におけるチャネルＡおよびチャネルＢのフレー
ム構成の一例を示しており、２００１、２００２、２００３、２００４、２００６、２０
０７、２００８、２００９はチャネルＡのパイロットシンボル、２００５はチャネルＡの
データシンボル、２０１０、２０１１、２０１２、２０１３、２０１５、２０１６、２０
１７、２０１８はチャネルＢのパイロットシンボル、２０１４はチャネルＢのデータシン
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ボルである。
【０３３０】
　図２１は、チャネルＡ、チャネルＢのパイロットシンボルの同相Ｉ－直交Ｑ平面におけ
る信号点配置の一例を示しており、２１０１、２１０２はパイロットシンボルの信号点で
ある。
【０３３１】
　図２は、本実施の形態における送信装置の構成の一例を示している。
【０３３２】
　図２２は、図２の変調信号生成部２０２、２１２の詳細の構成の一例を示しており、デ
ータシンボル変調信号生成部２２０２は、送信ディジタル信号２２０１およびフレーム構
成信号２２０８を入力とし、フレーム構成信号２２０８がデータシンボルであることを示
していた場合、例えばＱＰＳＫ変調し、データシンボルの送信直交ベースバンド信号の同
相成分２２０３および直交成分２２０４を出力する。
【０３３３】
　パイロットシンボル変調信号生成部２２０５は、フレーム構成信号２２０８を入力とし
、フレーム構成がパイロットシンボルであることを示していた場合、パイロットシンボル
の送信直交ベースバンド信号の同相成分２２０６および直交成分２２０７を出力する。
【０３３４】
　同相成分切り替え部２２０９は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の同相成分
２２０３、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分２２０６、フレー
ム構成信号２２０８を入力とし、フレーム構成信号２２０８で示されたシンボルに相当す
る送信直交ベースバンド信号の同相成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号
の同相成分２２１０として出力する。
【０３３５】
　直交成分切り替え部２２１１は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の直交成分
２２０４、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の直交成分２２０７、フレー
ム構成信号２２０８を入力とし、フレーム構成信号２２０８で示されたシンボルに相当す
る送信直交ベースバンド信号の直交成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号
の直交成分２２１２として出力する。
【０３３６】
　直交変調器２２１３は、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分２２１０およ
び選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分２２１２を入力とし、直交変調し、変
調信号２２１４を出力する。
【０３３７】
　図５は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示している。
【０３３８】
　図１７は、時間軸における伝送路歪み量を示しており、１７０１は時刻０における相関
演算によって得られた伝送路歪みを（Ｉ０，Ｑ０）とする。１７０２は時刻１におけるデ
ータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ１，Ｑ１）とする。１７０３は時刻２にお
けるデータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ２，Ｑ２）とする。１７０４は時刻
３におけるデータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ３，Ｑ３）とする。１７０５
は時刻４におけるデータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ４，Ｑ４）とする。１
７０６は時刻５におけるデータシンボルを示しており、伝送路歪みを（Ｉ５，Ｑ５）とす
る。１７０７は時刻６における相関演算によって得られた伝送路歪みを（Ｉ６，Ｑ６）と
する。
【０３３９】
　図２３は、本実施の形態における図５のチャネルＡの伝送路歪み推定部５０６、５１８
、チャネルＢの伝送路歪み推定部５０８、５２０の構成の一例を示している。
【０３４０】
　パイロットシンボル相関演算部２３０３は、受信直交ベースバンド信号の同相成分２３
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０１および直交成分２３０２、パイロットシンボル系列２３０４を入力とし、相関演算後
のパイロットシンボルの受信直交ベースバンド信号の同相成分２３０５および直交成分２
３０６を出力する。
【０３４１】
　伝送路歪み推定部２３０７は、相関演算後のパイロットシンボルの受信直交ベースバン
ド信号の同相成分２３０５および直交成分２３０６を入力とし、伝送路歪み推定信号２３
０８を出力する。
【０３４２】
　そして、図２０、図２１を用いて、本実施の形態の送信方法について説明する。
【０３４３】
　図２０における時刻０のチャネルＡのパイロットシンボル２００１の信号点を図２１の
２１０１（１，１）に配置する。時刻１のチャネルＡのパイロットシンボル２００２の信
号点を図２１の２１０１（１，１）に配置する。時刻２のチャネルＡのパイロットシンボ
ル２００３の信号点を図２１の２１０１（１，１）に配置する。時刻３のチャネルＡのパ
イロットシンボル２００４の信号点を図２１の２１０２（１，１）に配置する。
【０３４４】
　そして、時刻０のチャネルＢのパイロットシンボル２０１０の信号点を図２１の２１０
１（１，１）に配置する。時刻１のチャネルＢのパイロットシンボル２０１１の信号点を
図２１の２１０１（１，１）に配置する。時刻２のチャネルＢのパイロットシンボル２０
１２の信号点を図２１の２１０２（－１，－１）に配置する。時刻３のチャネルＢのパイ
ロットシンボル２０１３の信号点を図２１の２１０２（－１，－１）に配置する。
【０３４５】
　同様に、２００６は２００１と信号点配置を同一とし、２００７は２００２、２００８
は２００３、２００４は２００９２０１５は２０１０、２０１６は２０１１、２０１７は
２０１２、２０１８は２０１３と信号点配置を同一とする。
【０３４６】
　このように、チャネルＡの連続したパイロットシンボル２００１、２００２、２００３
、２００４とチャネルＢの連続したパイロットシンボル２０１０、２０１１、２０１２、
２０１３の相関が０となるようにする。
【０３４７】
　次に、図２、図２２を用いて、送信装置の動作について説明する。
【０３４８】
　図２において、フレーム構成信号生成部２０９は、図２０に示したフレーム構成の情報
をフレーム構成信号２１０として出力する。チャネルＡの変調信号生成部２０２は、フレ
ーム構成信号２１０、チャネルＡの送信ディジタル信号２０１を入力とし、フレーム構成
にしたがったチャネルＡの変調信号２０３を出力する。そして、チャネルＢの変調信号生
成部２１２は、フレーム構成信号２１０、チャネルＢの送信ディジタル信号２１１を入力
とし、フレーム構成にしたがったチャネルＢの変調信号２１３を出力する。
【０３４９】
　このときの変調信号生成部２０２および変調信号生成部２１２の動作を図２２を用いて
、チャネルＡの送信部を例に説明する。
【０３５０】
　データシンボル変調信号生成部２２０２は、送信ディジタル信号２２０１つまり図２の
チャネルＡの送信ディジタル信号２０１およびフレーム構成信号２２０８つまり図２のフ
レーム構成信号２１０を入力、フレーム構成信号２０８がデータシンボルであることを示
していた場合、例えば、ＱＰＳＫ変調し、データシンボルの送信直交ベースバンド信号の
同相成分２２０３および直交成分２２０４を出力する。
【０３５１】
　パイロットシンボル変調信号生成部２２０５は、フレーム構成信号２２０８を入力とし
、フレーム構成信号がパイロットシンボルであることを示していた場合、パイロットシン



(42) JP 2009-284494 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

ボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分２２０６および直交成分２２０７を出力する
。
【０３５２】
　同相成分切り替え部３１２は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の同相成分２
２０３、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分２２０６、フレーム
構成信号２２０８を入力とし、フレーム構成信号２２０８で示されたシンボルに相当する
送信直交ベースバンド信号の同相成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の
同相成分２２１０として出力する。
【０３５３】
　直交成分切り替え部２２１１は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の直交成分
２２０４、パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の直交成分２２０７、フレー
ム構成信号２２０８を入力とし、フレーム構成信号２２０８で示されたシンボルに相当す
る送信直交ベースバンド信号の直交成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号
の直交成分２２１２として出力する。
【０３５４】
　直交変調器２２１３は、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分２２１０およ
び選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分２２１２を入力とし、直交変調し、変
調信号２２１４つまり図２の２０３を出力する。
【０３５５】
　次に、図５、図２３を用いて、受信装置の動作、特に、チャネルＡの伝送路歪み推定部
５０６、チャネルＢの伝送路歪み推定部５０８、信号処理部５２５について説明する。こ
こでは、チャネルＡの伝送路歪み推定部５０６を例に説明する。
【０３５６】
　図２３におけるパイロット相関演算部２３０３は、アンテナ５０１で受信した、チャネ
ルＡとチャネルＢの混在した受信直交ベースバンド信号の同相成分２３０１および直交成
分２３０２、チャネルＡのパイロットシンボル系列２３０４を入力とし、チャネルＡとチ
ャネルＢの混在した受信直交ベースバンド信号の同相成分２３０１および直交成分２３０
２におけるパイロットシンボルを検出し、チャネルＡとチャネルＢの混在した受信直交ベ
ースバンド信号の同相成分２３０１および直交成分２３０２におけるパイロットシンボル
部分とチャネルＡのパイロットシンボル系列２３０４の相関演算を行い相関演算後のパイ
ロットシンボルの受信直交ベースバンド信号の同相成分２３０５および直交成分２３０６
を出力する。
【０３５７】
　ただし、チャネルＡのパイロットシンボル系列は、同相成分、直交成分で形成されてい
てもよい。このとき、受信直交ベースバンド信号の同相成分２３０１および直交成分２３
０２におけるパイロット部分のチャネルＢの成分は、チャネルＡのパイロットシンボル系
列とチャネルＢにパイロットシンボル系列が直交しているため、相関演算により、除去で
きる。
【０３５８】
　伝送路歪み推定部２３０７について図１７を用いて説明する。図１７における伝送路歪
み（Ｉ０，Ｑ０）および（Ｉ６，Ｑ６）は、パイロットシンボル相関演算部２３０３によ
って求まる。そして、伝送路歪み（Ｉ０，Ｑ０）および（Ｉ６，Ｑ６）からデータシンボ
ルの伝送路歪み（Ｉ１，Ｑ１）、（Ｉ２，Ｑ２）、（Ｉ３，Ｑ３）、（Ｉ４，Ｑ４）、（
Ｉ５，Ｑ５）を求め、これらを伝送路歪み推定信号２３０８として出力する。
【０３５９】
　同様に、チャネルＢの伝送路歪み推定部５０８は、チャネルＡとチャネルＢが混在した
受信信号５０２におけるチャネルＢの伝送路歪み推定信号５０９を出力する。そして、チ
ャネルＡの伝送路歪み推定部５１８およびチャネルＢの伝送路歪み推定部５２０は、チャ
ネルＡとチャネルＢが混在した受信信号５１４から、それぞれチャネルＡの伝送路歪み推
定信号５１９およびチャネルＢの伝送路歪み推定信号５２１を出力する。
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【０３６０】
　以上の説明で、（Ｉ，Ｑ）の表現で伝送路歪みを表現しているが、パワーおよび位相に
よる表現でもよく、パワーおよび位相による表現をチャネルＡの伝送路歪み推定信号５０
７、５１９、チャネルＢの伝送路歪み推定信号５０９、５２１としてもよい。
【０３６１】
　これにより、チャネルＡとチャネルＢの変調信号の分離が可能となり、復調が可能とな
る。
【０３６２】
　ただし、本実施の形態において、多重するチャネル数を２として説明したが、これに限
ったものではない。また、フレーム構成は、図２０に限ったものではない。そして、パイ
ロットシンボルを例に説明し伝送路歪みが推定可能であれば、同様に、実施が可能である
。
【０３６３】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０３６４】
　本実施の形態における送信装置の構成は、図２、図２２に限ったものではなく、チャネ
ル数が増えた場合、それに応じて、図２の２０１から２０８で構成する部分が増えること
になる。また、受信装置の構成は、図５、図２３に限ったものではなく、チャネル数が増
えた場合、増えたチャネルのための伝送路歪み推定部が増えることになる。
【０３６５】
　以上のように本実施の形態によれば、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信する送信方法において、あるチャネルに挿入する復調のためのシン
ボルは連続した複数シンボルで構成され、各チャネルの復調のためのシンボルは同一時刻
に配置され、互いに直交していることを特徴とした送信方法、その送信方法における送信
装置および受信装置とすることで、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重するこ
とで、データの伝送速度が向上すると同時に、復調のためのシンボルは雑音に対する耐性
をもつことになるので、受信装置におけるチャネル推定精度が向上し、データの伝送品質
が向上する。
【０３６６】
　（実施の形態６）
　実施の形態６では、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから
送信する送信方法において、ＯＦＤＭ方式のフレーム構成にあるチャネルに復調のための
シンボルを挿入した時刻およびサブキャリアの他のチャネルのシンボルでは、同相－直交
平面における同相および直交信号はゼロの信号とする送信方法、その送信方法における送
信装置および受信装置について説明する。
【０３６７】
　図４は、同相Ｉ－直交Ｑ平面における信号点配置を示している。
【０３６８】
　図２４は、本実施の形態における時間、周波数軸におけるチャネルＡおよびチャネルＢ
のフレーム構成の一例を示しており、２４０１はパイロットシンボル、２４０２はデータ
シンボルであり、図２４に示すように例えば、チャネルＡの時間０、サブキャリア２はパ
イロットシンボルである。このとき、チャネルＢは、（Ｉ，Ｑ）＝（０，０）のシンボル
とする。以上のように、ある時間、周波数において、チャネルＡがパイロットシンボルの
場合、チャネルＢは（Ｉ，Ｑ）＝（０，０）のシンボルとし、逆に、チャネルＢがパイロ
ットシンボルの場合、チャネルＡは、（Ｉ，Ｑ）＝（０，０）のシンボルとする。
【０３６９】
　図２５は、本実施の形態における送信装置の構成の一例を示しており、フレーム構成信
号生成部２５２１は、フレーム構成の情報を、フレーム構成信号２５２２として出力する
。
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【０３７０】
　チャネルＡのシリアルパラレル変換部２５０２は、チャネルＡの送信ディジタル信号２
５０１、フレーム構成信号２５２２を入力とし、フレーム構成にしたがったチャネルＡの
パラレル信号２５０３を出力する。
【０３７１】
　チャネルＡの逆離散フーリエ変換部２５０４は、チャネルＡのパラレル信号２５０３を
入力とし、チャネルＡの逆離散フーリエ変換後の信号２５０５を出力する。
【０３７２】
　チャネルＡの無線部２５０６は、チャネルＡの逆離散フーリエ変換後の信号２５０５を
入力とし、チャネルＡの送信信号２５０７を出力する。
【０３７３】
　チャネルＡの電力増幅部２５０８は、チャネルＡの送信信号２５０７を入力とし、増幅
し、増幅されたチャネルＡの送信信号２５０９を出力し、電波としてチャネルＡのアンテ
ナ２５１０から出力される。
【０３７４】
　チャネルＢのシリアルパラレル変換部２５１２は、チャネルＢの送信ディジタル信号２
５１１、フレーム構成信号２５２２を入力とし、フレーム構成にしたがったチャネルＢの
パラレル信号２５１３を出力する。
【０３７５】
　チャネルＢの逆離散フーリエ変換部２５１４は、チャネルＢのパラレル信号２５１３を
入力とし、チャネルＢの逆離散フーリエ変換後の信号２５１５を出力する。
【０３７６】
　チャネルＢの無線部２５１６は、チャネルＢの逆離散フーリエ変換後の信号２５１５を
入力とし、チャネルＢの送信信号２５１７を出力する。
【０３７７】
　チャネルＢの電力増幅部２５１８は、チャネルＢの送信信号２５１７を入力とし、増幅
し、増幅されたチャネルＢの送信信号２５１９を出力し、電波としてチャネルＢのアンテ
ナ２５２０から出力される。
【０３７８】
　図２６は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、無線部２６０３
は、アンテナ２６０１で受信した受信信号２６０２を入力とし、受信直交ベースバンド信
号２６０４を出力する。
【０３７９】
　フーリエ変換部２６０５は、受信直交ベースバンド信号２６０４を入力とし、パラレル
信号２６０６を出力する。
【０３８０】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部２６０７は、パラレル信号２６０６を入力とし、チャネ
ルＡの伝送路歪みパラレル信号２６０８を出力する。
【０３８１】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部２６０９は、パラレル信号２６０６を入力とし、チャネ
ルＢの伝送路歪みパラレル信号２６１０を出力する。
【０３８２】
　無線部２６１３は、アンテナ２６１１で受信した受信信号２６１２を入力とし、受信直
交ベースバンド信号２６１４を出力する。
【０３８３】
　フーリエ変換部２６１５は、受信直交ベースバンド信号２６１４を入力とし、パラレル
信号２６１６を出力する。
【０３８４】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部２６１７は、パラレル信号２６１６を入力とし、チャネ
ルＡの伝送路歪みパラレル信号２６１８を出力する。
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【０３８５】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部２６１９は、パラレル信号２６１６を入力とし、チャネ
ルＢの伝送路歪みパラレル信号２６２０を出力する。
【０３８６】
　信号処理部２６２１は、パラレル信号２６０６、２６１６、チャネルＡの伝送路歪みパ
ラレル信号２６０８、２６１８、チャネルＢの伝送路歪みパラレル信号２６１０、２６２
０を入力とし、チャネルＡとチャネルＢの信号を分離し、チャネルＡのパラレル信号２６
２２およびチャネルＢのパラレル信号２６２３を出力する。
【０３８７】
　チャネルＡの復調部２６２４は、チャネルＡのパラレル信号２６２２を入力とし、チャ
ネルＡの受信ディジタル信号２６２５を出力する。
【０３８８】
　チャネルＢの復調部２６２６は、チャネルＢのパラレル信号２６２３を入力とし、チャ
ネルＢの受信ディジタル信号２６２７を出力する。
【０３８９】
　図２７は、あるキャリアの時間軸における伝送路歪みを示している。２７０１は、時刻
０のあるキャリアのチャネルＡのシンボル、２７０２は時刻１のあるキャリアのチャネル
Ａのシンボル、２７０３は時刻２のあるキャリアのチャネルＡのシンボル、２７０４は時
刻３のあるキャリアのチャネルＡのシンボル、２７０５は時刻４のあるキャリアのチャネ
ルＡのシンボル、２７０６は時刻５のあるキャリアのチャネルＡのシンボル、２７０７は
時刻０のあるキャリアのチャネルＢのシンボル、２７０８は時刻１のあるキャリアのチャ
ネルＢのシンボル、２７０９は時刻２のあるキャリアのチャネルＢのシンボル、２７１０
は時刻３のあるキャリアのチャネルＢのシンボル、２７１１は時刻４のあるキャリアのチ
ャネルＢのシンボル、２７１２は時刻５のあるキャリアのチャネルＢのシンボルである。
【０３９０】
　図２８は、キャリア１の伝送路歪み、信号処理部の構成の一例を示している。キャリア
１のチャネルＡの伝送路歪み推定部２８０３は、パラレル信号におけるキャリア１の同相
成分２８０１および直交成分２８０２を入力とし、キャリア１のチャネルＡの伝送路歪み
推定信号２８０４を出力する。
【０３９１】
　キャリア１のチャネルＢの伝送路歪み推定部２８０５は、パラレル信号におけるキャリ
ア１の同相成分２８０１および直交成分２８０２を入力とし、キャリア１のチャネルＢの
伝送路歪み推定信号２８０６を出力する。
【０３９２】
　キャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推定部２８０９は、パラレル信号におけるキャリ
ア１の同相成分２８０７および直交成分２８０８を入力とし、キャリア１のチャネルＡの
伝送路歪み推定信号２８１０を出力する。
【０３９３】
　キャリア１のチャネルＢの伝送路歪み推定部２８１１は、パラレル信号におけるキャリ
ア１の同相成分２８０７および直交成分２８０８を入力とし、キャリア１のチャネルＢの
伝送路歪み推定信号２８１２を出力する。
【０３９４】
　キャリア１の信号処理部２８１３は、パラレル信号におけるキャリア１の同相成分２８
０１および直交成分２８０２、キャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推定信号２８０４、
キャリア１のチャネルＢの伝送路歪み推定信号２８０６、パラレル信号におけるキャリア
１の同相成分２８０７および直交成分２８０８、キャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推
定信号２８１０、キャリア１のチャネルＢの伝送路歪み推定信号２８１２を入力とし、チ
ャネルＡとチャネルＢの信号を分離し、チャネルＡのパラレル信号のキャリア１の同相成
分２８１４および直交成分２８１５、チャネルＢのパラレル信号のキャリア１の同相成分
２８１６および直交成分２８１７を出力する。
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【０３９５】
　そして、図４、図２４、図２５を用いて、送信装置の動作について説明する。
【０３９６】
　図２４において、パイロットシンボル２４０１の信号点は、図４の４０２の信号点であ
る。データシンボル２４０２の信号点は、図４の４０１の信号点である。図２４の（Ｉ，
Ｑ）＝（０，０）のシンボルの信号点は、図４の４０３の信号点である。
【０３９７】
　図２において、フレーム構成信号生成部２５２１は、図２４に示したフレーム構成の情
報をフレーム構成信号２５２２として出力する。
【０３９８】
　チャネルＡのシリアルパラレル変換部２５０２は、チャネルＡの送信ディジタル信号２
５０１、フレーム構成信号２５２２を入力とし、図２４のフレーム構成にしたがったチャ
ネルＡのパラレル信号２５０３を出力する。
【０３９９】
　同様に、チャネルＢのシリアルパラレル変換部２５１２は、チャネルＢの送信ディジタ
ル信号２５１１、フレーム構成信号２５２２を入力とし、図２４のフレーム構成にしたが
ったチャネルＢのパラレル信号２５１３を出力する。
【０４００】
　次に、図２６、図２７、図２８を用いて、受信装置の動作、特に、チャネルＡの伝送路
歪み推定部２６０７、２６１７、チャネルＢの伝送路歪み推定部２６０９、２６１９、信
号処理部２６２１について、ここでは、図２４のキャリア１を例に説明する。
【０４０１】
　図２８は、図２６のチャネルＡの伝送路歪み推定部２６０７、２６１７、チャネルＢの
伝送路歪み推定部２６０９、２６１９、信号処理部２６２１においてキャリア１の機能の
みを抽出した構成を示している。
【０４０２】
　図２８において、パラレル信号におけるキャリア１の同相成分２８０１および直交成分
２８０２は、図２６のパラレル信号２６０６のキャリア１の成分である。キャリア１のチ
ャネルＡの伝送路歪み推定部２８０３は、図２６のチャネルＡの伝送路歪み推定部２６０
７におけるキャリア１の機能の構成である。キャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推定信
号２８０４は、図２６のチャネルＡの伝送路歪みパラレル信号２６０８のキャリア１の成
分である。キャリア１のチャネルＢの伝送路歪み推定部２８０５は、図２６のチャネルＢ
の伝送路歪み推定部２６０９におけるキャリア１の機能の構成である。キャリア１のチャ
ネルＢの伝送路歪み推定信号２８０６は、図２６のチャネルＢの伝送路歪みパラレル信号
２６１０のキャリア１の成分である。
【０４０３】
　パラレル信号におけるキャリア１の同相成分２８０７および直交成分２８０８は、図２
６のパラレル信号２６１６のキャリア１の成分である。キャリア１のチャネルＡの伝送路
歪み推定部２８０９は、図２６のチャネルＡの伝送路歪み推定部２６１７におけるキャリ
ア１の機能の構成である。キャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推定信号２８１０は、図
２６のチャネルＡの伝送路歪みパラレル信号２６１８のキャリア１の成分である。キャリ
ア１のチャネルＢの伝送路歪み推定部２８１１は、図２６のチャネルＢの伝送路歪み推定
部２６１９におけるキャリア１の機能の構成である。キャリア１のチャネルＢの伝送路歪
み推定信号２８１２は、図２６のチャネルＢの伝送路歪みパラレル信号２６２０のキャリ
ア１の成分である。
【０４０４】
　キャリア１の信号処理部２８１３は、信号処理部２６２１のキャリア１の機能の構成で
ある。チャネルＡのパラレル信号のキャリア１の同相成分２８１４および直交成分２８１
５は、図２６のチャネルＡのパラレル信号２６２２のチャネル１の成分である。チャネル
Ｂのパラレル信号のキャリア１の同相成分２８１６および直交成分２８１７は、図２６の
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チャネルＢのパラレル信号２６２３のチャネル１の成分である。
【０４０５】
　次に、図２８のキャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推定部２８０３、２８０９、チャ
ネル１のキャリアＢの伝送路歪み推定部２８０５、２８１１の動作について、図２７を用
いて、一例としてキャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推定部２８０３、キャリア１のチ
ャネルＢの伝送路歪み推定部２８０５を例として説明する。
【０４０６】
　図２７において、時刻０から５のキャリア１の受信ベースバンド信号、つまり、パラレ
ル信号におけるキャリア１の同相成分２８０７および直交成分２８０８をそれぞれ、（Ｉ
０，Ｑ０），（Ｉ１，Ｑ１），（Ｉ２，Ｑ２），（Ｉ３，Ｑ３），（Ｉ４，Ｑ４），（Ｉ
５，Ｑ５）とする。
【０４０７】
　時刻０から５のキャリア１のチャネルＡの伝送路歪み、つまり、キャリア１のチャネル
Ａの伝送路歪み推定信号２８０４をそれぞれ、（Ｉａ０，Ｑａ０），（Ｉａ１，Ｑａ１）
，（Ｉａ２，Ｑａ２），（Ｉａ３，Ｑａ３），（Ｉａ４，Ｑａ４），（Ｉａ５，Ｑａ５）
とする。
【０４０８】
　時刻０から５のキャリア１のチャネルＢの伝送路歪み、つまり、キャリア１のチャネル
Ｂの伝送路歪み推定信号２８０６をそれぞれ、（Ｉｂ０，Ｑｂ０），（Ｉｂ１，Ｑｂ１）
，（Ｉｂ２，Ｑｂ２），（Ｉｂ３，Ｑｂ３），（Ｉｂ４，Ｑｂ４），（Ｉｂ５，Ｑｂ５）
とする。
【０４０９】
　このとき、（Ｉ０，Ｑ０）は、キャリア１のチャネルＢのパイロット成分のみであるた
め、（Ｉｂ０，Ｑｂ０）＝（Ｉ０，Ｑ０）となる。同様に、（Ｉ１，Ｑ１）は、キャリア
１のチャネルＡのパイロット成分のみであるため、（Ｉａ１，Ｑａ１）＝（Ｉ１，Ｑ１）
となる。そして、例えば、（Ｉａ０，Ｑａ０）＝（Ｉａ１，Ｑａ１）＝（Ｉａ２，Ｑａ２
）＝（Ｉａ３，Ｑａ３）＝（Ｉａ４，Ｑａ４）＝（Ｉａ５，Ｑａ５）、（Ｉｂ０，Ｑｂ０
）＝（Ｉｂ１，Ｑｂ１）＝（Ｉｂ２，Ｑｂ２）＝（Ｉｂ３，Ｑｂ３）＝（Ｉｂ４，Ｑｂ４
）＝（Ｉｂ５，Ｑｂ５）とすることで、キャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推定信号２
８０４およびキャリア１のチャネルＢの伝送路歪み推定信号２８０６が求まる。
【０４１０】
　同様の動作で、キャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推定信号２８１０およびキャリア
１のチャネルＢの伝送路歪み推定信号２８１２も求まる。
【０４１１】
　キャリア１の信号処理部２８１３は、キャリア１のチャネルＡの伝送路歪み推定信号２
８０４、２８１０、キャリア１のチャネルＢの伝送路歪み推定信号２８０６、２８１２、
パラレル信号におけるキャリア１の同相成分２８０１および直交成分２８０２、パラレル
信号におけるキャリア１の同相成分２８０７および直交成分２８０８を入力とし、行列演
算を行うことで、チャネルＡの信号とチャネルＢの信号が分離でき、チャネルＡのパラレ
ル信号のキャリア１の同相成分２８１４および直交成分２８１５、チャネルＢのパラレル
信号のキャリア１の同相成分２８１６および直交成分２８１７を出力する。これにより、
チャネルＡとチャネルＢの変調信号の分離が可能となり、復調が可能となる。
【０４１２】
　以上の説明で、（Ｉ，Ｑ）の表現で伝送路歪みを表現しているが、パワーおよび位相に
よる表現でもよく、パワーおよび位相による表現をキャリア１のチャネルＡの伝送路歪み
推定信号２８０４、２８１０およびキャリア１のチャネルＢの伝送路歪み推定信号２８０
６、２８１０としてもよい。
【０４１３】
　また、以上と同様にして、キャリア２、３、４について図２８の構成でチャネルＡの信
号とチャネルＢの信号の分離が可能である。
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【０４１４】
　ここで、キャリア２の伝送路推定方法について説明する。
【０４１５】
　本実施の形態の受信装置では、図２４の時間０キャリア２のパイロットシンボルから、
伝送路変動が推定できる。また、時間１のキャリア１のパイロットシンボルとキャリア３
のパイロットシンボルから、時間１のキャリア２の伝送路変動が推定できる。以上のよう
に、時間０、時間１で推定されたキャリア２の伝送路変動の推定値から、キャリア２の伝
送路変動を推定する。これにより、高精度に伝送路変動を推定することができる。
【０４１６】
　図２４の例えばキャリア２の伝送路推定方法について説明する。
【０４１７】
　受信装置では、図２４の時間０キャリア２のパイロットシンボルから、伝送路変動が推
定できる。また、時間１のキャリア１のパイロットシンボルとキャリア３のパイロットシ
ンボルから、時間１のキャリア２の伝送路変動が推定できる。以上のように、時間０、時
間１で推定されたキャリア２の伝送路変動の推定値から、キャリア２の伝送路変動を推定
する。これにより、高精度に伝送路変動を推定することができる。
【０４１８】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０４１９】
　本実施の形態において、受信装置におけるチャネルＡとチャネルＢの変調信号の分離の
精度は、パイロットシンボルの受信品質に依存する。このことから、パイロットシンボル
の対雑音耐性に強くすると、チャネルＡとチャネルＢの変調信号の分離の精度が向上し、
受信データの品質が向上することになる。その手段について以下で説明する。
【０４２０】
　図４において、パイロットシンボルの原点からの振幅をＡｐ、データシンボルの変調方
式であるＱＰＳＫの原点からの最大信号点振幅をＡｑとする。このとき、Ａｐ＞Ａｑとす
ることでパイロットシンボルの対雑音耐性が向上し、チャネルＡとチャネルＢの変調信号
の分離の精度が向上し、受信データの品質が向上することになる。
【０４２１】
　ただし、本実施の形態において、多重するチャネル数を２として説明したが、これに限
ったものではない。また、フレーム構成は、図２４に限ったものではない。そして、パイ
ロットシンボルを例に説明したが、チャネルを分離するためのシンボルはパイロットシン
ボルに限ったものではなく、復調のためのシンボルであれば、同様に、実施が可能である
。そして、データシンボルの変調方式は、ＱＰＳＫ変調に限ったものではなく、それぞれ
のチャネルの変調方式が違っていてもよい。
【０４２２】
　また、本実施の形態における送信装置の構成は、図２５に限ったものではなく、チャネ
ル数が増えた場合、それに応じて、図２５の２５０１から２５１０で構成する部分が増え
ることになる。
【０４２３】
　また、本実施の形態における受信装置の構成は、図２６、図２８に限ったものではなく
、チャネル数が増えた場合、チャネル推定部の数が増えることになる。
【０４２４】
　以上のように本実施の形態によれば、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信する送信方法において、ＯＦＤＭ方式のフレーム構成にあるチャネ
ルに復調のためのシンボルを挿入した時刻およびサブキャリアの他のチャネルのシンボル
では、同相－直交平面における同相および直交信号はゼロの信号とする送信方法、その送
信方法における送信装置および受信装置とすることで、同一周波数に複数のチャネルの変
調信号を多重することで、データの伝送速度が向上すると同時に、受信装置において、受
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信した多重変調信号を容易に分離することができる。
【０４２５】
　（実施の形態７）
　実施の形態７では、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから
送信する場合と、１つのチャネルの変調信号をアンテナから送信する場合を切り替える送
信方法、その送信方法における送信装置および受信装置について説明する。
【０４２６】
　図２９は、本実施の形態におけるフレーム構成の一例を示しており、２９０１、２９０
３は多重情報シンボル、２９０２、２９０４はチャネルＡフレームシンボル群、２９０５
はチャネルＢフレームシンボル群を示している。
【０４２７】
　このとき、２９０１の多重情報シンボルは、チャネルＡとチャネルＢのフレームシンボ
ル群が同時に送信されていることを示す情報を含んでおり、２９０２のチャネルＡフレー
ムシンボル群と２９０５のチャネルＢフレームシンボル群は、同時に送信される。
【０４２８】
　そして、２９０３の多重情報シンボルは、チャネルＡのフレームシンボル群のみが送信
されていることを示す情報を含んでおり、２９０４のチャネルＡフレームシンボル群のみ
送信される。
【０４２９】
　図３０は、本実施の形態におけるフレーム構成の一例を示しており、３００１は多重情
報シンボル、３００２は情報シンボルを示している。
【０４３０】
　このとき、時刻０の多重情報シンボルは、時刻１から時刻５においてチャネルＡの情報
シンボルとチャネルＢの情報シンボルが同時に送信されていることを示す情報を含んでお
り、時刻１から時刻５においてチャネルＡの情報シンボルとチャネルＢの情報シンボルが
同時に送信されている。
【０４３１】
　そして、時刻６の多重情報シンボルは、時刻７から時刻１１においてチャネルＡの情報
のみが送信されていることを示す情報を含んでおり、時刻７から時刻１１においてチャネ
ルＡの情報のみが送信されている。
【０４３２】
　図３１は、本実施の形態における例えば基地局の送信装置の構成を示しており、変調信
号生成部３１０２は、送信ディジタル信号３１０１、フレーム構成信号３１１９を入力と
し、フレーム構成にしたがったチャネルＡの変調信号３１０３、チャネルＢの変調信号３
１１０を出力する。
【０４３３】
　チャネルＡの無線部３１０５は、チャネルＡの変調信号３１０３を入力とし、チャネル
Ａの送信信号３１０６を出力する。
【０４３４】
　チャネルＡの電力増幅部３１０７は、チャネルＡの送信信号３１０６を入力とし、増幅
し、増幅されたチャネルＡの送信信号３１０８を出力し、チャネルＡのアンテナ３１０９
から電波として出力される。
【０４３５】
　チャネルＢの無線部３１１１は、チャネルＢの変調信号３１１０を入力とし、チャネル
Ｂの送信信号３１１２を出力する。
【０４３６】
　チャネルＢの電力増幅部３１１３は、チャネルＢの送信信号３１１２を入力とし、増幅
し、増幅されたチャネルＢの送信信号３１１４を出力し、チャネルＢのアンテナ３１１５
から電波として出力される。
【０４３７】
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　フレーム構成信号生成部３１１８は、電波伝搬環境情報３１１６および送信データ量情
報３１１７を入力とし、フレーム構成信号３１１９を出力する。
【０４３８】
　図３２は、本実施の形態における例えば端末の受信装置の構成を示しており、無線部３
２０３は、アンテナ３２０１で受信した受信信号３２０２を入力とし、受信直交ベースバ
ンド信号３２０４を出力する。
【０４３９】
　多重情報シンボル復調部３２０５は、受信直交ベースバンド信号３２０４を入力とし、
多重情報データ３２０６を出力する。
【０４４０】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部３２０７は、受信直交ベースバンド信号３２０４を入力
とし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号３２０８を出力する。
【０４４１】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部３２０９は、受信直交ベースバンド信号３２０４を入力
とし、チャネルＢの伝送路歪み推定信号３２１０を出力する。
【０４４２】
　無線部３２１３は、アンテナ３２１１で受信した受信信号３２１２を入力とし、受信直
交ベースバンド信号３２１４を出力する。
【０４４３】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部３２１５は、受信直交ベースバンド信号３２１４を入力
とし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号３２１６を出力する。
【０４４４】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部３２１７は、受信直交ベースバンド信号３２１４を入力
とし、チャネルＢの伝送路歪み推定信号３２１８を出力する。
【０４４５】
　信号処理部３２１９は、チャネルＡの伝送路歪み推定信号３２０８、３２１６、チャネ
ルＢの伝送路歪み推定信号３２１０、３２１８、受信直交ベースバンド信号３２０４、３
２１４、多重情報データ３２０６を入力とし、多重情報データ３２０６にもとづき、チャ
ネルＡの信号３２２０、チャネルＢの信号３２２１を出力する。
【０４４６】
　復調部３２２２は、チャネルＡの信号３２２０、チャネルＢの信号３２２１、多重情報
データ３２０６を入力とし、多重情報データ３２０６にもとづき、復調し、受信ディジタ
ル信号３２２３を出力する。
【０４４７】
　電波伝搬環境推定部３２２４は、受信直交ベースバンド信号３２０４、３２１４を入力
とし、電波伝搬環境、例えば、電界強度、電波伝搬環境の空間的相関性を推定し、電波伝
搬環境推定信号３２２５として出力する。
【０４４８】
　そして、図２９、図３１、図３２を用いて、本実施の形態における、例えば、基地局の
送信装置について説明する。
【０４４９】
　図３２の端末の受信装置のように、例えば、電波伝搬環境推定部３２２４は、受信直交
ベースバンド信号３２０４、３２１４を入力とし、電波伝搬環境、例えば、電界強度、電
波伝搬環境の空間的相関性を推定し、電波伝搬環境推定信号３２２５を出力する。電波伝
搬環境推定信号３２２５の情報は、端末の送信装置から、データとして送信され、基地局
が受信し、復調し、電波伝搬環境推定信号３２２５に相当する情報を基地局が得る。この
情報が、図３１の電波伝搬環境情報３１１６に相当する。
【０４５０】
　フレーム構成信号生成部３１１８は、電波伝搬環境情報３１１６および送信データ量情
報３１１７を入力とし、図２９に示すように、例えば、２９０１の多重情報シンボルがチ
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ャネルＡとチャネルＢのフレームシンボル群が同時に送信されていることを示す情報であ
ることを、２９０２のチャネルＡフレームシンボル群と２９０５のチャネルＢフレームシ
ンボル群が同時の送信されるフレーム構成であることを、そして、２９０３の多重情報シ
ンボルがチャネルＡのフレームシンボル群のみが送信されていることを示す情報であるこ
とを、２９０４のチャネルＡフレームシンボル群のみ送信されるフレーム構成であること
を、フレーム構成信号３１１９として出力する。そして、図３１の変調信号生成部３１０
２は、送信ディジタル信号３１０１、フレーム構成信号３１１９を入力とし、フレーム構
成にしたがったチャネルＡの変調信号３１０３、チャネルＢの変調信号３１１０を出力す
る。
【０４５１】
　次に、図２９、図３２を用いて、本実施の形態における、例えば、端末の受信装置につ
いて説明する。
【０４５２】
　多重情報シンボル復調部３２０５は、受信直交ベースバンド信号３２０４を入力とし、
図２９に示す多重情報シンボルの復調を行う。そして、例えば、２９０１の多重情報シン
ボルを復調した場合チャネルＡとチャネルＢのフレームシンボル群が同時に送信されてい
ることを示す情報を、２９０３の多重シンボルを復調した場合チャネルＡのフレームシン
ボル群のみが送信されていることを示す情報を多重情報データ３２０６として出力する。
【０４５３】
　信号処理部３２１９は、チャネルＡの伝送路歪み推定信号３２０８、３２１６、チャネ
ルＢの伝送路歪み推定信号３２１０、３２１８、受信直交ベースバンド信号３２０４、３
２１４、多重情報データ３２０６を入力とし、例えば、多重情報データ３２０６が、チャ
ネルＡとチャネルＢのフレームシンボル群が同時に送信されていることを示す情報を示し
ている場合、チャネルＡの伝送路歪み推定信号３２０８、３２１６、チャネルＢの伝送路
歪み推定信号３２１０、３２１８、受信直交ベースバンド信号３２０４、３２１４から逆
行列演算を行い、チャネルＡとチャネルＢの信号を分離し、チャネルＡの信号３２２０、
チャネルＢの信号３２２１を出力する。また、多重情報データ３２０６が、チャネルＡの
フレームシンボル群のみが送信されていることを示す情報を示している場合、チャネルＡ
の信号３２２０のみ出力する。
【０４５４】
　復調部３２２２は、チャネルＡの信号３２２０、チャネルＢの信号３２２１、多重情報
データ３２０６を入力とし、多重情報データ３２０６が、チャネルＡとチャネルＢのフレ
ームシンボル群が同時に送信されていることを示す情報を示している場合、チャネルＡの
信号３２２０、チャネルＢの信号３２２１の復調を行い、多重情報データ３２０６が、チ
ャネルＡのフレームシンボル群のみが送信されていることを示す情報を示している場合、
チャネルＡの信号３２２０のみ復調を行い、受信ディジタル信号３２２３を出力する。
【０４５５】
　ＯＦＤＭについても同様に考えられる。図３０、図３１、図３２を用いて、本実施の形
態における、例えば、基地局の送信装置について説明する。
【０４５６】
　図３２の端末の受信装置のように、例えば、電波伝搬環境推定部３２２４は、受信直交
ベースバンド信号３２０４、３２１４を入力とし、電波伝搬環境、例えば、電界強度、電
波伝搬環境の空間的相関性を推定し、電波伝搬環境推定信号３２２５を出力する。電波伝
搬環境推定信号３２２５の情報は、端末の送信装置から、データとして送信され、基地局
が受信し、復調し、電波伝搬環境推定信号３２２５に相当する情報を基地局が得る。この
情報が、図３１の電波伝搬環境情報３１１６に相当する。
【０４５７】
　フレーム構成信号生成部３１１８は、上述の電波伝搬環境情報３１１６および送信デー
タ量情報３１１７を入力とし、図３０に示すように、例えば、時刻０の多重情報シンボル
が時刻１から時刻５においてチャネルＡの情報シンボルとチャネルＢの情報シンボルが同
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時に送信されていることを示す情報を、時刻１から時刻５においてチャネルＡの情報シン
ボルとチャネルＢの情報シンボルが同時に送信されているフレーム構成であることを、時
刻６の多重情報シンボルが時刻７から時刻１１においてチャネルＡの情報のみが送信され
ていることを示す情報を、時刻７から時刻１１においてチャネルＡの情報のみが送信され
ているフレーム構成であることを、フレーム構成信号３１１９として出力する。そして、
図３１の変調信号生成部３１０２は、送信ディジタル信号３１０１、フレーム構成信号３
１１９を入力とし、フレーム構成にしたがったチャネルＡの変調信号３１０３、チャネル
Ｂの変調信号３１１０を出力する。
【０４５８】
　次に、図３０、図３２を用いて、本実施の形態における、例えば、端末の受信装置につ
いて説明する。
【０４５９】
　多重情報シンボル復調部３２０５は、受信直交ベースバンド信号３２０４を入力とし、
図３０に示す多重情報シンボルの復調を行う。そして、例えば、時刻０の多重情報シンボ
ルを復調した場合チャネルＡとチャネルＢのフレームシンボル群が同時に送信されている
ことを示す情報を、時刻６の多重シンボルを復調した場合チャネルＡのフレームシンボル
群のみが送信されていることを示す情報を多重情報データ３２０６として出力する。
【０４６０】
　信号処理部３２１９は、チャネルＡの伝送路歪み推定信号３２０８、３２１６、チャネ
ルＢの伝送路歪み推定信号３２１０、３２１８、受信直交ベースバンド信号３２０４、３
２１４、多重情報データ３２０６を入力とし、例えば、多重情報データ３２０６が、チャ
ネルＡとチャネルＢのフレームシンボル群が同時に送信されていることを示す情報を示し
ている場合、チャネルＡの伝送路歪み推定信号３２０８、３２１６、チャネルＢの伝送路
歪み推定信号３２１０、３２１８、受信直交ベースバンド信号３２０４、３２１４から逆
行列演算を行い、チャネルＡとチャネルＢの信号を分離し、チャネルＡの信号３２２０、
チャネルＢの信号３２２１を出力する。また、多重情報データ３２０６が、チャネルＡの
フレームシンボル群のみが送信されていることを示す情報を示している場合、チャネルＡ
の信号３２２０のみ出力する。
【０４６１】
　復調部３２２２は、チャネルＡの信号３２２０、チャネルＢの信号３２２１、多重情報
データ３２０６を入力とし、多重情報データ３２０６が、チャネルＡとチャネルＢのフレ
ームシンボル群が同時に送信されていることを示す情報を示している場合、チャネルＡの
信号３２２０、チャネルＢの信号３２２１の復調を行い、多重情報データ３２０６が、チ
ャネルＡのフレームシンボル群のみが送信されていることを示す情報を示している場合、
チャネルＡの信号３２２０のみ復調を行い、受信ディジタル信号３２２３を出力する。
【０４６２】
　ただし、本実施の形態において、多重するチャネル数を２として説明したが、これに限
ったものではない。また、フレーム構成は、図２９、図３０に限ったものではない。
【０４６３】
　また、本実施の形態における送信装置の構成は、図３１に限ったものではなく、チャネ
ル数が増えた場合、それに応じて、図３１の３１０３から３１０９で構成する部分が増え
ることになる。
【０４６４】
　また、本実施の形態における受信装置の構成は、図３２に限ったものではない。
【０４６５】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０４６６】
　以上のように本実施の形態によれば、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信する場合と、１つのチャネルの変調信号をアンテナから送信する場
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合を切り替える送信方法、その送信方法における送信装置および受信装置とすることで、
同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、データの伝送速度が向上する
と同時に、受信装置において、受信した多重変調信号を容易に分離することができる。
【０４６７】
　（実施の形態８）
　実施の形態８では、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多重する送信方法の
同期のためのシンボルの送信方法、その送信方法における送信装置および受信装置につい
て説明する。
【０４６８】
　図２は、本実施の形態における送信装置の構成の一例を示している。
【０４６９】
　図４は、本実施の形態における同相－直交平面における信号点配置を示している。
【０４７０】
　図３３は、本実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示しており、３
３０１、３３０５は同期シンボル、３３０２、３３０４はガードシンボル、３３０３、３
３０６はデータシンボルを示している。
【０４７１】
　図３４は、本実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示しており、３
４０１は同期シンボル、３４０２、３４０４はデータシンボル、３４０３はガードシンボ
ルを示している。
【０４７２】
　図３５は、図２の変調信号生成部２０２、２１２の構成の一例を示しており、図３と同
様に動作する部分については同一符号を付した。同期シンボル変調信号生成部３５０１は
フレーム構成信号３１１を入力とし、フレーム構成信号３１１が同期シンボルを示してい
る場合、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３５０２および直交成分３
５０３を出力する。
【０４７３】
　同相成分切り替え部３１２は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の同相成分３
０３、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３５０２、ガードシンボルの
送信直交ベースバンド信号の同相成分３０９、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレ
ーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベースバンド信号の同相成分
を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１３として出力する。
【０４７４】
　直交成分切り替え部３１４は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の直交成分３
０４、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の直交成分３５０３、ガードシンボルの
送信直交ベースバンド信号の直交成分３１０、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレ
ーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベースバンド信号の直交成分
を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１５として出力する。
【０４７５】
　図３６は、図２の変調信号生成部２０２、２１２の構成の一例を示しており、ガードシ
ンボルまたは同期シンボル変調信号生成部３６０１は、フレーム構成信号３１１を入力と
し、ガードシンボルまたは同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３６０２
および直交成分３６０３を出力する。
【０４７６】
　図３７は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、無線部３７０３
はアンテナ３７０１で受信した受信信号３７０２を入力とし、受信直交ベースバンド信号
３７０４を出力とする。
【０４７７】
　伝送路歪み推定部３７０５は、受信直交ベースバンド信号３７０４、タイミング信号３
７１９を入力とし、伝送路歪み推定信号３７０６を出力する。
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【０４７８】
　無線部３７０８は、アンテナ３７０６で受信した受信信号３７０７を入力とし、受信直
交ベースバンド信号３７０９を出力する。
【０４７９】
　伝送路歪み推定部３７１０は、受信直交ベースバンド信号３７０９、タイミング信号３
７１９を入力とし、伝送路歪み推定信号３７１１を出力する。
【０４８０】
　無線部３７１４は、アンテナ３７１２で受信した受信信号３７１３を入力とし、受信直
交ベースバンド信号３７１５を出力する。
【０４８１】
　伝送路歪み推定部３７１６は、受信直交ベースバンド信号３７１５、タイミング信号３
７１９を入力とし、伝送路歪み推定信号３７１７を出力する。
【０４８２】
　同期部３７１７は、受信直交ベースバンド信号３７１５を入力とし、送信装置が送信し
た同期シンボルを検索することで、送信装置と同期をとり、タイミング信号３７１９を出
力する。
【０４８３】
　信号分離部３７２０は、受信直交ベースバンド信号３７０４、３７０９、３７１５、伝
送路歪み推定信号３７０６、３７１１、３７１７、タイミング信号３７１９を入力とし、
チャネルＡの受信直交ベースバンド信号３７２１、チャネルＢの直交ベースバンド信号３
７２２を出力する。
【０４８４】
　復調部３７２３は、チャネルＡの受信直交ベースバンド信号３７２１を入力とし、受信
ディジタル信号３７２４を出力する。
【０４８５】
　復調部３７２５は、チャネルＢの受信直交ベースバンド信号３７２２を入力とし、受信
ディジタル信号３７２５を出力する。
【０４８６】
　図３８は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７と同様に
動作する部分については同一符号を付した。
【０４８７】
　同期部３８０１は、受信直交ベースバンド信号３８０１を入力とし、送信装置が送信し
た同期シンボルを検索することで、送信装置と同期をとり、タイミング信号３８０２を出
力する。
【０４８８】
　伝送路歪み推定部３７０５は、受信直交ベースバンド信号３７０４、タイミング信号３
８０２を入力とし、伝送路歪み推定信号３７０５を出力する。
【０４８９】
　同期部３８０３は、受信直交ベースバンド信号３８０９を入力とし、送信装置が送信し
た同期シンボルを検索することで、送信装置と同期をとり、タイミング信号３８０４を出
力する。
【０４９０】
　伝送路歪み推定部３７１０は、受信直交ベースバンド信号３７０９、タイミング信号３
８０４を入力とし、伝送路歪み推定信号３７１１を出力する。
【０４９１】
　同期部３８０５は、受信直交ベースバンド信号３８１５を入力とし、送信装置が送信し
た同期シンボルを検索することで、送信装置と同期をとり、タイミング信号３８０６を出
力する。
【０４９２】
　伝送路歪み推定部３７１６は、受信直交ベースバンド信号３７１５、タイミング信号３
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８０６を入力とし、伝送路歪み推定信号３７１７を出力する。
【０４９３】
　図３９は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７と同様に
動作する部分については同一符号を付した。
【０４９４】
　電界強度推定部３９０１は、受信信号３７０２を入力とし、電界強度を推定し、電界強
度推定信号３９０２を出力する。
【０４９５】
　電界強度推定部３９０３は、受信信号３７０７を入力とし、電界強度を推定し、電界強
度推定信号３９０４を出力する。電界強度推定部３９０３は、受信信号３７０７を入力と
し、電界強度を推定し、電界強度推定信号３９０４を出力する。
【０４９６】
　図４０は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０４９７】
　信号選択部４００１は、電界強度推定信号３９０２、３９０４、３９０６、受信直交ベ
ースバンド信号３７０４、３７０９、３７１５を入力とし、電界強度推定信号のなかで例
えば、もっとも電界強度が強い信号を受信したアンテナの受信直交直交ベースバンド信号
を選択し、選択した受信直交ベースバンド信号４００２として出力する。
【０４９８】
　同期部４００３は、選択した受信直交ベースバンド信号４００２を入力とし、送信装置
が送信した同期シンボルを検索することで、送信装置と同期をとり、タイミング４００４
を出力する。
【０４９９】
　図４１は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３９と同様に
動作する部分については同一符号を付した。
【０５００】
　図４２は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３９、図４０
と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０５０１】
　そして、図２、図４、図３３、図３４、図３５、図３６を用いて、送信装置の動作につ
いて説明する。
【０５０２】
　図２において、フレーム構成信号生成部２０９は、図３３または、図３４に示したフレ
ーム構成の情報をフレーム構成信号２１０として出力する。チャネルＡの変調信号生成部
２０２は、フレーム構成信号２１０、チャネルＡの送信ディジタル信号２０１を入力とし
、フレーム構成にしたがったチャネルＡの変調信号２０３を出力する。そして、チャネル
Ｂの変調信号生成部２１２は、フレーム構成信号２１０、チャネルＢの送信ディジタル信
号２１１を入力とし、フレーム構成にしたがったチャネルＢの変調信号２１３を出力する
。
【０５０３】
　次に、フレーム構成図３３のときの変調信号生成部２０２、２１２の動作を図３５を用
いて、チャネルＡの送信部を例に説明する。
【０５０４】
　データシンボル変調信号生成部３０２は、送信ディジタル信号３０１つまり図２のチャ
ネルＡの送信ディジタル信号２０１およびフレーム構成信号３１１つまり図２のフレーム
構成信号２１０を入力とし、フレーム構成信号３１１がデータシンボルであることを示し
ていた場合、データシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０３および直交成
分３０４を出力する。
【０５０５】
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　同期シンボル変調信号生成部３５０１は、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレー
ム構成信号が同期シンボルであることを示していた場合、同期シンボルの送信直交ベース
バンド信号の同相成分３５０２および直交成分３５０３を出力する。
【０５０６】
　ガードシンボル変調信号生成部３０８は、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレー
ム構成信号がガードシンボルであることを示していた場合、ガードシンボルの送信直交ベ
ースバンド信号の同相成分３０９および直交成分３１０を出力する。
【０５０７】
　このときの同相－直交平面における各シンボルの信号点配置を図４のとおりである。デ
ータシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０３および直交成分３０４の信号
点配置は、図４の４０１のとおりである。そして、同期シンボルの送信直交ベースバンド
信号の同相成分３５０２および直交成分３５０３の信号点配置は、図４の４０２のとおり
である。また、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０９および直交
成分３１０の信号点配置は、図４の４０３のとおりである。
【０５０８】
　同相成分切り替え部３１２は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の同相成分３
０３、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３５０２、ガードシンボルの
送信直交ベースバンド信号の同相成分３０９、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレ
ーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベースバンド信号の同相成分
を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１３として出力する。
【０５０９】
　直交成分切り替え部３１４は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の直交成分３
０４、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の直交成分３５０３、ガードシンボルの
送信直交ベースバンド信号の直交成分３１０、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレ
ーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベースバンド信号の直交成分
を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１５として出力する。
【０５１０】
　直交変調器３１６は、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１３および選
択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１５を入力とし、直交変調し、変調信号
３１７つまり図２の２０３を出力する。
【０５１１】
　次に、フレーム構成図３４のときの変調信号生成部２０２、２１２の動作を図３６を用
いて説明する。
【０５１２】
　変調信号生成部２０２の動作について説明する。データシンボル変調信号生成部３０２
は、送信ディジタル信号３０１つまり図３４のチャネルＡの送信ディジタル信号２０１お
よびフレーム構成信号３１１つまり図３４のフレーム構成信号２１０を入力とし、フレー
ム構成信号３１１がデータシンボルであることを示していた場合、データシンボルの送信
直交ベースバンド信号の同相成分３０３および直交成分３０４を出力する。
【０５１３】
　同期シンボル変調信号生成部３６０１は、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレー
ム構成信号が同期シンボルであることを示していた場合、同期シンボルの送信直交ベース
バンド信号の同相成分３６０２および直交成分３６０３を出力する。
【０５１４】
　このときの同相－直交平面における各シンボルの信号点配置を図４のとおりである。デ
ータシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０３および直交成分３０４の信号
点配置は、図４の４０１のとおりである。そして、同期シンボルの送信直交ベースバンド
信号の同相成分３６０２および直交成分３６０３の信号点配置は、図４の４０２のとおり
である。
【０５１５】



(57) JP 2009-284494 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

　同相成分切り替え部３１２は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の同相成分３
０３、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３６０２、フレーム構成信号
３１１を入力とし、フレーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベー
スバンド信号の同相成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１
３として出力する。
【０５１６】
　直交成分切り替え部３１４は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の直交成分３
０４、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の直交成分３６０３、フレーム構成信号
３１１を入力とし、フレーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベー
スバンド信号の直交成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１
５として出力する。
【０５１７】
　直交変調器３１６は、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１３および選
択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１５を入力とし、直交変調し、変調信号
３１７つまり図２の２０３を出力する。
【０５１８】
　変調信号生成部２１２の動作について説明する。データシンボル変調信号生成部３０２
は、送信ディジタル信号３０１つまり図３４のチャネルＢの送信ディジタル信号２０１お
よびフレーム構成信号３１１つまり図３４のフレーム構成信号２１０を入力とし、フレー
ム構成信号３１１がデータシンボルであることを示していた場合、データシンボルの送信
直交ベースバンド信号の同相成分３０３および直交成分３０４を出力する。
【０５１９】
　ガードシンボル変調信号生成部３６０１は、フレーム構成信号３１１を入力とし、フレ
ーム構成信号がガードシンボルであることを示していた場合、ガードシンボルの送信直交
ベースバンド信号の同相成分３６０２および直交成分３６０３を出力する。
【０５２０】
　このときの同相－直交平面における各シンボルの信号点配置を図４のとおりである。デ
ータシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３０３および直交成分３０４の信号
点配置は、図４の４０１のとおりである。そして、ガードシンボルの送信直交ベースバン
ド信号の同相成分３６０２および直交成分３６０３の信号点配置は、図４の４０３のとお
りである。
【０５２１】
　同相成分切り替え部３１２は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の同相成分３
０３、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分３６０２、フレーム構成信
号３１１を入力とし、フレーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベ
ースバンド信号の同相成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３
１３として出力する。
【０５２２】
　直交成分切り替え部３１４は、データシンボル送信直交ベースバンド信号の直交成分３
０４、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の直交成分３６０３、フレーム構成信
号３１１を入力とし、フレーム構成信号３１１で示されたシンボルに相当する送信直交ベ
ースバンド信号の直交成分を選択し、選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３
１５として出力する。
【０５２３】
　直交変調器３１６は、選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分３１３および選
択された送信直交ベースバンド信号の直交成分３１５を入力とし、直交変調し、変調信号
３１７つまり図２の２１３を出力する。
【０５２４】
　次に、図３７、図３８、図３９、図４０、図４１、図４２を用いて、受信装置の動作に
ついて説明する。
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【０５２５】
　図３７を用いて受信装置の動作について説明する。
【０５２６】
　無線部３７１４は、アンテナ３７１２で受信した受信信号３７１３を入力とし、受信直
交ベースバンド信号３７１５を出力する。
【０５２７】
　同期部３７１８は、受信直交ベースバンド信号３７１５を入力とし、送信装置が送信し
た信号のうちの同期シンボルを検出し、送信装置と時間同期したタイミング信号３７１９
を出力する。タイミング信号３７１９は、受信装置における各部で使用するタイミング信
号とする。
【０５２８】
　次に、図３８を用いて受信装置の動作について説明する。
【０５２９】
　無線部３７０３は、アンテナ３７０１で受信した受信信号３７０２を入力とし、受信直
交ベースバンド信号３７０４を出力する。
【０５３０】
　同期部３８０１は、受信直交ベースバンド信号３７０４を入力とし、送信装置が送信し
た信号のうちの同期シンボルを検出し、送信装置と時間同期したタイミング信号３８０２
を出力する。タイミング信号３８０２は、例えば、伝送路歪み推定部３７０５、信号分離
部３８０７に入力され、受信直交ベースバンド信号３７０４からタイミング信号３８０２
のタイミングにあわせて信号を抽出し、信号処理を行う。
【０５３１】
　無線部３７０８は、アンテナ３７０６で受信した受信信号３７０７を入力とし、受信直
交ベースバンド信号３７０９を出力する。
【０５３２】
　同期部３８０３は、受信直交ベースバンド信号３７０９を入力とし、送信装置が送信し
た信号のうちの同期シンボルを検出し、送信装置と時間同期したタイミング信号３８０４
を出力する。タイミング信号３８０４は、例えば、伝送路歪み推定部３７１０、信号分離
部３８０７に入力され、受信直交ベースバンド信号３７０９からタイミング信号３８０４
のタイミングにあわせて信号を抽出し、信号処理を行う。
【０５３３】
　無線部３７１４は、アンテナ３７１２で受信した受信信号３７１３を入力とし、受信直
交ベースバンド信号３７１５を出力する。
【０５３４】
　同期部３８０５は、受信直交ベースバンド信号３７１５を入力とし、送信装置が送信し
た信号のうちの同期シンボルを検出し、送信装置と時間同期したタイミング信号３８０６
を出力する。タイミング信号３８０６は、例えば、伝送路歪み推定部３７１６、信号分離
部３８０７に入力され、受信直交ベースバンド信号３７１５からタイミング信号３８０６
のタイミングにあわせて信号を抽出し、信号処理を行う。
【０５３５】
　次に、図３９を用いて受信装置の動作について説明する。
【０５３６】
　電界強度推定部３９０１は、アンテナ３７０１で受信した受信信号３７０２を入力とし
、受信電界強度を推定し、電界強度推定信号３９０２を出力する。
【０５３７】
　同様に、電界強度推定部３９０３は、アンテナ３７０６で受信した受信信号３７０７を
入力とし、受信電界強度を推定し、電界強度推定信号３９０４を出力する。また、電界強
度推定部３９０５は、アンテナ３７１２で受信した受信信号３７１３を入力とし、受信電
界強度を推定し、電界強度推定信号３９０６を出力する。
【０５３８】
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　同期部３９０７は、受信直交ベースバンド信号３７０４を入力とし、送信装置が送信し
た信号のうちの同期シンボルを検出し、送信装置と時間同期したタイミング信号３９０８
を出力する。
【０５３９】
　同様に、同期部３９０９は、受信直交ベースバンド信号３７０９を入力とし、送信装置
が送信した信号のうちの同期シンボルを検出し、送信装置と時間同期したタイミング信号
３９１０を出力する。また、同期部３９１１は、受信直交ベースバンド信号３７１５を入
力とし、送信装置が送信した信号のうちの同期シンボルを検出し、送信装置と時間同期し
たタイミング信号３９１２を出力する。
【０５４０】
　同期信号選択部３９１３は、電界強度推定信号３９０２、３９０４、３９０６、タイミ
ング信号３９０８、３９１０、３９１２を入力とし、例えば、電界強度推定信号から、ア
ンテナ３７０１の受信信号の電界強度が最も良い場合、タイミング信号３９０８を選択さ
れたタイミング信号３９１４として出力する。このように、受信電界強度が最も良い受信
信号から求めたタイミング信号を受信装置のタイミング信号とする。
【０５４１】
　次に、図４０を用いて受信装置の動作について説明する。
【０５４２】
　信号選択部４００１は、電界強度推定信号３９０２、３９０４、３９０６、受信直交ベ
ースバンド信号３７０４、３７０９、３７１５を入力とし、例えば、電界強度信号から、
アンテナ３７０１の受信信号の電界強度が最も良い場合、受信直交ベースバンド信号３７
０４を選択された受信直交ベースバンド信号４００２として出力する。
【０５４３】
　同期部４００３は選択された受信直交ベースバンド信号４００２を入力とし、送信装置
が送信した信号のうちの同期シンボルを検出し、送信装置と時間同期したタイミング信号
４００４を出力する。このように、受信電界強度が最も良い受信信号から求めたタイミン
グ信号を受信装置のタイミング信号とする。
【０５４４】
　次に、図４１を用いて受信装置の動作について説明する。
【０５４５】
　図４１は、図３９において、電界強度を受信直交ベースバンド信号を用いて求めている
点が異なる。
【０５４６】
　電界強度推定部３９０１は、受信直交ベースバンド信号３７０４を入力とし、受信電界
強度を推定し、電界強度推定信号３９０２を出力する。
【０５４７】
　電界強度推定部３９０３は、受信直交ベースバンド信号３７０９を入力とし、受信電界
強度を推定し、電界強度推定信号３９０４を出力する。
【０５４８】
　電界強度推定部３９０５は、受信直交ベースバンド信号３７１５を入力とし、受信電界
強度を推定し、電界強度推定信号３９０６を出力する。
【０５４９】
　図４２は、図４０において、電界強度を受信直交ベースバンド信号を用いて求めている
点が異なる。
【０５５０】
　以上の説明で、電波伝搬環境のパラメータとして電界強度を例に説明したがこれに限っ
たものではなく、ドップラ周波数、マルチパスのパス数などをパラメータとしてもよい。
【０５５１】
　以上より、送信装置と受信装置の時間同期を行うことができる。
【０５５２】
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　ただし、本実施の形態において、多重するチャネル数を２として説明したが、これに限
ったものではない。また、フレーム構成は、図３３、図３４に限ったものではない。デー
タシンボルの変調方式は、ＱＰＳＫ変調に限ったものではなく、それぞれのチャネルの変
調方式が違っていてもよい。そして、すべてのチャネルがスペクトル拡散通信方式をもち
いてもよい。また、スペクトル拡散通信方式とスペクトル拡散通信方式をもちいていない
方式が混在していてもよい。
【０５５３】
　また、図３３、図３４の同期シンボルは、受信装置が、送信装置との時間同期を行うた
めのシンボルとしているがこれに限ったものではなく、例えば、受信装置が送信装置との
周波数オフセットを推定するためのシンボルとしてもよい。
【０５５４】
　また、本実施の形態における送信装置の構成は、図２、図３５、図３６に限ったもので
はなく、チャネル数が増えた場合、それに応じて、図２の２０１から２０８で構成する部
分が増えることになる。
【０５５５】
　また、本実施の形態における受信装置の構成は、図３７、図３８、図３９、図４０、図
４１、図４２に限ったものではなく、アンテナ数を増加させてもよい。
【０５５６】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０５５７】
　以上のように本実施の形態によれば、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多
重する送信方法の同期のためのシンボルの送信方法、その送信方法における送信装置およ
び受信装置とすることで、同一周波数に複数のチャネルの変調信号を多重することで、デ
ータの伝送速度が向上すると同時に、送信装置および受信装置の時間同期を行うことがで
きる。
【０５５８】
　（実施の形態９）
　実施の形態９では、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから
送信する送信方法において、スペクトル拡散通信方式における同期シンボルの送信方法、
およびその送信装置および受信装置について説明する。
【０５５９】
　図４は、本実施の形態における同相－直交平面における信号点配置を示している。
【０５６０】
　図１２は、本実施の形態における送信装置の構成の一例を示している。
【０５６１】
　図４３は、本実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示しており、４
３０１、４３０５は同期シンボル、４３０２、４３０４はガードシンボル、４３０３、４
３０６はデータシンボルである。
【０５６２】
　図４４は、本実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示しており、４
４０１は同期シンボル、４４０２、４４０４はデータシンボル、４４０３はガードシンボ
ルである。
【０５６３】
　図４５は、本実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示しており、４
５０３、４５０５、４５０７はガードシンボル、４５０２、４５０４、４５０６、４５０
８はデータシンボル、４５０１は同期シンボルである。
【０５６４】
　図４６は、図１２の変調信号生成部１２０２、１２１０の構成の一例を示しており、図
１３と同様に動作する部分については同一符号を付した。
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【０５６５】
　ガードシンボル変調信号生成部４６０１は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フ
レーム構成信号１３２０がガードシンボルを示している場合、ガードシンボルの送信直交
ベースバンド信号の同相成分４６０２および直交成分４６０３を出力する。
【０５６６】
　同期シンボル変調信号生成部４６０４は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレ
ーム構成信号１３２０が同期シンボルを示している場合、同期シンボルの送信直交ベース
バンド信号の同相成分４６０５および直交成分４６０６を出力する。
【０５６７】
　図４７は、図１２の変調信号生成部１２０２、１２１０の構成の一例を示しており、図
１３と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０５６８】
　ガードシンボルまたは同期シンボル変調信号生成部４７０１は、フレーム構成信号１３
２０を入力とし、ガードシンボルまたは同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相
成分４７０２および直交成分４７０３を出力する。
【０５６９】
　図４８は、図１２の変調信号生成部１２０２、１２１０の構成の一例を示しており、図
１３と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０５７０】
　一次変調部４８０２は、制御情報４８０１、フレーム構成信号１３２０を入力とし、一
次変調後の送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０３および直交成分４８０４を出力
する。
【０５７１】
　同期シンボル変調信号生成部４８０５は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、同期
シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０６および直交成分４８０７を出力
する。
【０５７２】
　拡散部４８０８は、一次変調後の送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０３および
直交成分４８０４、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０６および
直交成分４８０７、拡散符号１３１７、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレーム
構成信号１３２０に対応したシンボルの拡散後の送信直交ベースバンド信号の同相成分４
８０９および直交成分４８１０を出力する。
【０５７３】
　図４９は、図１２の変調信号生成部１２０２、１２１０の構成の一例を示しており、図
１３、図４８と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０５７４】
　ガードシンボル変調信号生成部４９０１は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、ガ
ードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４９０２および直交成分４９０３を
出力する。
【０５７５】
　拡散部４８０８は、一次変調後の送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０３および
直交成分４８０４、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４９０２およ
び直交成分４９０３、拡散符号１３１７、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレー
ム構成信号１３２０に対応したシンボルの拡散後の送信直交ベースバンド信号の同相成分
４８０９および直交成分４８１０を出力する。
【０５７６】
　図３７は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示している。
【０５７７】
　図３８は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示している。
【０５７８】
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　図３９は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示している。
【０５７９】
　図４０は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示している。
【０５８０】
　図４１は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示している。
【０５８１】
　図４２は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示している。
【０５８２】
　そして、図４、図１２、図４３、図４４、図４５、図４６、図４７、図４８、図４９を
用いて、送信装置の動作について説明する。
【０５８３】
　図１２において、フレーム構成生成部１２１７は、図４３または図４４または図４５に
示したフレーム構成の情報をフレーム構成信号１２１８として出力する。スペクトル拡散
通信方式Ａの変調信号生成部１２０２は、フレーム構成信号１２１８、スペクトル拡散通
信方式Ａの送信ディジタル信号１２０１を入力とし、フレーム構成にしたがったスペクト
ル拡散通信方式Ａの変調信号１２０３を出力する。そして、スペクトル拡散通信方式Ｂの
変調信号生成部１２１０は、フレーム構成信号１２１８、スペクトル拡散通信方式Ｂの送
信ディジタル信号１２０９を入力とし、フレーム構成にしたがったスペクトル拡散通信方
式Ｂの変調信号１２１１を出力する。
【０５８４】
　次に、フレーム構成が図４３のときの変調信号生成部１２０２、１２１０の動作を図４
６を用いて、スペクトル拡散通信方式Ａの送信部を例に説明する。
【０５８５】
　スペクトル拡散通信方式Ａの送信部において、図４６のガードシンボル変調信号生成部
４６０１は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレーム構成信号１３２０がガード
シンボルを示している場合、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４６
０２および直交成分４６０３を出力する。
【０５８６】
　同期シンボル変調信号生成部４６０４は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレ
ーム構成信号１３２０が同期シンボルを示している場合、同期シンボルの送信直交ベース
バンド信号の同相成分４６０５および直交成分４６０６を出力する。
【０５８７】
　このときの同相－直交平面における各シンボルの信号点配置を図４のとおりである。デ
ータシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分１３１１、１３１８および直交成分
１３１２、１３１９の信号点配置は、図４の４０１のとおりである。そして、同期シンボ
ルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４６０５および直交成分４６０６の信号点配置
は、図４の４０２のとおりである。また、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の
同相成分４６０２および直交成分４６０３の信号点配置は、図４の４０３のとおりである
。
【０５８８】
　次に、フレーム構成が図４４のときの変調信号生成部１２０２、１２１０の動作を図４
７を用いて、スペクトル拡散通信方式Ａ、スペクトル拡散通信方式Ｂの送信部を例に説明
する。
【０５８９】
　スペクトル拡散通信方式Ａの送信部において、変調信号生成部１２０２の詳細の構成は
、図４７のとおりである。図４７のガードシンボルまたは同期シンボル変調信号生成部４
７０１は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレーム構成信号１３２０が同期シン
ボルを示している場合、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４７０２お
よび直交成分４７０３を出力する。
【０５９０】
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　スペクトル拡散通信方式Ｂの送信部において、変調信号生成部１２１０の詳細の構成は
図４７のとおりである。図４７のガードシンボルまたは同期シンボル変調信号生成部４７
０１は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレーム構成信号１３２０がガードシン
ボルを示している場合、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４７０２
および直交成分４７０３を出力する。
【０５９１】
　このときの同相－直交平面における各シンボルの信号点配置を図４のとおりである。デ
ータシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分１３１１、１３１８および直交成分
１３１２、１３１９の信号点配置は、図４の４０１のとおりである。そして、同期シンボ
ルの送信直交ベースバンド信号の同相成分および直交成分の信号点配置は、図４の４０２
のとおりである。また、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分および直
交成分の信号点配置は、図４の４０３のとおりである。
【０５９２】
　次に、フレーム構成が、図４５のときの変調信号生成部１２０２、１２１０の動作を図
４８、図４９を用いてスペクトル拡散通信方式Ａ、スペクトル拡散通信方式Ｂの送信部を
例に説明する。
【０５９３】
　スペクトル拡散通信方式Ａの送信部において、変調信号生成部１２０２の詳細の構成は
、図４８のとおりである。図４８の一次変調部４８０２は、制御情報４８０１およびフレ
ーム構成信号１３２０を入力とし、制御情報の送信直交ベースバンド信号の同相成分４８
０３および直交成分４８０４を出力する。
【０５９４】
　同期シンボル変調信号生成部４８０５は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレ
ーム構成信号が同期シンボルであることを示している場合、同期シンボルの送信直交ベー
スバンド信号の同相成分４８０６および直交成分４８０７を出力する。
【０５９５】
　拡散部４８０８は、制御情報の送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０３および直
交成分４８０４、同期シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０６および直
交成分４８０７、拡散符号１３１７、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレーム構
成信号１３２０の示しているシンボルの送信直交ベースバンド信号と拡散符号１３１７を
乗算し、制御チャネルの拡散後の送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０９および直
交成分４８１０を出力する。
【０５９６】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの送信部において、変調信号生成部１２１０の詳細の構成は
、図４９のとおりである。
【０５９７】
　ガードシンボル変調信号生成部４９０１は、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フ
レーム構成信号がガードシンボルであることを示している場合、ガードシンボルの送信直
交ベースバンド信号の同相成分４９０２および直交成分４９０３を出力する。
【０５９８】
　拡散部４８０８は、制御情報の送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０３および直
交成分４８０４、ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分４９０２および
直交成分４９０３、拡散符号１３１７、フレーム構成信号１３２０を入力とし、フレーム
構成信号１３２０の示しているシンボルの送信直交ベースバンド信号と拡散符号１３１７
を乗算し、制御チャネルの拡散後の送信直交ベースバンド信号の同相成分４８０９および
直交成分４８１０を出力する。
【０５９９】
　このときの同相－直交平面における各シンボルの信号点配置を図４のとおりである。デ
ータシンボル、制御シンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分および直交成分の信
号点配置は、図４の４０１のとおりである。そして、同期シンボルの送信直交ベースバン
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ド信号の同相成分および直交成分の信号点配置は、図４の４０２のとおりである。また、
ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分および直交成分の信号点配置は、
図４の４０３のとおりである。
【０６００】
　次に、図３７、図３８、図３９、図４０、図４１、図４２を用いて、受信装置の動作に
ついて説明する。
【０６０１】
　図３７、図３８、図３９、図４０、図４１、図４２において、復調部３７２３、３７２
５は、スペクトル拡散通信方式の復調、つまり、逆拡散をし、その後、復調する。
【０６０２】
　以上の説明で、電波伝搬環境のパラメータとして電界強度を例に説明したがこれに限っ
たものではなく、ドップラ周波数、マルチパスのパス数などをパラメータとしてもよい。
【０６０３】
　以上より、送信装置と受信装置の時間同期を行うことができる。
【０６０４】
　ただし、本実施の形態において、送信アンテナを２として説明したがこれに限ったもの
ではない。また、多重するスペクトル拡散通信方式数を２として説明したが、これに限っ
たものではない。また、フレーム構成は、図４３、図４４、図４５に限ったものではない
。また、スペクトル拡散通信方式Ａ、Ｂともに多重数を２チャネルとしているが、これに
限ったものではない。
【０６０５】
　また、図４３、図４４、図４５の同期シンボルは、受信装置が、送信装置との時間同期
を行うためのシンボルとしているがこれに限ったものではなく、例えば、受信装置が送信
装置との周波数オフセットを推定するためシンボルとしてもよい。
【０６０６】
　本実施の形態における送信装置の構成は、図１２、図１３に限ったものではなく、スペ
クトル拡散通信方式数が増えた場合、それに応じて、図１２の１２０１から１２０８で構
成する部分が増えることになる。また、チャネル数が増えた場合、それに応じて、の１３
０６、１３０９で構成する部分が増えることになる。
【０６０７】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０６０８】
　以上のように本実施の形態によれば、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信する送信方法において、スペクトル拡散通信方式における同期シン
ボルの送信方法、およびその送信装置および受信装置とすることで、同一周波数に複数の
チャネルの変調信号を多重することで、データの伝送速度が向上すると同時に、送信装置
および受信装置の時間同期を行うことができる。
【０６０９】
　（実施の形態１０）
　実施の形態１０では、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナか
ら送信する送信方法において、ＯＦＤＭ方式における同期シンボルの送信方法、それを用
いた送信装置および受信装置について説明する。
【０６１０】
　図４は、同相Ｉ－直交Ｑ平面における信号点配置を示している。
【０６１１】
　図２５は、本実施の形態における送信装置の構成の一例である。
【０６１２】
　図５０は、本実施の形態における時間、周波数軸におけるフレーム構成の一例を示して
おり、５００１は同期シンボル、５００２はデータシンボルである。
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【０６１３】
　図５１は、本実施の形態における時間、周波数軸におけるフレーム構成の一例を示して
おり、５１０１は同期シンボル、５１０２はデータシンボルである。
【０６１４】
　図５２は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図２６と同様に
動作する部分については同一符号を付した。
【０６１５】
　同期部５２０１は、受信直交ベースバンド信号２６０４を入力とし、送信装置との時間
同期をとり、タイミング信号５２０２を出力する。
【０６１６】
　同期部５２０３は、受信直交ベースバンド信号２６１４を入力とし、送信装置との時間
同期をとり、タイミング信号５２０４を出力する。
【０６１７】
　図５３は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図２６と同様に
動作する部分については同一符号を付した。
【０６１８】
　同期部５３０１は、受信直交ベースバンド信号２６０４を入力とし、送信装置との時間
同期をとり、タイミング信号５３０２を出力する。
【０６１９】
　図５４は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６２０】
　離散フーリエ変換部５４０１は、受信直交ベースバンド信号３７０４、選択されたタイ
ミング信号３９１４を入力とし、離散フーリエ変換後の信号５４０２を出力する。
【０６２１】
　同様に、離散フーリエ変換部５４０３は、受信直交ベースバンド信号３７０９、選択さ
れたタイミング信号３９１４を入力とし、離散フーリエ変換後の信号５４０４を出力する
。
【０６２２】
　また、離散フーリエ変換部５４０５は、受信直交ベースバンド信号３７１５、選択され
たタイミング信号３９１４を入力とし、離散フーリエ変換後の信号５４０６を出力する。
【０６２３】
　図５５は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
、図４０、図５４と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６２４】
　図５６は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
、図５４と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６２５】
　図５７は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
、図４０、図５４と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６２６】
　そして、図４、図２５、図５０、図５１を用いて、送信装置の動作について説明する。
【０６２７】
　図５０のフレーム構成の変調信号を送信する送信装置について説明する。
【０６２８】
　図２５のフレーム構成信号生成部２５２１は、図５０のフレーム構成の情報をフレーム
構成信号２５２２として出力する。
【０６２９】
　図５０において、時間０で、チャネルＡで同期シンボルを送信しているとき、チャネル
Ｂは信号を送信しない。つまり、図４の４０３の信号となる。同様に、時間１で、チャネ
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ルＢで同期シンボルを送信しているとき、チャネルＡは信号を送信しない。つまり、図４
の４０３の信号となる。
【０６３０】
　図５１のフレーム構成の変調信号を送信する送信装置について説明する。
【０６３１】
　図２５のフレーム構成信号生成部２５２１は、図５１のフレーム構成の情報をフレーム
構成信号２５２２として出力する。
【０６３２】
　図５１において、時間０で、チャネルＡで同期シンボルを送信しているとき、チャネル
Ｂは信号を送信しない。つまり、図４の４０３の信号となる。
【０６３３】
　次に、図５０、図５１、図５２、図５３、図５４、図５５、図５６、図５７を用いて、
本実施の形態における受信装置について説明する。
【０６３４】
　図５２において、同期部５２０１は、受信直交ベースバンド信号２６０４を入力とし、
図５０または図５１で送信された同期シンボルを検出することで送信装置との時間同期を
とり、タイミング信号５２０２として出力する。
【０６３５】
　離散フーリエ変換部２６０５は、受信直交ベースバンド信号２６０４、タイミング信号
５２０２を入力とし、タイミング信号５２０２にもとづいて、受信直交ベースバンド信号
２６０４を離散フーリエ変換し、離散フーリエ変換後の信号２６０６を出力する。
【０６３６】
　同期部５２０３は、受信直交ベースバンド信号２６１４を入力とし、図５０または図５
１で送信された同期シンボルを検出することで送信装置との時間同期をとり、タイミング
信号５２０４として出力する。
【０６３７】
　離散フーリエ変換部２６１５は、受信直交ベースバンド信号２６１４、タイミング信号
５２０４を入力とし、タイミング信号５２０４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号
２６１４を離散フーリエ変換し、離散フーリエ変換後の信号２６１６を出力する。
【０６３８】
　図５３において、同期部５３０１は、受信直交ベースバンド信号２６０４を入力とし、
図５０または図５１で送信された同期シンボルを検出することで送信装置との時間同期を
とり、タイミング信号５３０２として出力する。
【０６３９】
　離散フーリエ変換部２６０５は、受信直交ベースバンド信号２６０４、タイミング信号
５３０２を入力とし、タイミング信号５３０２にもとづいて、受信直交ベースバンド信号
２６０４を離散フーリエ変換し、離散フーリエ変換後の信号２６０６を出力する。
【０６４０】
　離散フーリエ変換部２６１５は、受信直交ベースバンド信号２６１４、タイミング信号
５３０２を入力とし、タイミング信号５３０２にもとづいて、受信直交ベースバンド信号
２６１４を離散フーリエ変換し、離散フーリエ変換後の信号２６１６を出力する。
【０６４１】
　図５４において、離散フーリエ変換部５４０１は、受信直交ベースバンド信号３７０４
、受信電界強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号３９１４を入力とし、タ
イミング信号３９１４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７０４を離散フーリエ
変換し、離散フーリエ変換後の信号５４０２を出力する。
【０６４２】
　同様に、離散フーリエ変換部５４０３は、受信直交ベースバンド信号３７０９、受信電
界強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号３９１４を入力とし、タイミング
信号３９１４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７０９を離散フーリエ変換し、
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離散フーリエ変換後の信号５４０４を出力する。
【０６４３】
　また、離散フーリエ変換部５４０５は、受信直交ベースバンド信号３７１５、受信電界
強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号３９１４を入力とし、タイミング信
号３９１４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７１５を離散フーリエ変換し、離
散フーリエ変換後の信号５４０６を出力する。
【０６４４】
　図５５において、離散フーリエ変換部５４０１は、受信直交ベースバンド信号３７０４
、受信電界強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号４００４を入力とし、タ
イミング信号４００４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７０４を離散フーリエ
変換し、離散フーリエ変換後の信号５４０２を出力する。
【０６４５】
　同様に、離散フーリエ変換部５４０３は、受信直交ベースバンド信号３７０９、受信電
界強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号４００４を入力とし、タイミング
信号４００４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７０９を離散フーリエ変換し、
離散フーリエ変換後の信号５４０４を出力する。
【０６４６】
　また、離散フーリエ変換部５４０５は、受信直交ベースバンド信号３７１５、受信電界
強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号４００４を入力とし、タイミング信
号４００４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７１５を離散フーリエ変換し、離
散フーリエ変換後の信号５４０６を出力する。
【０６４７】
　図５６において、離散フーリエ変換部５４０１は、受信直交ベースバンド信号３７０４
、受信電界強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号３９１４を入力とし、タ
イミング信号３９１４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７０４を離散フーリエ
変換し、離散フーリエ変換後の信号５４０２を出力する。
【０６４８】
　同様に、離散フーリエ変換部５４０３は、受信直交ベースバンド信号３７０９、受信電
界強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号３９１４を入力とし、タイミング
信号３９１４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７０９を離散フーリエ変換し、
離散フーリエ変換後の信号５４０４を出力する。
【０６４９】
　また、離散フーリエ変換部５４０５は、受信直交ベースバンド信号３７１５、受信電界
強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号３９１４を入力とし、タイミング信
号３９１４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７１５を離散フーリエ変換し、離
散フーリエ変換後の信号５４０６を出力する。
【０６５０】
　図５７において、離散フーリエ変換部５４０１は、受信直交ベースバンド信号３７０４
、受信電界強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号４００４を入力とし、タ
イミング信号４００４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７０４を離散フーリエ
変換し、離散フーリエ変換後の信号５４０２を出力する。
【０６５１】
　同様に、離散フーリエ変換部５４０３は、受信直交ベースバンド信号３７０９、受信電
界強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号４００４を入力とし、タイミング
信号４００４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７０９を離散フーリエ変換し、
離散フーリエ変換後の信号５４０４を出力する。
【０６５２】
　また、離散フーリエ変換部５４０５は、受信直交ベースバンド信号３７１５、受信電界
強度の最も良いアンテナから得られたタイミング信号４００４を入力とし、タイミング信
号４００４にもとづいて、受信直交ベースバンド信号３７１５を離散フーリエ変換し、離
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散フーリエ変換後の信号５４０６を出力する。
【０６５３】
　以上の説明で、電波伝搬環境のパラメータとして電界強度を例に説明したがこれに限っ
たものではなく、ドップラ周波数、マルチパスのパス数などをパラメータとしてもよい。
【０６５４】
　以上より、送信装置と受信装置の時間同期を行うことができる。
【０６５５】
　ただし、本実施の形態において、送信アンテナを２として説明したがこれに限ったもの
ではない。また、多重するチャネル数を２として説明したが、これに限ったものではない
。また、フレーム構成は、図５０、図５１に限ったものではない。
【０６５６】
　また、図５０、図５１の同期シンボルは、受信装置が、送信装置との時間同期を行うた
めのシンボルとしているがこれに限ったものではなく、例えば、受信装置が送信装置との
周波数オフセットを推定するためシンボルとしてもよい。
【０６５７】
　本実施の形態における送信装置の構成は、図２５に限ったものではなく、受信装置の構
成は、図５２、図５３、図５４、図５５、図５６、図５７に限ったものではない。
【０６５８】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０６５９】
　以上のように本実施の形態によれば、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信する送信方法において、ＯＦＤＭ方式における同期シンボルの送信
方法、それを用いた送信装置および受信装置とすることで、同一周波数に複数のチャネル
の変調信号を多重することで、データの伝送速度が向上すると同時に、送信装置および受
信装置の時間同期を行うことができる。
【０６６０】
　（実施の形態１１）
　実施の形態１１では、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナか
ら送信する送信方法において、送信する送信信号に制御のためのシンボルが含まれている
送信方法を用いた受信装置について説明する。
【０６６１】
　図３３、図３４、図４３、図４４、図４５、図５０、図５１は、本実施の形態における
フレーム構成の一例を示している。
【０６６２】
　図５８は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７と同様に
動作する部分については同一符号を付した。
【０６６３】
　周波数オフセット推定部５８０１は受信直交ベースバンド信号５８０１を入力とし、送
信装置との周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号５８０２を出力する。
【０６６４】
　周波数制御部５８０３は、周波数オフセット推定信号５８０２を入力とし、周波数制御
し、例えば、無線部の源信号となる信号５８０４を出力する。
【０６６５】
　図５９は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７と同様に
動作する部分については同一符号を付した。
【０６６６】
　周波数オフセット推定部５９０１は受信直交ベースバンド信号３７０４を入力とし、周
波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号５９０２を出力する。
【０６６７】
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　周波数オフセット推定部５９０３は受信直交ベースバンド信号３７０９を入力とし、周
波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号５９０４を出力する。
【０６６８】
　周波数オフセット推定部５９０５は受信直交ベースバンド信号３７１５を入力とし、周
波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号５９０６を出力する。
【０６６９】
　計算部５９０７は、周波数オフセット推定信号５９０２、５９０４、５９０６を入力と
し、例えば平均して、平均した周波数オフセット推定信号５９０８を出力する。
【０６７０】
　周波数制御部５９０９は、平均した周波数オフセット推定信号５９０８を入力とし、例
えば、無線部の源信号となる信号５９１０を出力する。
【０６７１】
　図６０は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６７２】
　周波数オフセット推定部６００１は受信直交ベースバンド信号３７０４を入力とし、周
波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６００２を出力する。
【０６７３】
　周波数オフセット推定部６００３は受信直交ベースバンド信号３７０９を入力とし、周
波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６００４を出力する。
【０６７４】
　周波数オフセット推定部６００５は受信直交ベースバンド信号３７１５を入力とし、周
波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６００６を出力する。
【０６７５】
　計算部６００７は、周波数オフセット推定信号６００２、６００４、６００６、電界強
度推定信号３９０２、３９０４、３９０６を入力とし、電界強度において重み付けをして
、周波数オフセット信号を平均化し、平均した周波数オフセット推定信号６００８を出力
する。
【０６７６】
　周波数制御部６００９は、平均した周波数オフセット推定信号６００８を入力とし、例
えば、無線部の源信号となる信号６０１０を出力する。
【０６７７】
　図６１は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６７８】
　周波数オフセット推定部６１０１は、選択された受信直交ベースバンド信号を入力とし
、周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６１０２を出力する。
【０６７９】
　周波数制御部６１０３は、周波数オフセット推定信号６１０２を入力とし、例えば、無
線部の源信号となる信号６１０４を出力する。
【０６８０】
　図６２は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
、図６０と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６８１】
　図６３は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
、図４０、図６１と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６８２】
　図６４は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図２６と同様に
動作する部分については同一符号を付した。
【０６８３】
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　周波数オフセット推定部６４０１は、受信直交ベースバンド信号２６０４を入力とし、
周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６４０２を出力する。
【０６８４】
　周波数オフセット推定部６４０３は、受信直交ベースバンド信号２６１４を入力とし、
周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６４０４を出力する。
【０６８５】
　計算部６４０５は周波数オフセット推定信号６４０２、６４０４を入力とし、例えば、
平均化し、平均した周波数オフセット推定信号６４０６を出力する。
【０６８６】
　周波数制御部６４０７は、平均した周波数オフセット推定信号６４０６を入力とし、例
えば、無線部の源信号となる信号６４０８を出力する。
【０６８７】
　図６５は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図２６と同様に
動作する部分については同一符号を付した。
【０６８８】
　周波数オフセット推定部６５０１は、受信直交ベースバンド信号２６０４を入力とし、
周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６５０２を出力する。
【０６８９】
　周波数制御部６５０３は、周波数オフセット推定信号６５０２を入力とし、例えば、無
線部の源信号となる信号６５０４を出力する。
【０６９０】
　図６６は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
、図５４と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６９１】
　周波数オフセット推定部６６０１は、受信直交ベースバンド信号３７０４を入力とし、
周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６６０２を出力する。
【０６９２】
　周波数オフセット推定部６６０３は、受信直交ベースバンド信号３７０９を入力とし、
周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６６０４を出力する。
【０６９３】
　周波数オフセット推定部６６０５は、受信直交ベースバンド信号３７１５を入力とし、
周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６６０６を出力する。
【０６９４】
　計算部６６０７は、周波数オフセット推定信号６６０２、６６０４、６６０６、電界強
度推定信号３９０２、３９０４、３９０６を入力とし、電界強度において重み付けをして
、周波数オフセット信号を平均化し、平均した周波数オフセット推定信号６６０８を出力
する。
【０６９５】
　周波数制御部６６０９は、平均した周波数オフセット推定信号６６０８を入力とし、例
えば、無線部の源信号となる信号６６１０を出力する。
【０６９６】
　図６７は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
、図４０、図５４と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０６９７】
　周波数オフセット推定部６７０１は、選択された受信直交ベースバンド信号４００２を
入力とし、周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号６７０２を出力する。
【０６９８】
　周波数制御部６７０３は、周波数オフセット推定信号６７０２を入力とし、例えば、無
線部の源信号となる信号６７０４を出力する。
【０６９９】
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　図６８は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
、図５４、図６６と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０７００】
　図６９は、本実施の形態における受信装置の構成の一例を示しており、図３７、図３９
、図４０、図５４、図６７と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０７０１】
　次に、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信
方法において、送信する送信信号に制御のためのシンボルが含まれている送信方法を用い
た受信装置について説明する。
【０７０２】
　図３３、図３４、図４３、図４４、図４５、図５０、図５１は、本実施の形態における
フレーム構成の一例を示しており、受信装置では、例えば、同期シンボルを用いて周波数
オフセットを推定する。このとき、送信装置では、一つの周波数源しか具備せず、各アン
テナから送信する送信信号は、周波数同期がとれた信号である。
【０７０３】
　次に、図５８の受信装置の動作について説明する。
【０７０４】
　周波数オフセット推定部５８０１は、受信直交ベースバンド信号３７１５を入力とし、
例えば、同期シンボルから周波数オフセットを推定し、周波数オフセット推定信号を出力
する。
【０７０５】
　復調部３７２３、３７２５は、入力された周波数オフセット推定信号５８０２から、周
波数オフセットを除去する。
【０７０６】
　周波数制御部５８０３は、周波数オフセット推定信号５８０２を入力とし、周波数オフ
セットを除去し、無線部の源信号５８０４を出力する。
【０７０７】
　次に、図５９の受信装置の動作について図５８と異なる部分について説明する。
【０７０８】
　計算部５９０７は、周波数オフセット推定信号５９０２、５９０４、５９０６を入力と
し、平均し、平均した周波数オフセット推定信号５９０８を出力する。この平均化により
、周波数オフセットの推定精度が向上する。
【０７０９】
　次に、図６０の受信装置の動作について図５８と異なる部分について説明する。
【０７１０】
　計算部６００７は、電界強度推定信号３９０２、３９０４、３９０６、周波数オフセッ
ト推定信号６００２、６００４、６００６を入力とし、電界強度に応じて重み付けをし、
平均した周波数オフセット推定信号を出力する。これにより、電界強度の強い周波数オフ
セット推定信号の信頼度を高くすることで、周波数オフセットの推定精度が向上する。
【０７１１】
　次に、図６１の受信装置の動作について図５８と異なる部分について説明する。
【０７１２】
　信号選択部４００１で、電界強度の強い受信直交ベースバンド信号が４００２で出力さ
れているため、周波数オフセット推定部６１０１では、周波数オフセットの推定精度が向
上する。
【０７１３】
　図６２、図６３は、図６０、図６１において、電界強度を受信直交ベースバンド信号か
ら求めている点が異なる。
【０７１４】
　以上により、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信す
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る送信方法、また、スペクトル拡散通信方式を用いたときの受信装置において、周波数オ
フセットを除去することができる。
【０７１５】
　図６４、図６５、図６６、図６７、図６８、図６９は、送信方法でＯＦＤＭ方式を用い
たときの受信装置の構成であり、動作は、図５８、図５９、図６０、図６１、図６２、図
６３と同様である。
【０７１６】
　以上により、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信す
る送信方法においてＯＦＤＭ方式を用いたときの受信装置において、周波数オフセットを
除去することができる。
【０７１７】
　以上より、送信装置と受信装置の周波数オフセットを除去することができる。
【０７１８】
　ただし、本実施の形態において、フレーム構成は、図３３、図３４、図４３、図４４、
図４５、図５０、図５１に限ったものではない。
【０７１９】
　また、送信装置、受信装置において、無線部に入力される源信号は、各アンテナごとに
具備する無線部に対し、共通とすることで、周波数オフセットの推定を複数のアンテナに
対し共通に行うことができる。
【０７２０】
　同様に、送信装置、受信装置において、送信装置における変調信号の生成、受信装置に
おける同期用の源信号は、各アンテナごとに具備する変調信号生成部、同期部で共通とす
ることで、時間同期を複数のアンテナに対し共通に行うことができる。
【０７２１】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０７２２】
　以上のように本実施の形態によれば、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信する送信方法において、送信する送信信号に制御のためのシンボル
が含まれている送信方法を用いた受信装置とすることで、同一周波数に複数のチャネルの
変調信号を多重することで、データの伝送速度が向上すると同時に、受信装置において周
波数オフセットを除去することができる。
【０７２３】
　（実施の形態１２）
　実施の形態１２では変調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナ
における電波伝搬環境を推定し、推定した電波伝搬環境情報を送信し、前記電波伝搬環境
の情報に基づいて、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送
信する送信方法、一つのチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信方法のいずれかを
選択する通信方法、その通信方法を用いた無線通信装置、および、変調信号を送信し、通
信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナにおける電波伝搬環境を推定し、推定した電
波伝搬環境情報に基づいて送信方法として、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号
を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのチャネルの変調信号を一つのアンテナか
ら送信方法のいずれかを要求する情報を送信し、前記要求情報に基づいて、同一周波数帯
域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのチャネル
の変調信号を一つのアンテナから送信方法のいずれかを選択する通信方法、その通信方式
を用いた無線通信装置について説明する。
【０７２４】
　図４は、同相Ｉ－直交Ｑ平面における信号点配置を示している。
【０７２５】
　図７０は、本実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例である。７００１



(73) JP 2009-284494 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

、７００３、７００４、７００５は基地局送信信号のチャネルＡの情報シンボル、７００
２は基地局送信信号のチャネルＡのガードシンボル、７００７、７００９は基地局送信信
号のチャネルＢの情報シンボル、７００６、７００８、７０１０は基地局送信信号のチャ
ネルＢのガードシンボル、７０１１、７０１２、７０１３は端末送信信号の情報シンボル
である。
【０７２６】
　図７１は、本実施の形態における基地局送信信号チャネルＡの情報シンボルの構成の一
例を示しており、７１０１は多重情報シンボル、７１０２はデータシンボルである。
【０７２７】
　図７２は、本実施の形態における端末送信信号の情報シンボルの構成の一例を示してお
り、７２０１は電界強度情報シンボル、７２０２は伝送路歪み情報シンボル、７２０３は
マルチパス情報シンボル、７２０４は妨害波情報シンボル、７２０５はデータシンボルで
ある。
【０７２８】
　図７３は、本実施の形態における端末の情報シンボルの構成の一例を示しており、７３
０１は送信方法要求情報シンボル、７３０２はデータシンボルである。
【０７２９】
　図７４は、本実施の形態における基地局の送信装置の構成の一例を示しており、図１３
と同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０７３０】
　変調信号生成部２０２は、送信ディジタル信号７４０１、多重情報７４０２、フレーム
構成信号２１０を入力とし、フレーム構成信号に２１０にしたがった変調信号２０３を出
力する。
【０７３１】
　フレーム構成信号生成部２０９は、送信方法決定情報７４０３を入力とし、フレーム構
成信号２１０を出力する。
【０７３２】
　変調信号生成部２１２は、送信ディジタル信号７４０１、フレーム構成信号２１０を入
力とし、変調信号２１３を出力する。
【０７３３】
　図７５は、本実施の形態における基地局の受信装置の構成の一例を示しており、無線部
７５０３は、アンテナ７５０１で受信した受信信号７５０２を入力とし、受信直交ベース
バンド信号７５０４を出力する。
【０７３４】
　復調部７５０５は、受信直交ベースバンド信号７５０４を入力とし、受信ディジタル信
号７５０６を出力する。
【０７３５】
　信号分離部７５０７は、受信ディジタル信号７５０６を入力とし、電波伝搬環境推定情
報、または、送信方法要求情報７５０８および受信データ７５０９を出力する。
【０７３６】
　送信方法決定部７５１０は、電波伝搬環境情報、または、送信方法要求情報７５０８を
入力とし、送信方法決定情報７５１１、多重情報７５１２を出力する。
【０７３７】
　図７６は、本実施の形態における端末の送信装置の構成の一例を示しており、変調信号
生成部７６０６は、送信ディジタル信号７６０１、電波伝搬環境推定信号７６０２、７６
０３、フレーム構成信号７６０５を入力とし、送信直交ベースバンド信号７６０７を出力
する。
【０７３８】
　フレーム構成信号生成部７６０４は、フレーム構成信号７６０５を出力する。
【０７３９】
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　変調部７６０８は、送信直交ベースバンド信号７６０７を入力とし、変調信号７６０９
を出力し、アンテナ７６１０から電波として出力される。
【０７４０】
　図７７は、本実施の形態における端末の受信装置の構成の一例を示しており、無線部７
７０３はアンテナ７７０１で受信した受信信号７７０２を入力とし、受信直交ベースバン
ド信号７７０４を出力する。
【０７４１】
　マルチパス推定部７７０５は、受信直交ベースバンド信号７７０４を入力とし、マルチ
パス推定信号７７０６を出力する。
【０７４２】
　妨害波強度推定部７７０７は、受信直交ベースバンド信号７７０４を入力とし、妨害波
強度推定信号７７０８を出力する。
【０７４３】
　チャネルＡの電界強度推定部７７０９は、受信直交ベースバンド信号７７０４を入力と
し、チャネルＡの信号の電界強度推定信号７７１０を出力する。
【０７４４】
　チャネルＢの電界強度推定部７７１１は、受信直交ベースバンド信号７７０４を入力と
し、チャネルＢの信号の電界強度推定信号７７１２を出力する。
【０７４５】
　チャネルＡの伝送路歪み推定部７７１３は、受信直交ベースバンド信号７７０４を入力
とし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号７７１４を出力する。
【０７４６】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部７７１５は、受信直交ベースバンド信号７７０４を入力
とし、チャネルＢの伝送路歪み推定信号７７１６を出力する。
【０７４７】
　情報生成部７７１７は、マルチパス推定信号７７０６、妨害波強度推定信号７７０８、
チャネルＡの信号の電界強度推定信号７７１０、チャネルＢの信号の電界強度推定信号７
７１２、チャネルＡの伝送路歪み推定信号７７１４、チャネルＢの伝送路歪み推定信号７
７１６を入力とし、電波伝搬環境推定信号７７１８を出力する。
【０７４８】
　信号分離部７７１９は、受信直交ベースバンド信号７７０４、７７２９、チャネルＡの
伝送路歪み推定信号７７１４、７７３９、チャネルＢの伝送路歪み推定信号７７１６、７
７４１を入力とし、チャネルＡの受信直交ベースバンド信号７７２０およびチャネルＢの
受信直交ベースバンド信号７７２１を出力する。
【０７４９】
　無線部７７２８は、アンテナ７７２６で受信した受信信号７７２７を入力とし、受信直
交ベースバンド信号７７２９を出力する。
【０７５０】
　マルチパス推定部７７３０は、受信直交ベースバンド信号７７２９を入力とし、マルチ
パス推定信号７７３１を出力する。
【０７５１】
　妨害波強度推定部７７３２は、受信直交ベースバンド信号７７２９を入力とし、妨害波
強度推定信号７７３３を出力する。
【０７５２】
　チャネルＡの電界強度推定部７７３４は、受信直交ベースバンド信号７７２９を入力と
し、チャネルＡの信号の電界強度推定信号７７３５を出力する。
【０７５３】
　チャネルＢの電界強度推定部７７３６は、受信直交ベースバンド信号７７２９を入力と
し、チャネルＢの信号の電界強度推定信号７７３７を出力する。
【０７５４】
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　チャネルＡの伝送路歪み推定部７７３８は、受信直交ベースバンド信号７７２９を入力
とし、チャネルＡの伝送路歪み推定信号７７３９を出力する。
【０７５５】
　チャネルＢの伝送路歪み推定部７７４０は、受信直交ベースバンド信号７７２９を入力
とし、チャネルＢの伝送路歪み推定信号７７４１を出力する。
【０７５６】
　情報生成部７７４２は、マルチパス推定信号７７３１、妨害波強度推定信号７７３３、
チャネルＡの信号の電界強度推定信号７７３５、チャネルＢの信号の電界強度推定信号７
７３７、チャネルＡの伝送路歪み推定信号７７３９、チャネルＢの伝送路歪み推定信号７
７４１を入力とし、電波伝搬環境推定信号７７４３を出力する。
【０７５７】
　図７８は、本実施の形態における端末の送信装置の構成の一例を示しており、図７６と
同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０７５８】
　送信方法要求情報生成部７８０１は、電波伝搬環境情報７６０２、７６０３を入力とし
、送信方法要求情報を７８０２に出力する。
【０７５９】
　図８４は、本実施の形態におけるフレーム構成の一例を示しており、基地局は、ＯＦＤ
Ｍ方式の変調信号を送信しており、８４０１は基地局送信信号のガードシンボル、８４０
２は基地局送信信号の情報シンボル、８４０３は、端末送信信号の情報シンボルである。
【０７６０】
　次に、図４、図７０、図７１、図７２、図７４、図７５、図７６、図７７を用いて、変
調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナにおける電波伝搬環境を
推定し、推定した電波伝搬環境情報を送信し、前記電波伝搬環境の情報に基づいて、同一
周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つの
チャネルの変調信号を一つのアンテナから送信方法のいずれかを選択する通信方法、その
通信方法を用いた無線通信装置について説明する。
【０７６１】
　図７４は、基地局の送信装置の構成であり、フレーム構成信号生成部７４０３は、送信
方法決定情報７４０３を入力とし、送信方法決定情報７４０３に基づいて、例えば、図７
０のチャネルＡの情報シンボル７００４とチャネルＢの情報シンボルが多重されている送
信方法、または図７０のチャネルＡの情報シンボル７００５は送信されているがチャネル
Ｂはガードシンボル７０１０となっているというように多重しない送信方法のいずれかの
フレーム構成情報をフレーム構成信号２１０として出力する。ただし、送信方法決定情報
７４０３は、図７５の基地局の受信装置の７５１１に相当する。
【０７６２】
　変調信号生成部２０２は、送信ディジタル信号７４０１および多重情報７４０２、フレ
ーム構成信号２１０を入力とし、情報シンボルの変調信号２０３を出力する。このとき情
報シンボルは図７１のように、多重情報シンボル７１０１とデータシンボル７１０２とで
構成されており、多重情報シンボル７１０１は多重情報７４０２のシンボルであり、デー
タシンボル７１０２は送信ディジタル信号７４０１である。ただし、多重情報７４０２は
、図７５の基地局の受信装置の７５１２に相当する。
【０７６３】
　変調信号生成部２１２は、送信ディジタル信号７４０１、フレーム構成信号２１０を入
力とし、図７０のように、フレーム構成信号２１０に応じて、ガードシンボルまたは情報
シンボルの変調信号２１３を出力する。このとき、ガードシンボルの変調信号は、図４の
４０３の信号点である。
【０７６４】
　図７５は、基地局の受信装置の構成であり、信号分離部７５０７は図７２のフレーム構
成図において、データシンボル７２０５と電波伝搬環境情報に相当する電界強度情報シン
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ボル７２０１、伝送路歪み情報シンボル７２０２、マルチパス情報シンボル７２０３、妨
害波情報シンボル７２０４とを分離し、データシンボル７２０５の情報を受信データ７５
０９として出力する。また、電界強度情報シンボル７２０１、伝送路歪み情報シンボル７
２０２、マルチパス情報シンボル７２０３、妨害波情報シンボル７２０４の情報を電波伝
搬環境推定情報７５０８として出力する。
【０７６５】
　送信方法決定部７５１０は、電波伝搬環境情報７５０８を入力とし、電波伝搬環境情報
７５０８に基づき、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送
信する送信方法、一つのチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信方法のいずれかを
選択する通信方法を選択し、その送信方法の情報を送信方法決定情報７５１１、多重情報
７５１２として出力する。
【０７６６】
　図７６は、端末の送信装置の構成であり、送信ディジタル信号７６０１、電波伝搬環境
推定信号７６０２、７６０３、フレーム構成信号７６０５を入力とし、図７２のフレーム
構成構成にしたがって、送信ディジタル信号７６０１をデータシンボル７２０５とし、電
波伝搬環境推定信号７６０２、７６０３を、電界強度情報シンボル７２０１、伝送路歪み
情報シンボル７２０２、マルチパス情報シンボル７２０３、妨害波情報シンボル７２０４
として、変調信号７６０６を出力する。ただし、電波伝搬環境推定信号７６０２、７６０
３は、図７７の端末の受信装置の電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３に相当する。
【０７６７】
　図７７は端末の受信装置の構成であり、情報生成部７７１７はマルチパス推定信号７７
０６、妨害波強度推定信号７７０８、チャネルＡの信号の電界強度推定信号７７１０、チ
ャネルＢの信号の電界強度推定信号７７１２、チャネルＡの伝送路歪み推定信号７７１４
、チャネルＢの伝送路歪み推定信号７７１６を入力とし、図７２の電界強度情報シンボル
７２０１、伝送路歪み情報シンボル７２０２、マルチパス情報シンボル７２０３、妨害波
情報シンボル７２０４の情報に相当する電波伝搬環境推定信号７７１８を出力する。
【０７６８】
　同様に、情報生成部７７４２はマルチパス推定信号７７３１、妨害波強度推定信号７７
３３、チャネルＡの信号の電界強度推定信号７７３５、チャネルＢの信号の電界強度推定
信号７７３７、チャネルＡの伝送路歪み推定信号７７３９、チャネルＢの伝送路歪み推定
信号７７４１を入力とし、図７２の電界強度情報シンボル７２０１、伝送路歪み情報シン
ボル７２０２、マルチパス情報シンボル７２０３、妨害波情報シンボル７２０４の情報に
相当する電波伝搬環境推定信号７７４３を出力する。
【０７６９】
　以上により、電波伝搬環境に応じて、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信する送信方法、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多重
せずに送信する送信方法を切り替えることで、情報の品質が向上する。
【０７７０】
　ただし、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３は、図７６の端末の送信装置の７６
０２、７６０３に相当する。
【０７７１】
　次に、通信開始時の動作について説明する。通信開始時に、基地局が同一周波数帯域に
複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法で変調信号を送信する
と、端末は、例えば電波伝搬状況が悪く、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を
複数のアンテナから送信する送信方法に適していないときに、基地局から基地局が同一周
波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法で変調信号
を送信すると受信データの品質が劣化してしまう。
【０７７２】
　そこで、基地局送信信号は、端末との通信開始時は、図７０のシンボル７００１、７０
０６の時間およびシンボル７００２、７００７時間のように、同一周波数帯域に複数のチ
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ャネルの変調信号を多重せずに送信する。
【０７７３】
　図７４のフレーム構成信号生成部２０９は、端末との通信開始時に図７０のシンボル７
００１、７００６の時間およびシンボル７００２、７００７時間のように、同一周波数帯
域に複数のチャネルの変調信号を多重せずに送信するような設定をし、そのときのフレー
ム構成をフレーム構成信号２１０として出力する。
【０７７４】
　端末の受信装置図７７は、図７４の基地局送信信号のシンボル７００１、７００７の受
信信号から、電波伝搬環境を推定し、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３を生成す
る。
【０７７５】
　端末の送信装置図７６は、基地局送信信号のシンボル７００１、７００７の受信信号か
ら、電波伝搬環境を推定した、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３を図７０の情報
シンボル７０１１、７０１２で伝送する。
【０７７６】
　基地局に受信装置図７５は、端末の送信装置図７６が送信した送信信号のうち、情報シ
ンボル７０１１に含まれる電波伝搬環境推定情報から、同一周波数帯域に複数のチャネル
の変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、同一周波数帯域に複数のチャネルの
変調信号を多重せずに送信する送信方法のいずれかを決定し、例えば、電波伝搬環境がよ
ければ、情報シンボル７００４、７００９のように同一周波数帯域に複数のチャネルの変
調信号を複数のアンテナから送信する。
【０７７７】
　以上により、端末との通信開始時は、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多
重せずに送信することで、情報の品質が向上する。
【０７７８】
　ただし、上述の説明において、最初に端末が基地局と通信したいという要求するための
変調信号を送信してもよい。
【０７７９】
　また、基地局の送信方法がＯＦＤＭ方式であるときも同様に実施することが可能である
。
【０７８０】
　次に、図４、図７０、図７１、図７３、図７４、図７５、図７７、図７８を用いて、変
調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナにおける電波伝搬環境を
推定し、推定した電波伝搬環境情報に基づいて送信方法として、同一周波数帯域に複数の
チャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのチャネルの変調信号
を一つのアンテナから送信方法のいずれかを要求する情報を送信し、前記要求情報に基づ
いて、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方
法、一つのチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信方法のいずれかを選択する通信
方法、その方法を用いた無線通信装置について説明する。
【０７８１】
　図７４は、基地局の送信装置の構成であり、フレーム構成信号生成部７４０３は、送信
方法決定情報７４０３を入力とし、送信方法決定情報７４０３に基づいて、例えば、図７
０のチャネルＡの情報シンボル７００４とチャネルＢの情報シンボルが多重されている送
信方法、または図７０のチャネルＡの情報シンボル７００５は送信されているがチャネル
Ｂはガードシンボル７０１０となっているというように多重しない送信方法のいずれかの
フレーム構成情報をフレーム構成信号２１０として出力する。ただし、送信方法決定情報
７４０３は、図７５の基地局の受信装置の７５１１に相当する。
【０７８２】
　変調信号生成部２０２は、送信ディジタル信号７４０１および多重情報７４０２、フレ
ーム構成信号２１０を入力とし、情報シンボルの変調信号２０３を出力する。このとき情
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報シンボルは図７１のように、多重情報シンボル７１０１とデータシンボル７１０２とで
構成されており、多重情報シンボル７１０１は多重情報７４０２のシンボルであり、デー
タシンボル７１０２は送信ディジタル信号７４０１である。ただし、多重情報７４０２は
、図７５の基地局の受信装置の７５１２に相当する。
【０７８３】
　変調信号生成部２１２は、送信ディジタル信号７４０１、フレーム構成信号２１０を入
力とし、図７０のように、フレーム構成信号２１０に応じて、ガードシンボルまたは情報
シンボルの変調信号２１３を出力する。このとき、ガードシンボルの変調信号は、図４の
４０３の信号点である。
【０７８４】
　図７５は、基地局の受信装置の構成であり、信号分離部７５０７は図７３のフレーム構
成図において、データシンボル７３０２と送信方法要求情報７３０１とを分離し、データ
シンボル７２０５の情報を受信データ７５０９として、また、送信方法要求情報シンボル
７３０１を送信方法要求情報７５０８として出力する。
【０７８５】
　送信方法決定部７５１０は、送信方法要求情報７５０８を入力とし、同一周波数帯域に
複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのチャネルの変
調信号を一つのアンテナから送信方法のいずれかを選択する通信方法を選択し、その送信
方法の情報を送信方法決定情報７５１１、多重情報７５１２として出力する。
【０７８６】
　図７８は、端末の送信装置の構成であり、送信方法要求情報生成部７８０１は、電波伝
搬環境推定信号７６０２、７６０３を入力とし、電波伝搬環境推定信号７６０２、７６０
３に応じて、例えば電波伝搬環境がよい場合、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信
号を複数のアンテナから送信する送信方法、悪い場合、一つのチャネルの変調信号を一つ
のアンテナから送信方法のいずれかを選択する通信方法を送信要求情報７８０２として出
力する。
【０７８７】
　変調信号生成部７６０６は、送信ディジタル信号７６０１、フレーム構成信号７６０５
、送信要求情報７８０２を入力とし、フレーム構成信号７６０５から出力される図７３の
フレーム構成に従って、送信ディジタル信号７６０１および送信要求情報７８０２を変調
し、送信直交ベースバンド信号７６０７を出力する。
【０７８８】
　ただし、電波伝搬環境推定信号７６０２、７６０３は、図７７の端末の受信装置の電波
伝搬環境推定信号７７１８、７７４３に相当する。
【０７８９】
　図７７は端末の受信装置の構成であり、情報生成部７７１７はマルチパス推定信号７７
０６、妨害波強度推定信号７７０８、チャネルＡの信号の電界強度推定信号７７１０、チ
ャネルＢの信号の電界強度推定信号７７１２、チャネルＡの伝送路歪み推定信号７７１４
、チャネルＢの伝送路歪み推定信号７７１６を入力とし、電波伝搬環境推定信号７７１８
を出力する。
【０７９０】
　同様に、情報生成部７７４２はマルチパス推定信号７７３１、妨害波強度推定信号７７
３３、チャネルＡの信号の電界強度推定信号７７３５、チャネルＢの信号の電界強度推定
信号７７３７、チャネルＡの伝送路歪み推定信号７７３９、チャネルＢの伝送路歪み推定
信号７７４１を入力とし、電波伝搬環境推定信号７７４３を出力する。
【０７９１】
　ただし、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３は、図７８の端末の送信装置の７６
０２、７６０３に相当する。
【０７９２】
　以上により、電波伝搬環境に応じて、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複
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数のアンテナから送信する送信方法、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多重
せずに送信する送信方法を切り替えることで、情報の品質が向上する。
【０７９３】
　次に、通信開始時の動作について説明する。通信開始時に、基地局が同一周波数帯域に
複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法で変調信号を送信する
と、端末は、例えば電波伝搬状況が悪く、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を
複数のアンテナから送信する送信方法に適していないときに、基地局が同一周波数帯域に
複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法で変調信号を送信する
と受信データの品質が劣化してしまう。
【０７９４】
　そこで、基地局送信信号は、端末との通信開始時は、図７０のシンボル７００１、７０
０６の時間およびシンボル７００２、７００７時間のように、同一周波数帯域に複数のチ
ャネルの変調信号を多重せずに送信する。
【０７９５】
　図７４のフレーム構成信号生成部２０９は、端末との通信開始時に図７０のシンボル７
００１、７００６の時間およびシンボル７００２、７００７時間のように、同一周波数帯
域に複数のチャネルの変調信号を多重せずに送信するような設定をし、そのときのフレー
ム構成をフレーム構成信号２１０として出力する。
【０７９６】
　端末の受信装置図７７は、図７４の基地局送信信号のシンボル７００１、７００７の受
信信号から、電波伝搬環境を推定し、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３を生成す
る。
【０７９７】
　端末の送信装置図７８の送信方法要求情報生成部７８０１は、基地局送信信号のシンボ
ル７００１、７００７の受信信号から、電波伝搬環境を推定した、電波伝搬環境推定信号
７７１８、７７４３を入力とし、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のア
ンテナから送信する送信方法、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多重せずに
送信する送信方法のいずれかを決定し、送信要求情報７８０２を出力し、この情報が例え
ば図７０の情報シンボル７０１１において、図７３の送信信号の情報シンボルの構成で、
送信される。
【０７９８】
　基地局の受信装置図７５は、端末の送信装置図７８が送信した送信信号のうち、情報シ
ンボル７０１１に含まれる送信方法要求情報シンボルから、同一周波数帯域に複数のチャ
ネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、同一周波数帯域に複数のチャネ
ルの変調信号を多重せずに送信する送信方法のいずれかの方法で変調信号を送信する。
【０７９９】
　以上により、端末との通信開始時は、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多
重せずに送信することで、情報の品質が向上する。
【０８００】
　ただし、上述の説明において、最初に端末が基地局と通信したいという要求するための
変調信号を送信してもよい。
【０８０１】
　本実施の形態において、シングルキャリア方式、スペクトル拡散通信方式、多重化方式
であるＣＤＭＡ方式いずれにおいても実施が可能であり、この場合、送信装置では拡散部
、受信装置では逆拡散部が構成として必要となる。
【０８０２】
　特に、ＯＦＤＭ方式のときについて説明する。図８４は、基地局の送信方法がＯＦＤＭ
方式であるときのフレーム構成の一例である。基地局の送信装置は、時間０では、チャネ
ルＡの変調信号が送信されており、時間１ではチャネルＢの変調信号を送信する。このと
き、端末は、時間０の基地局が送信した変調信号、時刻１の基地局が送信した変調信号を
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受信し、電波伝搬環境、例えば、マルチパス、妨害波電界強度、チャネルＡの電界強度、
チャネルＢの電界強度、チャネルＡの伝送路歪み、チャネルＢの伝送路歪みを推定し、こ
れらの電波伝搬環境推定情報、または、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複
数のアンテナから送信する送信方法、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を多重
せずに送信する送信方法のいずれかを要求する送信要求情報を基地局に送信するし、基地
局はこの電波伝搬環境推定情報または送信要求情報から送信方法を決定し、例えば、電波
伝搬環境が良い場合、図８４の時間３、時間４のようにチャネルＡとチャネルＢが多重さ
れて送信され、電波伝搬環境が悪い場合、図８４の時間５のようにチャネルＡの変調信号
のみが送信される。このときの基地局および端末の送信装置および受信装置は、上述図７
０のフレーム構成において説明した図７４、図７５、図７６、図７７、図７８で構成する
ことが可能である。また、スペクトル拡散通信方式の信号をＯＦＤＭ方式で変調信号を生
成した方式についても同様に実施が可能である。
【０８０３】
　また、同一周波数帯域に多重するチャネル数は２チャネルと１チャネルの切り替えにつ
いて説明したがこれに限ったものではなく、同一周波数帯域に例えば３チャネル多重が可
能である場合、基地局の送信装置は、１から３チャネルの間で多重数を切り替えることに
なる。
【０８０４】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０８０５】
　以上により、変調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナにおけ
る電波伝搬環境を推定し、推定した電波伝搬環境情報を送信し、前記電波伝搬環境の情報
に基づいて、同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する
送信方法、一つのチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信方法のいずれかを選択す
る通信方法、その通信方法を用いた無線通信装置を実施することが可能であり、これによ
り同一周波数帯域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法と
一つのチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信方法とを電波伝搬環境により切り替
えることで、情報をより的確に伝送することが可能となる。
【０８０６】
　（実施の形態１３）
　実施の形態１３では、複数のスペクトル拡散通信方式の変調信号を送信可能であり、制
御チャネルを送信している送信方法の変調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信
し、各アンテナにおける電波伝搬環境を制御チャネルの受信信号から推定し、推定した電
波伝搬環境の情報を送信し、前記電波伝搬環境情報に基づいて、同一周波数帯域に複数の
スペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信
方法、一つのスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから
送信する送信方法のいずれかを選択する通信方法、その通信方方法を用いた無線通信装置
、および複数のスペクトル拡散通信方式の変調信号を送信可能であり、制御チャネルを送
信している送信方法の変調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナ
における電波伝搬環境を制御チャネルの受信信号から推定し、推定した電波伝搬環境の情
報から、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を
複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方式のデータチャネル
の変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれかの送信方法を要求する情報
を送信し、前記要求情報に基づいて、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式の
データチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡
散通信方式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれ
かの送信方法を選択する通信方法、その通信方法を用いた無線通信装置について説明する
。
【０８０７】
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　図４は、同相Ｉ－直交Ｑ平面における信号点配置を示している。
【０８０８】
　図７２は、本実施の形態における端末送信信号の情報シンボルの構成の一例を示してい
る。
【０８０９】
　図７３は、本実施の形態における端末の情報シンボルの構成の一例を示している。
【０８１０】
　図７５は、本実施の形態における基地局の受信装置の構成の一例を示している。
【０８１１】
　図７６は、本実施の形態における端末の送信装置の構成の一例を示している。
【０８１２】
　図７８は、本実施の形態における端末の送信装置の構成の一例を示している。
【０８１３】
　図７９は、本実施の形態における時間軸におけるフレーム構成の一例を示している。７
９０１、７９０２は基地局送信信号スペクトル拡散通信方式Ａの情報シンボル、７９０３
、７９０４、７９０５、７９０６は基地局送信信号スペクトル拡散通信方式Ａの制御シン
ボルである。
【０８１４】
　７９０７は基地局送信信号スペクトル拡散通信方式Ｂの情報シンボル、７９０８はガー
ドシンボル、７９０９、７９１０、７９１１、７９１２は基地局送信信号スペクトル拡散
通信方式Ｂの制御シンボルである。
【０８１５】
　７９１３、７９１４、７９１５は端末送信信号の情報シンボルである。
【０８１６】
　図８０は、本実施の形態における基地局の送信装置の構成の一例を示しており、図２と
同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０８１７】
　データチャネル変調および拡散部８００２は送信ディジタル信号８００１、フレーム構
成信号２１０を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａのデータチャネルの送信直交ベース
バンド信号８００３を出力する。
【０８１８】
　制御チャネル変調および拡散部８００６は、送信方法決定情報８００５、フレーム構成
信号２１０を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの制御チャネルの送信直交ベースバン
ド信号８０１０を出力する。
【０８１９】
　加算部８００４は、スペクトル拡散通信方式Ａのデータチャネルの送信直交ベースバン
ド信号８００３およびスペクトル拡散通信方式Ａの制御チャネルの送信直交ベースバンド
信号８０１０を入力とし、加算し、スペクトル拡散通信方式Ａの加算された送信直交ベー
スバンド信号２０３を出力する。
【０８２０】
　データチャネル変調および拡散部８００９は送信ディジタル信号８００８、フレーム構
成信号２１０を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ｂのデータチャネルの送信直交ベース
バンド信号８０１０を出力する。
【０８２１】
　制御チャネル変調および拡散部８０１２は、送信方法決定情報８００５、フレーム構成
信号２１０を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの送信直交ベースバン
ド信号８０１３を出力する。
【０８２２】
　加算部８０１１は、スペクトル拡散通信方式Ｂのデータチャネルの送信直交ベースバン
ド信号８０１０およびスペクトル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの送信直交ベースバンド
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信号８０１３を入力とし、加算し、スペクトル拡散通信方式Ｂの加算された送信直交ベー
スバンド信号２１３を出力する。
【０８２３】
　フレーム構成信号生成部２０９は、送信方法決定情報８００５を入力とし、フレーム構
成信号２１０を出力する。
【０８２４】
　図８１は、図７９の制御シンボル７９０３、７９０４、７９０５、７９０６、７９０９
、７９１０、７９１１、７９１２の構成の一例を示しており、８１０１は多重情報、８１
０２はパイロットシンボル、８１０３は送信電力制御情報である。
【０８２５】
　図８２は、本実施の形態における端末の受信装置の構成の一例を示しており、図７７と
同様に動作する部分については同一符号を付した。
【０８２６】
　スペクトル拡散通信方式Ａの電界強度推定部８２０１は、受信直交ベースバンド信号７
７０４を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度推定信号８２０２を出力
する。
【０８２７】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの電界強度推定部８２０３は、受信直交ベースバンド信号７
７０４を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ｂの信号の電界強度推定信号８２０４を出力
する。
【０８２８】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部８２０５は、受信直交ベースバンド信号
７７０４を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号８２０６を出力す
る。
【０８２９】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部８２０７は、受信直交ベースバンド信号
７７０４を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２０８を出力す
る。
【０８３０】
　情報生成部７７１７は、マルチパス推定信号７７０６、妨害波強度推定信号７７０８、
スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度推定信号８２０２、スペクトル拡散通信方式
Ｂの信号の電界強度推定信号８２０４、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号
８２０６、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２０８を入力とし、電波伝
搬環境推定信号７７１８を出力する。
【０８３１】
　スペクトル拡散通信方式Ａの電界強度推定部８２０９は、受信直交ベースバンド信号７
７２９を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度推定信号８２１０を出力
する。
【０８３２】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの電界強度推定部８２１１は、受信直交ベースバンド信号７
７２９を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ｂの信号の電界強度推定信号８２１２を出力
する。
【０８３３】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部８２１３は、受信直交ベースバンド信号
７７２９を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号８２１４を出力す
る。
【０８３４】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部８２１５は、受信直交ベースバンド信号
７７２９を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２１６を出力す
る。
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【０８３５】
　情報生成部７７４２は、マルチパス推定信号７７３１、妨害波強度推定信号７７３３、
スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度推定信号８２１０、スペクトル拡散通信方式
Ｂの信号の電界強度推定信号８２１２、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号
８２１４、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２１６を入力とし、電波伝
搬環境推定信号７７４３を出力する。
【０８３６】
　図８３は、本実施の形態におけるフレーム構成の一例を示している。
【０８３７】
　図８５は、本実施の形態における基地局がスペクトル拡散通信方式の信号をＯＦＤＭ方
式で送信送信するときの制御シンボルの構成の一例を示しており、８５０１、８５０２、
８５０３、８５０４は制御シンボルで、時間軸で制御シンボルが構成されている。
【０８３８】
　図８６は、本実施の形態における基地局がスペクトル拡散通信方式の信号をＯＦＤＭ方
式で送信送信するときの制御シンボルの構成の一例を示しており、８６０１、８６０２、
８６０３、８６０４は制御シンボルで、周波数軸で制御シンボルが構成されている。
【０８３９】
　次に、図４、図７２、図７５、図７６、図７９、図８０、図８１、図８２を用いて、複
数のスペクトル拡散通信方式の変調信号を送信可能であり、制御チャネルを送信している
送信方法の変調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナにおける電
波伝搬環境を制御チャネルの受信信号から推定し、推定した電波伝搬環境の情報を送信し
、前記電波伝搬環境情報に基づいて、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式の
データチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡
散通信方式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれ
かを選択する通信方法、その通信方方法を用いた無線通信装置について説明する。
【０８４０】
　図８０は、基地局の送信装置の構成であり、フレーム構成信号生成部２０９は、送信方
法決定情報８００５を入力とし、送信方法決定情報８００５に基づいて、例えば、図７９
のスペクトル拡散通信方式Ａの情報シンボル７９０１とスペクトル拡散通信方式Ｂの情報
シンボル７９０７が多重されている送信方法、または、図７９のスペクトル拡散通信方式
Ａの情報シンボル７９０２は送信されているが、スペクトル拡散通信方式Ｂはガードシン
ボル７９０８となっているというように多重しない送信方法のいずれかのフレーム構成情
報をフレーム構成信号２１０として出力する。ただし、送信情報決定情報８００５は、図
７５の基地局の受信装置７５１１に相当する。
【０８４１】
　データチャネル変調および拡散部８００２は、送信ディジタル信号８００１およびフレ
ーム構成信号２１０を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの送信直交ベースバンド信号
８００３を出力する。
【０８４２】
　データチャネル変調および拡散部８００９は、送信ディジタル信号８００８およびフレ
ーム構成信号２１０を入力とし、図７９のように、フレーム構成信号２１０に応じて、ガ
ードシンボルまたは情報シンボルのスペクトル拡散通信方式Ｂの送信直交ベースバンド信
号８０１０を出力する。このとき、ガードシンボルの変調信号は、図４の４０３の信号点
である。
【０８４３】
　制御チャネル変調および拡散部８００６は、送信方法決定情報８００５を入力とし、例
えば、図８１のように、多重情報８１０１、パイロットシンボル８１０２、送信電力制御
情報８１０３などの制御のための情報の制御チャネルの送信直交ベースバンド信号８００
７を出力する。
【０８４４】
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　同様に、制御チャネル変調および拡散部８０１２は、送信方法決定情報８００５を入力
とし、例えば、図８１のように、多重情報８１０１、パイロットシンボル８１０２、送信
電力制御情報８１０３などの制御のための情報の制御チャネルの送信直交ベースバンド信
号８０１３を出力する。
【０８４５】
　ここで、図８１の多重情報８１０１は、スペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散通
信方式Ｂを多重する送信方法、または、スペクトル拡散通信方式Ａのみ送信する方式のど
ちらかを端末に通知するためのシンボルである。
【０８４６】
　図７５は、基地局の受信装置の構成であり、信号分離部７５０７は図７２のフレーム構
成図において、データシンボル７２０５と電波伝搬環境情報に相当する電界強度情報シン
ボル７２０１、伝送路歪み情報シンボル７２０２、マルチパス情報シンボル７２０３、妨
害波情報シンボル７２０４とを分離し、データシンボル７２０５の情報を受信データ７５
０９として出力する。また、電界強度情報シンボル７２０１、伝送路歪み情報シンボル７
２０２、マルチパス情報シンボル７２０３、妨害波情報シンボル７２０４の情報を電波伝
搬環境推定情報７５０８として出力する。
【０８４７】
　送信方法決定部７５１０は、電波伝搬環境情報７５０８を入力とし、電波伝搬環境情報
７５０８に基づき、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの
変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方式のデー
タチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれかを選択し、その
送信方法の情報を送信方法決定情報７５１１、多重情報７５１２として出力する。
【０８４８】
　図７６は、端末の送信装置の構成であり、送信ディジタル信号７６０１、電波伝搬環境
推定信号７６０２、７６０３、フレーム構成信号７６０４を入力とし、図７２のフレーム
構成構成にしたがって、送信ディジタル信号７６０１をデータシンボル７２０５とし、電
波伝搬環境推定信号７６０２、７６０３を、電界強度情報シンボル７２０１、伝送路歪み
情報シンボル７２０２、マルチパス情報シンボル７２０３、妨害波情報シンボル７２０４
として、変調信号７６０６を出力する。ただし、電波伝搬環境推定信号７６０２、７６０
３は、図８２の端末の受信装置の電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３に相当する。
【０８４９】
　図８２は端末の受信装置の構成であり、スペクトル拡散通信方式Ａの電界強度推定部８
２０１は、受信直交ベースバンド信号７７０４を入力とし、受信直交ベースバンド信号７
７０４のうちの例えば図７９のスペクトル拡散通信方式Ａの制御チャネルの成分から、電
界強度を推定し、スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度信号８２０２を出力する。
【０８５０】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの電界強度推定部８２０３は、受信直交ベースバンド信号７
７０４を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７０４のうちの例えば図７９のスペクト
ル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの成分から、電界強度を推定し、スペクトル拡散通信方
式Ｂの信号の電界強度推定信号８２０４を出力する。
【０８５１】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部８２０５は、受信直交ベースバンド信号
７７０４を入力とし、例えば図７９のスペクトル拡散通信方式Ａの制御チャネルの成分か
ら、伝送路歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号８２０６を出
力する。
【０８５２】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部８２０７は、受信直交ベースバンド信号
７７０４を入力とし、例えば図７９のスペクトル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの成分か
ら、伝送路歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２０８を出
力する。
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【０８５３】
　情報生成部７７１７は、マルチパス推定信号７７０６、妨害波強度推定信号７７０８、
スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度推定信号８２０２、スペクトル拡散通信方式
Ｂの信号の電界強度推定信号８２０４、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号
８２０６、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２０８を入力とし、図７２
の電界強度情報シンボル７２０１、伝送路歪み情報シンボル７２０２、マルチパス情報シ
ンボル７２０３、妨害波情報シンボル７２０４の情報に相当する電波伝搬環境推定信号７
７１８を出力する。
【０８５４】
　スペクトル拡散通信方式Ａの電界強度推定部８２０９は、受信直交ベースバンド信号７
７２９を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７２９のうちの例えば図７９のスペクト
ル拡散通信方式Ａの制御チャネルの成分から、電界強度を推定し、スペクトル拡散通信方
式Ａの信号の電界強度推定信号８２１０を出力する。
【０８５５】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの電界強度推定部８２１１は、受信直交ベースバンド信号７
７２９を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７２９のうちの例えば図７９のスペクト
ル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの成分から、電界強度を推定し、スペクトル拡散通信方
式Ｂの信号の電界強度推定信号８２１２を出力する。
【０８５６】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部８２１３は、受信直交ベースバンド信号
７７２９を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７２９を入力とし、受信直交ベースバ
ンド信号７７２９のうちの例えば図７９のスペクトル拡散通信方式Ａの制御チャネルの成
分から、伝送路歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号８２１４
を出力する。
【０８５７】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部８２１５は、受信直交ベースバンド信号
７７２９を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７２９のうちの例えば図７９のスペク
トル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの成分から、伝送路歪みを推定し、スペクトル拡散通
信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２１６を出力する。
【０８５８】
　情報生成部７７４２は、マルチパス推定信号７７３１、妨害波強度推定信号７７３３、
スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度推定信号８２１０、スペクトル拡散通信方式
Ｂの信号の電界強度推定信号８２１２、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号
８２１４、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２１６を入力とし、図７２
の電界強度情報シンボル７２０１、伝送路歪み情報シンボル７２０２、マルチパス情報シ
ンボル７２０３、妨害波情報シンボル７２０４の情報に相当する電波伝搬環境推定信号７
７４３を出力する。
【０８５９】
　以上により、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調
信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方式のデータチ
ャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法を切り替えることで、情報の品
質が向上する。
【０８６０】
　ただし、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３は、図７６の端末の送信装置の７６
０２、７６０３に相当する。
【０８６１】
　次に、通信開始時の動作について説明する。通信開始時に、基地局が同一周波数帯域に
複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信す
る送信方法で変調信号を送信すると、端末は、例えば電波伝搬状況が悪く、同一周波数帯
域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法に適していないと
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きに、基地局が同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調
信号を複数のアンテナから送信する送信方法で変調信号を送信すると受信データの品質が
劣化してしまう。
【０８６２】
　そこで、基地局送信信号は、端末との通信開始時は、図７９のスペクトル拡散通信方式
Ａの情報シンボルおよびスペクトル拡散通信方式Ｂの情報シンボルが存在しないように、
例えば、スペクトル拡散通信方式Ａの制御シンボル７９０３とスペクトル拡散通信方式Ｂ
の制御シンボル７９０９の時間、スペクトル拡散通信方式Ａの制御シンボル７９０４とス
ペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９１３の時間のように同一周波数帯域に複数の
スペクトル拡散通信方式のデータチャネルが存在しないようにする。
【０８６３】
　図８０のフレーム構成信号生成部２０９は、端末との通信開始時に図７９のスペクトル
拡散通信Ａの制御シンボル７９０３とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９０９
の時間、スペクトル拡散通信方式Ａの制御シンボル７９０４とスペクトル拡散通信方式Ｂ
の制御シンボル７９１３の時間のように、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方
式のデータチャネルが存在しないような設定をし、そのときのフレーム構成をフレーム構
成信号２１０として出力する。
【０８６４】
　端末の受信装置図８２は、図８０の基地局送信信号のスペクトル拡散通信Ａの制御シン
ボル７９０３とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９０９、スペクトル拡散通信
方式Ａの制御シンボル７９０４とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９１３の受
信信号から、電波伝搬環境を推定し、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３を生成す
る。
【０８６５】
　端末の送信装置図７６は、基地局送信信号のスペクトル拡散通信Ａの制御シンボル７９
０３とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９０９、スペクトル拡散通信方式Ａの
制御シンボル７９０４とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９１３の受信信号か
ら、電波伝搬環境を推定した、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３を図７９の情報
シンボル７９１３、７９１４で伝送する。
【０８６６】
　基地局の受信装置図７５は、端末の送信装置図７６が送信した送信信号のうち、情報シ
ンボル７９１３に含まれる電波伝搬環境推定情報から、同一周波数帯域に複数のスペクト
ル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一
つのスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する
送信方法のいずれかを決定し、例えば、電波伝搬環境がよければ、情報シンボル７９０１
、７９０７のように同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの
変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法の変調信号を複数のアンテナから送信す
る。
【０８６７】
　以上により、端末との通信開始時は、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式
のデータチャネルが存在しないような設定により、情報の品質が向上する。
【０８６８】
　ただし、上述の説明において、最初に端末が基地局と通信したいという要求するための
変調信号を送信してもよい。
【０８６９】
　次に、図４、図７３、図７５、図７８、図７９、図８０、図８１、図８２を用いて、複
数のスペクトル拡散通信方式の変調信号を送信可能であり、制御チャネルを送信している
送信方法の変調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナにおける電
波伝搬環境を制御チャネルの受信信号から推定し、推定した電波伝搬環境の情報から、同
一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアン
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テナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号
を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれかの送信方法を要求する情報を送信し、
前記要求情報に基づいて、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャ
ネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方式
のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれかの送信方
法を選択する通信方法、その通信方法を用いた無線通信装置について説明する。
【０８７０】
　図８０は、基地局の送信装置の構成であり、フレーム構成信号生成部２０９は、送信方
法決定情報８００５を入力とし、送信方法決定情報８００５に基づいて、例えば、図７９
のスペクトル拡散通信方式Ａの情報シンボル７９０１とスペクトル拡散通信方式Ｂの情報
シンボル７９０７が多重されている送信方法、または、図７９のスペクトル拡散通信方式
Ａの情報シンボル７９０２は送信されているが、スペクトル拡散通信方式Ｂはガードシン
ボル７９０８となっているというように多重しない送信方法のいずれかのフレーム構成情
報をフレーム構成信号２１０として出力する。ただし、送信情報決定情報８００５は、図
７５の基地局の受信装置７５１１に相当する。
【０８７１】
　データチャネル変調および拡散部８００２は、送信ディジタル信号８００１およびフレ
ーム構成信号２１０を入力とし、スペクトル拡散通信方式Ａの送信直交ベースバンド信号
８００３を出力する。
【０８７２】
　データチャネル変調および拡散部８００９は、送信ディジタル信号８００８およびフレ
ーム構成信号２１０を入力とし、図７９のように、フレーム構成信号２１０に応じて、ガ
ードシンボルまたは情報シンボルのスペクトル拡散通信方式Ｂの送信直交ベースバンド信
号８０１０を出力する。このとき、ガードシンボルの変調信号は、図４の４０３の信号点
である。
【０８７３】
　制御チャネル変調および拡散部８００６は、送信方法決定情報８００５を入力とし、例
えば、図８１のように、多重情報８１０１、パイロットシンボル８１０２、送信電力制御
情報８１０３などの制御のための情報の制御チャネルの送信直交ベースバンド信号８００
７を出力する。
【０８７４】
　同様に、制御チャネル変調および拡散部８０１２は、送信方法決定情報８００５を入力
とし、例えば、図８１のように、多重情報８１０１、パイロットシンボル８１０２、送信
電力制御情報８１０３などの制御のための情報の制御チャネルの送信直交ベースバンド信
号８０１３を出力する。
【０８７５】
　ここで、図８１の多重情報８１０１は、スペクトル拡散通信方式Ａとスペクトル拡散通
信方式Ｂを多重する送信方法、または、スペクトル拡散通信方式Ａのみ送信する方式のど
ちらかを端末に通知するためのシンボルである。
【０８７６】
　図７５は、基地局の受信装置の構成であり、信号分離部７５０７は図７３のフレーム構
成図において、データシンボル７３０２と送信方法要求情報シンボル７３０１とを分離し
、データシンボル７３０２の情報を受信データ７５０９として出力する。また、送信方法
要求情報シンボル７３０１の情報を送信要求情報７５０８として出力する。
【０８７７】
　送信方法決定部７５１０は、送信要求情報７５０８を入力とし、送信要求情報７５０８
に基づき、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号
を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方式のデータチャネ
ルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれかを選択し、その送信方法
の情報を送信方法決定情報７５１１、多重情報７５１２として出力する。
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【０８７８】
　図７８は、端末の送信装置の構成であり、送信方法要求情報生成部７８０１は電波伝搬
環境推定信号７６０２、７６０３を入力とし、送信要求情報７８０２を出力する。変調信
号生成部７６０６は、送信ディジタル信号７６０１、送信要求情報７８０２、フレーム構
成信号７６０５を入力とし、図７３のフレーム構成にしたがった変調信号７６０７を出力
する。ただし、電波伝搬環境推定信号７６０２、７６０３は、図８２の端末の受信装置の
電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３に相当する。
【０８７９】
　図８２は端末の受信装置の構成であり、スペクトル拡散通信方式Ａの電界強度推定部８
２０１は、受信直交ベースバンド信号７７０４を入力とし、受信直交ベースバンド信号７
７０４のうちの例えば図７９のスペクトル拡散通信方式Ａの制御チャネルの成分から、電
界強度を推定し、スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度信号８２０２を出力する。
【０８８０】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの電界強度推定部８２０３は、受信直交ベースバンド信号７
７０４を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７０４のうちの例えば図７９のスペクト
ル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの成分から、電界強度を推定し、スペクトル拡散通信方
式Ｂの信号の電界強度推定信号８２０４を出力する。
【０８８１】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部８２０５は、受信直交ベースバンド信号
７７０４を入力とし、例えば図７９のスペクトル拡散通信方式Ａの制御チャネルの成分か
ら、伝送路歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号８２０６を出
力する。
【０８８２】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部８２０７は、受信直交ベースバンド信号
７７０４を入力とし、例えば図７９のスペクトル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの成分か
ら、伝送路歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２０８を出
力する。
【０８８３】
　情報生成部７７１７は、マルチパス推定信号７７０６、妨害波強度推定信号７７０８、
スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度推定信号８２０２、スペクトル拡散通信方式
Ｂの信号の電界強度推定信号８２０４、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号
８２０６、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２０８を入力とし、図７２
の電界強度情報シンボル７２０１、伝送路歪み情報シンボル７２０２、マルチパス情報シ
ンボル７２０３、妨害波情報シンボル７２０４の情報に相当する電波伝搬環境推定信号７
７１８を出力する。
【０８８４】
　スペクトル拡散通信方式Ａの電界強度推定部８２０９は、受信直交ベースバンド信号７
７２９を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７２９のうちの例えば図７９のスペクト
ル拡散通信方式Ａの制御チャネルの成分から、電界強度を推定し、スペクトル拡散通信方
式Ａの信号の電界強度推定信号８２１０を出力する。
【０８８５】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの電界強度推定部８２１１は、受信直交ベースバンド信号７
７２９を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７２９のうちの例えば図７９のスペクト
ル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの成分から、電界強度を推定し、スペクトル拡散通信方
式Ｂの信号の電界強度推定信号８２１２を出力する。
【０８８６】
　スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部８２１３は、受信直交ベースバンド信号
７７２９を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７２９を入力とし、受信直交ベースバ
ンド信号７７２９のうちの例えば図７９のスペクトル拡散通信方式Ａの制御チャネルの成
分から、伝送路歪みを推定し、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号８２１４
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を出力する。
【０８８７】
　スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部８２１５は、受信直交ベースバンド信号
７７２９を入力とし、受信直交ベースバンド信号７７２９のうちの例えば図７９のスペク
トル拡散通信方式Ｂの制御チャネルの成分から、伝送路歪みを推定し、スペクトル拡散通
信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２１６を出力する。
【０８８８】
　情報生成部７７４２は、マルチパス推定信号７７３１、妨害波強度推定信号７７３３、
スペクトル拡散通信方式Ａの信号の電界強度推定信号８２１０、スペクトル拡散通信方式
Ｂの信号の電界強度推定信号８２１２、スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号
８２１４、スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号８２１６を入力とし、図７２
の電界強度情報シンボル７２０１、伝送路歪み情報シンボル７２０２、マルチパス情報シ
ンボル７２０３、妨害波情報シンボル７２０４の情報に相当する電波伝搬環境推定信号７
７４３を出力する。
【０８８９】
　以上により、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調
信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方式のデータチ
ャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法を切り替えることで、情報の品
質が向上する。
【０８９０】
　ただし、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３は、図７８の端末の送信装置の７６
０２、７６０３に相当する。
【０８９１】
　次に、通信開始時の動作について説明する。通信開始時に、基地局が同一周波数帯域に
複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信す
る送信方法で変調信号を送信すると、端末は、例えば電波伝搬状況が悪く、同一周波数帯
域に複数のチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法に適していないと
きに、基地局が同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調
信号を複数のアンテナから送信する送信方法で変調信号を送信すると受信データの品質が
劣化してしまう。
【０８９２】
　そこで、基地局送信信号は、端末との通信開始時は、図７９のスペクトル拡散通信方式
Ａの情報シンボルおよびスペクトル拡散通信方式Ｂの情報シンボルが存在しないように、
例えば、スペクトル拡散通信方式Ａの制御シンボル７９０３とスペクトル拡散通信方式Ｂ
の制御シンボル７９０９の時間、スペクトル拡散通信方式Ａの制御シンボル７９０４とス
ペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９１３の時間のように同一周波数帯域に複数の
スペクトル拡散通信方式のデータチャネルが存在しないようにする。
【０８９３】
　図８０のフレーム構成信号生成部２０９は、端末との通信開始時に図７９のスペクトル
拡散通信Ａの制御シンボル７９０３とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９０９
の時間、スペクトル拡散通信方式Ａの制御シンボル７９０４とスペクトル拡散通信方式Ｂ
の制御シンボル７９１３の時間のように、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方
式のデータチャネルが存在しないような設定をし、そのときのフレーム構成をフレーム構
成信号２１０として出力する。
【０８９４】
　端末の受信装置図８２は、図８０の基地局送信信号のスペクトル拡散通信Ａの制御シン
ボル７９０３とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９０９、スペクトル拡散通信
方式Ａの制御シンボル７９０４とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９１３の受
信信号から、電波伝搬環境を推定し、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３を生成す
る。
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【０８９５】
　端末の送信装置図７８は、基地局送信信号のスペクトル拡散通信Ａの制御シンボル７９
０３とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９０９、スペクトル拡散通信方式Ａの
制御シンボル７９０４とスペクトル拡散通信方式Ｂの制御シンボル７９１３の受信信号か
ら、電波伝搬環境を推定した、電波伝搬環境推定信号７７１８、７７４３から、送信方法
要求情報生成部７８０１は、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチ
ャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方
式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれかを要求
する情報を、送信要求情報７８０２としてを図７９の情報シンボル７９１３、７９１４で
伝送する。
【０８９６】
　基地局の受信装置図７５は、端末の送信装置図７６が送信した送信信号のうち、情報シ
ンボル７９１３に含まれる送信要求情報から、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通
信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペ
クトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法
のいずれかを決定し、決定した送信方法の変調信号をアンテナから送信する。
【０８９７】
　以上により、端末との通信開始時は、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式
のデータチャネルが存在しないような設定により、情報の品質が向上する。
【０８９８】
　ただし、上述の説明において、最初に端末が基地局と通信したいという要求するための
変調信号を送信してもよい。
【０８９９】
　以上の説明で、図７９で示すように、スペクトル拡散通信方式Ａおよびスペクトル拡散
通信方式Ｂどちらにおいても制御チャネルが存在しているが、例えば、図８３のようにス
ペクトル拡散通信方式Ａのみ制御チャネルが存在する場合についても同様に実施可能であ
る。このとき、基地局の送信装置は、図８０においてスペクトル拡散通信方式Ｂの制御チ
ャネル変調および拡散部８０１２がない構成となる。
【０９００】
　また、同一周波数帯域に多重するスペクトル拡散通信方式の数は２チャネルと１チャネ
ルの切り替えについて説明したがこれに限ったものではなく、同一周波数帯域に例えばス
ペクトル拡散通信方式の数が３可能である場合、基地局の送信装置は、１から３のスペク
トル拡散通信方式の間で多重数を切り替えることになる。
【０９０１】
　そして、スペクトル拡散通信方式の信号をＯＦＤＭ方式で変調信号を生成した方式につ
いても同様に実施が可能である。そのときの基地局が送信するスペクトル拡散通信方式の
制御シンボルの構成の一例図８５および図８６に示す。図８５では、制御シンボルは時間
軸上で拡散されている。図８６では、制御シンボルは周波数軸上で拡散されている。情報
シンボルも図８５、図８６同様に時間軸および周波数軸上でいずれかで拡散されており、
制御チャネルの信号と多重されていることになる。このときの基地局および端末の送信装
置および受信装置は、上述図７０のフレーム構成において説明した図７５、図７６、図７
８、図８０、図８２で構成することが可能である。
【０９０２】
　本実施の形態において、スペクトル拡散通信方式Ａおよびスペクトル拡散通信方式Ｂの
データチャネルの数をそれぞれ１チャネルとして説明したが、データチャネル数は１に限
ったものではなく、２以上としても同様に実施できる。また、スペクトル拡散通信方式Ａ
とスペクトル拡散通信Ｂで拡散および逆拡散のために使用する符号は、同じ符号、異なる
符号どちらでも実施が可能である。
【０９０３】
　以上の説明におけるアンテナとは、複数のアンテナで構成されていることもあり、“ア
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ンテナ”と表記しているが、複数のアンテナで構成されたアンテナ部と考えてもよい。
【０９０４】
　以上により、複数のスペクトル拡散通信方式の変調信号を送信可能であり、制御チャネ
ルを送信している送信方法の変調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信し、各ア
ンテナにおける電波伝搬環境を制御チャネルの受信信号から推定し、推定した電波伝搬環
境の情報を送信し、前記電波伝搬環境情報に基づいて、同一周波数帯域に複数のスペクト
ル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一
つのスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する
送信方法のいずれかを選択する通信方法、その通信方方法を用いた無線通信装置、および
複数のスペクトル拡散通信方式の変調信号を送信可能であり、制御チャネルを送信してい
る送信方法の変調信号を送信し、通信相手が前記変調信号を受信し、各アンテナにおける
電波伝搬環境を制御チャネルの受信信号から推定し、推定した電波伝搬環境の情報から、
同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信号を複数のア
ンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方式のデータチャネルの変調信
号を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれかの送信方法を要求する情報を送信し
、前記要求情報に基づいて、同一周波数帯域に複数のスペクトル拡散通信方式のデータチ
ャネルの変調信号を複数のアンテナから送信する送信方法、一つのスペクトル拡散通信方
式のデータチャネルの変調信号を一つのアンテナから送信する送信方法のいずれかの送信
方法を選択する通信方法、その通信方法を用いた無線通信装置とすることで、情報をより
的確に伝送することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【０９０５】
　本発明に係る送信方法は、データの伝送速度が向上すると同時に、受信装置において、
受信した多重変調信号を容易に分離することができるという有利な効果を有し、通信機器
等として有用である。
【符号の説明】
【０９０６】
１０１ チャネルＡにおけるパイロットシンボル
１０２ チャネルＡにおけるガードシンボル
１０３ チャネルＡにおけるデータシンボル
１０９ チャネルＢにおけるガードシンボル
１１０ チャネルＢにおけるパイロットシンボル
１１１ チャネルＢにおけるデータシンボル
２０１ チャネルＡの送信ディジタル信号
２０２ チャネルＡの変調信号生成部
２０３ チャネルＡの変調信号
２０４ チャネルＡの無線部
２０５ チャネルＡの送信信号
２０６ チャネルＡの電力増幅部
２０７ 増幅されたチャネルＡの送信信号
２０８ チャネルＡのアンテナ
２０９ フレーム構成生成部
２１０ フレーム構成信号
２１１ チャネルＢの送信ディジタル信号
２１２ チャネルＢの変調信号生成部
２１３ チャネルＢの変調信号
２１４ チャネルＢの無線部
２１５ チャネルＢの送信信号
２１６ チャネルＢの電力増幅部
２１７ 増幅されたチャネルＢの送信信号
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２１８ チャネルＢのアンテナ
３０１ 送信ディジタル信号
３０２ データシンボル変調信号生成部
３０３ データシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分
３０４ 直交成分
３０５ パイロットシンボル変調信号生成部
３０６ パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分
３０７ 直交成分
３０８ ガードシンボル変調信号生成部
３０９ ガードシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分
３１０ 直交成分
３１１ フレーム構成信号
３１２ 同相成分切り替え部
３１３ 選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分
３１４ 直交成分切り替え部
３１５ 選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分
３１６ 直交変調器
３１７ 変調信号
４０１ ＱＰＳＫの信号点
４０２ パイロットシンボルの信号点
４０３ ガードシンボルの信号点
５０１ アンテナ
５０２ 受信信号
５０３ 無線部
５０４ 受信直交ベースバンド信号の同相成分
５０５ 直交成分
５０６ チャネルＡの伝送路歪み推定部
５０７ チャネルＡの伝送路歪み推定信号
５０８ チャネルＢの伝送路歪み推定部
５０９ チャネルＢの伝送路歪み推定信号
５１０ 遅延部
５１１ 遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分
５１２ 直交成分
５１３ アンテナ
５１４ 受信信号
５１５ 無線部
５１６ 受信直交ベースバンド信号の同相成分
５１７ 直交成分
５１８ チャネルＡの伝送路歪み推定部
５１９ チャネルＡの伝送路歪み推定信号
５２０ チャネルＢの伝送路歪み推定部
５２１ チャネルＢの伝送路歪み推定信号
５２２ 遅延部
５２３ 遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分
５２４ 直交成分
５２５ 信号処理部
５２６ チャネルＡの受信直交ベースバンド信号の同相成分
５２７ 直交成分
５２８ 復調部
５２９ チャネルＡの受信ディジタル信号
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５３０ チャネルＢの受信直交ベースバンド信号の同相成分
５３１ 直交成分
５３２ 復調部
５３３ チャネルＢの受信ディジタル信号
６０１ チャネルＡのパイロットシンボル
６０２ チャネルＡのガードシンボル
６０３ チャネルＡのデータシンボル
６０４ チャネルＡのデータシンボル
６０５ チャネルＡのデータシンボル
６０６ チャネルＡのデータシンボル
６０７ チャネルＡのパイロットシンボル
６０８ チャネルＡのガードシンボル
６０９ チャネルＢのガードシンボル
６１０ チャネルＢのパイロットシンボル
６１１ チャネルＢのデータシンボル
６１２ チャネルＢのデータシンボル
６１３ チャネルＢのデータシンボル
６１４ チャネルＢのデータシンボル
６１５ チャネルＢのガードシンボル
６１６ チャネルＢのパイロットシンボル
７０１ チャネルＡのパイロットシンボル
７０２ チャネルＡのパイロットシンボル
７０３ チャネルＡのガードシンボル
７０４ チャネルＡのガードシンボル
７０５ チャネルＡのデータシンボル
７０６ チャネルＡのパイロットシンボル
７０７ チャネルＡのパイロットシンボル
７０８ チャネルＡのガードシンボル
７０９ チャネルＡのガードシンボル
７１０ チャネルＢのガードシンボル
７１１ チャネルＢのガードシンボル
７１２ チャネルＢのパイロットシンボル
７１３ チャネルＢのパイロットシンボル
７１４ チャネルＢのデータシンボル
７１５ チャネルＢのガードシンボル
７１６ チャネルＢのガードシンボル
７１７ チャネルＢのパイロットシンボル
７１８ チャネルＢのパイロットシンボル
８０１ アンテナ
８０２ 受信信号
８０３ 無線部
８０４ 受信直交ベースバンド信号の同相成分
８０５ 直交成分
８０６ チャネルＡの伝送路歪み推定部
８０７ チャネルＡの伝送路歪み推定信号
８０８ チャネルＢの伝送路歪み推定部
８０９ チャネルＢの伝送路歪み推定信号
８１０ 遅延部
８１１ 遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分
８１２ 直交成分
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８１３ アンテナ
８１４ 受信信号
８１５ 無線部
８１６ 受信直交ベースバンド信号の同相成分
８１７ 直交成分
８１８ チャネルＡの伝送路歪み推定部
８１９ チャネルＡの伝送路歪み推定信号
８２０ チャネルＢの伝送路歪み推定部
８２１ チャネルＢの伝送路歪み推定信号
８２２ 遅延部
８２３ 遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分
８２４ 直交成分
８２５ アンテナ
８２６ 受信信号
８２７ 無線部
８２８ 受信直交ベースバンド信号の同相成分
８２９ 直交成分
８３０ チャネルＡの伝送路歪み推定部
８３１ チャネルＡの伝送路歪み推定信号
８３２ チャネルＢの伝送路歪み推定部
８３３ チャネルＢの伝送路歪み推定信号
８３４ 遅延部
８３５ 遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分
８３６ 直交成分
８３７ アンテナ
８３８ 受信信号
８３９ 無線部
８４０ 受信直交ベースバンド信号の同相成分
８４１ 直交成分
８４２ チャネルＡの伝送路歪み推定部
８４３ チャネルＡの伝送路歪み推定信号
８４４ チャネルＢの伝送路歪み推定部
８４５ チャネルＢの伝送路歪み推定信号
８４６ 遅延部
８４７ 遅延した受信直交ベースバンド信号の同相成分
８４８ 直交成分
８４９ 電界強度推定部
８５０ 受信電界強度推定信号
８５１ 位相差推定部
８５２ チャネルＡの位相差推定信号
８５３ 位相差推定部
８５４ チャネルＢの位相差推定信号
８５５ 信号選択部
８５６ 信号群
８５７ 信号群
８５８ 信号処理部
８５９ チャネルＡの受信直交ベースバンド信号の同相成分
８６０ 直交成分
８６１ チャネルＢの受信直交ベースバンド信号の同相成分
８６２ 直交成分
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８６３ 復調部
８６４ チャネルＡの受信ディジタル信号
８６５ 復調部
８６６ チャネルＢの受信ディジタル信号
９０１ 電界強度推定部
１２０１ スペクトル拡散通信方式Ａの送信ディジタル信号
１２０２ スペクトル拡散通信方式Ａの変調信号生成部
１２０３ スペクトル拡散通信方式Ａの変調信号
１２０４ スペクトル拡散通信方式Ａの無線部
１２０５ スペクトル拡散通信方式Ａの送信信号
１２０６ スペクトル拡散通信方式Ａの電力増幅部
１２０７ 増幅されたスペクトル拡散通信方式Ａの送信信号
１２０８ 電波としてスペクトル拡散通信方式Ａのアンテナ
１２０９ スペクトル拡散通信方式Ｂの送信ディジタル信号
１２１０ スペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号生成部
１２１１ スペクトル拡散通信方式Ｂの変調信号
１２１２ スペクトル拡散通信方式Ｂの無線部
１２１３ スペクトル拡散通信方式Ｂの送信信号
１２１４ スペクトル拡散通信方式Ｂの電力増幅部
１２１５ 増幅されたスペクトル拡散通信方式Ｂの送信信号
１２１６ 電波としてスペクトル拡散通信方式Ｂのアンテナ
１２１７ フレーム構成生成部
１２１８ フレーム構成信号
１３０１ パイロットシンボル変調信号生成部
１３０２ パイロットシンボルのための符号Ｃｐａ（ｔ）
１３０３ パイロットシンボルの送信直交ベースバンド信号の同相成分
１３０４ 直交成分
１３０５ 送信ディジタル信号
１３０６ 一次変調部
１３０７ チャネル０の一次変調後の直交ベースバンド信号の同相成分
１３０８ 直交成分
１３０９ 拡散部
１３１０ チャネル０のための符号Ｃ０ａ（ｔ）
１３１１ チャネル０の送信直交ベースバンド信号の同相成分
１３１２ 直交成分
１３１３ 一次変調部
１３１４ チャネル１の一次変調後の直交ベースバンド信号の同相成分
１３１５ 直交成分
１３１６ 拡散部
１３１７ チャネル１のための符号Ｃ１ａ（ｔ）
１３１８ チャネル１の送信直交ベースバンド信号の同相成分
１３１９ 直交成分
１３２０ フレーム構成信号
１３２１ 加算部
１３２２ 加算された送信直交ベースバンド信号の同相成分
１３２３ 加算部
１３２４ 加算された送信直交ベースバンド信号の直交成分
１３２５ 同相成分切り替え部
１３２６ 選択された送信直交ベースバンド信号の同相成分
１３２７ 直交成分切り替え部
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１３２８ 選択された送信直交ベースバンド信号の直交成分
１３２９ 直交変調器
１３３０ 変調信号
１５０１ スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部
１５０２ スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号
１５０３ スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部
１５０４ スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号
１５０５ スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定部
１５０６ スペクトル拡散通信方式Ａの伝送路歪み推定信号
１５０７ スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定部
１５０８ スペクトル拡散通信方式Ｂの伝送路歪み推定信号
１５０９ 信号処理部
１５１０ スペクトル拡散通信方式Ａの受信直交ベースバンド信号の同相成分
１５１１ 直交成分
１５１２ スペクトル拡散通信方式Ｂの受信直交ベースバンド信号の同相成分
１５１３ 直交成分
１５１４ スペクトル拡散通信方式Ａ復調部
１５１５ スペクトル拡散通信方式Ａの受信ディジタル信号群
１５１６ スペクトル拡散通信方式Ｂ復調部
１５１７ スペクトル拡散通信方式Ｂの受信ディジタル信号群
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